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立花課長は今日も不機嫌
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第一章










ふたつの顔を持つ女




　いつの間に日が長くなったんだろう。

　ふと見上げた西の空がまだ明るいことに気づいて、歩く速度を緩める。オレンジとブルーのグラデーションの美しさに、思わず目を奪われた。

　もうすぐ六月。季節は、初夏から夏本番へと切り替わっていく。夕暮れどきには、まだ少しだけひんやりとする空気を頬ほおに感じながら、駅から歩いて五分の目的地へと着いた。

「お疲れさまでーす」

　裏口から入って控室のドアを開くと、室内は女性特有の甘い香りが立ち込めていた。私の挨あい拶さつに、中にいた女の子たちからもパラパラと「お疲れさまですー」と声が上がる。ひとつだけ空いていた鏡の前の椅子に腰を下ろし、早速、準備開始だ。

　太めのアイラインに、普段とは違う派手な色のアイシャドー。髪型は、肩甲骨まである髪をヘアアイロンで丹念に巻いた自信作。とはいっても、これができるようになるまでに、実はかなりの日数がかかっている。

　最後にグロスを唇にたっぷりと乗せ、これで完成……かな。

　若干の不安を抱えつつ、鏡に向かって最終チェックを終えると、メイク道具を片づけて立ち上がる。そこで、隣で私同様にメイクをしていた霧きり子こさんが、慌てる素振りもなく「杏あん奈な、忘れ物よ」と私を呼び止めた。その手にウサ耳を掴つかんで、妖よう艶えんに微笑ほほえんでいる。

「……あっ、いけない」

　これがなくちゃ始まらないというのに。

「ありがとうございます」

　お礼を言い、立ったままもう一度鏡に向かってウサ耳を装着。

「それでバッチリね」

　私のお尻についているウサギの丸い尻尾しっぽを、霧子さんがネイルアートを施した長い爪の先でチョンと弾いた。

　何かしら忘れるのは日常茶飯事の私。眉毛の描き忘れ、網タイツの穿はき忘れ、それからそれから……ともかく、挙げたらキリがない。どこか抜けている私をいつもフォローしてくれるのが、この霧子さんだった。

　彼女の腰まであるストレートの黒髪は、手入れがいき届いていて、いつもツヤツヤ。くっきりとした二ふた重え瞼まぶたの大きな目に、ぽってりとした唇。顔のパーツすべてが派手にできていて、その瞳に見つめられれば、目力の強さに圧倒されてしまう。霧子さん自身は『そんなことはないわよ』といつも否定するけれど、誰しも一度見たら絶対に忘れられない美人なのだ。

　対して私は、目こそ大きいものの、特に印象に残るような顔立ちではない。『親戚のお姉さんに似ている』と言われたり、行ってもいない場所で目撃情報が出たりすることもしばしば。つまり、どこにでもいる平凡な顔というわけ。

　平日の夜、私が向かった先である、ここ〝プリマベーラ〟は、いわゆる〝お水〟の店。一等地にある一流の高級クラブではなくて、郊外の歓楽街にある、どちらかというと良心的な価格のキャバクラだ。女の子は全員、バニーガールの格好が義務づけられている。

　バブル時代？　それとも昭和中期？　……なんて私も最初は思ったけれど、着てみると、これが結構しっくりくるというか、楽しいというか。

　まさか人生でそんな格好をすることがあるとは、自分でも予期していなかったけれど、コスプレにはちょっと興味があったし、店から貸与されるおかげで衣装代はかからない。これはなかなかいいかもしれない、なんて思ってしまう。それに何より、お客さんからも好評なのだ。

「杏奈は本当に働き者よね」

「そうですか？」

「だって、夜遅くまでここで働くのに、朝になったらＯＬでしょう？　私には無理だもの」

　綺き麗れいな指先を口元に当てて、霧子さんが気だるい感じで笑う。

　昼はごく普通の会社員。週のうち四日間、夜はキャバ嬢。そういう生活を送り始めて、三ヵ月になろうとしていた。

　会社から電車を乗り継いで七駅。自宅までは歩いて十分の距離にあるこの店。職場から適度に離れているおかげで、会社の人が来ることはない。自宅へ歩いて帰れる距離だから、終電の時間を気にすることもない。私にとって、好都合な店だった。

　霧子さんは私より五つ年上の三十二歳。キャバ嬢としては、年がいっているほうだと思うけれど、この店では断トツの人気を誇っている。なんでも、高校生のときに自分を振った彼氏を見返すために、〝女の中の女〟を目指すべくこの道へ入ったらしい。いろいろな店を転々としてきて、今の店はもうすぐ一年になるということだった。

　これは『店長にはまだ内緒』と霧子さんに釘くぎを刺された話だけれど、近々、店を替わろうと思っているらしい。いくら霧子さんの見た目年齢が二十代で通るとしても、さすがにバニーガールはそろそろ卒業したいみたいだ。

　そのときの話しぶりからは、もしかしたら自分で店を出すことも考えているのかもしれないと感じた。今まで働いてきた分の貯蓄がかなりあるそうだ。霧子さんなら、高級クラブのママでもいけると私は常々思っている。

「それじゃ、そろそろ行こうか。杏奈」

「はい」

　霧子さんのあとに続いて、煌きらびやかなフロアへと出る。店内ではすでに数組の客がテーブルに着いていた。

「霧子さんはあちらのテーブルへお願いします」

　早速ご指名だ。ウエイターから声をかけられた霧子さんは、ツヤツヤの唇で「了解」と言うなり、示されたほうへと向かった。

　私はどうしようかな。

　フロアをキョロキョロと見ていると、同じウエイターから呼び止められた。

「杏奈ちゃんは、とりあえずあそこのテーブルにでも着いて」

　コソッと耳打ちをされて、ウエイターが指示したテーブルへ視線を向ける。すると、そこにいたのは男性のふたり連れだった。そのうちのひとりは、ここ最近何度か来店している五十代の客。白しら髪が交じりでメガネをかけており、恰幅があるせいか、おっとりした雰囲気に見えるタイプだ。

　もうひとりは細身。こちらに背を向けていて、顔までは確認できなかった。

　ヒールの音を響かせて、テーブルのそばに立つ。

「いらっしゃいませ、杏奈です」

　お辞儀をしてからゆっくりと身体を起こした。そこでようやく見えたもうひとりの男性の顔に、頭を殴られたようなショックが全身を貫く。

　立たち花ばなさん……？　嘘うそでしょ……。

　そこにいたのは、私が勤める会社の人事部に所属する、立花海かい人とさんだったのだ。

　日本だけでなく、各国に旅行関連事業を展開しているうちの会社は、日本で五本の指に入る業績を誇る。国内の代理店数は百を超え、海外拠点も三十ヵ所余り。従業員数は本社だけで二千人弱。代理店や海外も含めると、三千人をゆうに超える。

　このところの円安を受けて、海外旅行部門の売上は前年比を若干割り込んだものの、訪日旅行部門は、短期訪問ビザが免除となった東南アジアや東アジアからの客の増加が影響して、三〇パーセントの伸びを見せている。……これは完全に、同期の友人の受け売りなのだけれど。

　その本社で、立花さんは人事部の課長という職位を担っている。

　スラリとした長い手足と、切れ長の目、キュッと固く閉じられた薄い唇が特徴。毛先を軽く遊ばせている黒髪が、柔らかな印象を与えそうなものなのに、強い意志を感じさせる眼まな差ざしがそれを邪魔している。

　つい数秒前まで、私の心臓は単純作業のように規則的な鼓動を繰り返していたのに、そんな立花さんの登場により、一気にスピードが上がってしまった。

　どうしよう！　こんなところで働いているのが見つかったら大変！　会社はクビ間違いなし。絶体絶命のピンチだよ！　本当にどうしよう！

　ジリッとあとずさる。

　でも、ちょっと待って。

　平静を装いつつ密ひそかにパニックを起こしている私へ、立花さんは見知らぬ人同然の視線を投げかけている。

　もしかして、私に気づいていない？

　よくよく考えてみれば、メイクといい、このバニーちゃんの格好といい、会社での私とはまったく違う雰囲気。それに私は、社内で特別目立つ存在でもない。

　これは、気づかれていないんじゃないのかな……。

　ドキドキと早鐘を打つ胸を宥なだめるべく、自分に都合のいいことを考えてみる。

「早く座ったらどうだね」

　立花さんではないほうの男性客から、突然、声をかけられた。

　彼の名前はなんだったかな。霧子さんが前に話していたような気がするけれど……。

　顎あごに人差し指を軽く当てて思案してみても、名前が思い出せない。というよりも、今はそれどころではない。

「はい、失礼します……」

　おずおずとソファに腰を下ろす。チラッと横目で立花さんを盗み見ると、ソファに深く座って悠然と足を組んでいる。別段変わった様子は見られなかった。

　やっぱり気づいてないよね。

　こっそり小さく息を吐き、テーブルにセッティングされていたウイスキーと氷で、水割りを作る。それでも緊張がほぐれたわけではなく、手が震えるせいで、「どうぞ」と置いたグラスの表面が波立った。

「どうかしたのか」

　立花さんから話しかけられたものだから、ビクンと肩が動く。

「あ……すみません」

「新人？」

「いえ、そういうわけでは……」

「そうか」

　この店で働くようになってまだ三ヵ月。普通の企業ならば、新人として扱われて当然だと思う。でも、この店では『新人なんです』という甘えはきかない。というのも、ここのバイトの定着率が極端に低いのか、私よりもあとに入った女の子が、総勢十数名のうちの半数以上を占めているから。

　そのため、三ヵ月も働けば指名くらい入ってもよさそうなものなのに、贔ひい屓きにしてくれる客がついていない私でも、新人扱いしてもらえない。

　幸いなことに、立花さんは私を不慣れなキャバ嬢だと思ってくれているらしい。つまり、私が会社の人間だとはやっぱり気づいていないのだ。『あぁ、よかった』と、密かに胸を撫なで下ろした。

「杏奈と言ったかね？」

　五十代の男性が問いかける。私が作った水割りを、一気にグラスの半分くらいまで飲み干して、メガネの奥の目を細めた。

「はい」

「ここへは何度か来たことがあるが、私のところへ着くのは初めてだったかな」

「たぶん、そうだと思います」

　彼は誰かを指名することがなくて、いつも違う女の子が着いていたと思う。

　あやふやな記憶をたどって答えると、立花さんが私に視線を投げかけてくるのを視界の隅に感じた。でも、あえてそれに勘づいていないふりをする。私に気づいていないとはいえ、彼とはなるべく距離を置くほうが賢明だと考えたからだ。

「『たぶん』というのは、いただけないな」

　私の考えとは裏腹に、立花さんが口を挟んできた。

　でも何が『いただけない』のかわからなくて、素直に聞き返す。

「どういう意味でしょうか？」

「こういう客商売をやっているならば、一度見た客の判別くらいできなくてどうする」

　人を見下したような目に、身体が縮み上がる。これほどの冷たい眼差しを誰かから向けられたのは初めてだ。

「それを『たぶん』などと軽々しく」

「そ、それは……」

　五十代の男性への受け答えについて指摘されていると理解はしたけれど、視線同様に鋭いことを言われ、全身から血の気が引くのを感じる。手厳しい発言に、言葉が出てこない。

　会社ですれ違いざまに挨拶を交わしても、視線は常に進行方向の立花さん。自分の興味が向かないことには一切関与せず、どこか人を寄せつけないオーラがある。会社でのそんな振る舞いから、立花さんが気難しいタイプだろうとは感じていたものの、それを身をもって実感した気分だった。

　会社の人間だと気づかれてはいけないプレッシャーに加え、間違いを糾きゅう弾だんされたことで、動揺が手に伝わる。どうしようかとあたふたしたところで、作りかけていた立花さんの水割りのグラスを倒してしまった。

「お客様、大変失礼いたしました！　お召し物は濡ぬれませんでしたか？」

　すぐさま駆けつけてきたウエイターが、茫ぼう然ぜんとしてしまった私に代わって、機敏な動作でテーブルを拭ふく。

「あら、こちらのお客様は、うちは初めてでいらっしゃいますよね」

　そして、そのウエイターの後ろからは、霧子さんまでもが助けに来てくれた。さっきの指名客のほうを見てみると、入ったばかりの女の子がお酒を作っていた。霧子さんは咄とっ嗟さにヘルプをお願いして、私の元へ来てくれたようだ。

　立花さんの隣に素早く腰を下ろした彼女が、別のグラスで手早く水割りを作り直すと、立花さんはそれを表情も変えずに受け取った。

　なんだか怖い。ものすごく怖い。

　霧子さんに寄り添われれば、たいていの男の人はデレッと鼻の下を伸ばすのに、立花さんときたら、彼女の色香には一切惑わされないようだった。

　定年間近の部長を差し置いて人事部を牛耳り、三十二歳にして、次期人事部長だと目されている立花さん。『人事異動に情けは禁物だ』と常日頃から言っていると耳にしたこともある。つまり、人が自分にどう接してこようが、気持ちにブレは生じない。霧子さんに対する態度は、まさにその表れだろう。

「おい」

　お、おい!?　え？　わ、私？

　存在を消そうと身を潜めていたつもりだったのに、立花さんが霧子さんではなく私を呼ぶ。

「は、はいっ」

　思わず伸びる背筋。それはまるで、背中に定規でも当てられたようだった。

「こっちのグラスが空だ」

　相変わらず冷たい視線で、彼は前に座る五十代の男性の手元を指し示す。そこには指摘通り、空になったグラスがあった。

「す、すみません。すぐにお作りします」

　弾かれたように慌てて手を伸ばす。

「お客様、そんなに目くじらを立てたら血管が切れちゃいますわよ？　私がとびきりおいしいのを作りますから、ちょっとお待ちくださいね」

　場を和ませようと霧子さんが話してくれたものの、立花さんはそれを「いや、いい」と断り、私にグイッとグラスを突き出した。なんて意地悪な顔だろう。

　もしかして、わざと……？　私が佐さ伯えき杏奈だとわかって、わざとそういうことを？

　そんな疑念がふと湧いてくる。

　でも、いくら頭が切れることで有名な立花さんだからといって、社内でほとんど接点のない私の変貌ぶりに気づくとは思えない。挨拶をしたことだって、入社してから今までで片手で数えられるほどだ。やっぱり勘づいているわけがない、という結論に至ってしまう。

　そうなると、立花さんという人は相当性格が悪いのかも。彼の中では初対面の上、自分より明らかに弱い立場の私に向かって、きついことが平然と言えるのだから。

　とはいえ、人の未来を変える決定権を持つともいえる人事部の職務。それをまっとうするのだから、優しくてはやっていけないとも考えられる。むしろ性格が悪いくらいじゃないと、無慈悲な人事異動の通達はできない。

　そんなことを考えながら、また怒られてはかなわない、と急いで水割りを作った。

　それからしばらくして始まったショータイムでも、立花さんは眉ひとつ動かさない表情のまま。たぶん引きつっているに違いない私の笑顔を向けてみても、彼の頬が一ミリだって緩むことはなく、ビクビクしながら足を高く振り上げて踊る私を、ソファへと優雅にもたれたまま、渋い表情でじっと観察し続けたのだった。




「ちょっと嫌なお客だったわね」

　営業が終わったあとの控室で、霧子さんがウサ耳を外しながら眉根を寄せた。

「そうですね……」

　恐ろしいほどの緊張から解き放たれて、「ふぅ」と大きく息を吐く。おかげでぐったりだ。

「私が作ったお酒はひと口も飲まなかったし」

　ちょっとした騒動から一時間ほどして帰った立花さんたち。それまでの間、他のテーブルから私に指名がかかるわけでもなく、席を外すわけにもいかなくて、どことなくピリッとしたムードの時間が過ぎた。霧子さんはまた別のテーブルから指名がかかり、私ひとりであたふた。他の客に比べて短い滞店時間だったことだけが救いだ。

「霧子さんがヘルプに来てくれて助かりました」

　最初からずっと私ひとりだったらと思うと、想像しただけでゾッとする。霧子さんがいなかったら、もっと最悪の事態になっていたはず。同じ会社の人が来店しただけでいっぱいいっぱいだというのに、その相手は立花さんで、しかも彼が意地悪だと判明してしまったのだから。気づかれなかっただけでもよかったと思うしか、この恐怖を止める手立てを見つけられない。

「もう来ないといいな」

　思わず呟つぶやいたひとことに、霧子さんが微笑む。

「そういうお客こそ、また来たりするのよね」

　疲れがドッと増すセリフに肩を落とすと、霧子さんは励ますように私の背中を優しく叩たたいた。

　どうか、もう来ませんように。そう願うばかりだった。










言い渡された判決




　東京の本社ビルの十階。そこにある情報統括室に所属する私の仕事は、顧客情報の管理や集計で、日がな一日パソコンとの睨にらめっこ。年齢別の海外への旅行先なんかを集計しているうちに、夜のバイトがたたって頭がぼんやりしてくることも多々ある。特に入力業務という単純な作業をしているときは、頭の半分が眠っているといってもいいかもしれない。二十階建てビルの十階の窓から空をぼんやり見て、たまに目を休めながら仕事をこなしている毎日だった。

　入社当時に希望した部署は、旅行のプランニングが主な職務である企画部だった。私が旅行会社を就職先に選んだのも、自分で立てたプランを旅行のパンフレットに載せてみたいという安易な思いから。

　ところが、新入社員研修を終えて告げられた配属先は、地道な集計業務ばかりを行う情報統括室。私が抱いていた旅行会社の華やかなイメージは、いったいどこに。

　毎年出している企画部への異動願いは、会社の私に対する期待値が低いのか、今のところ通る見込みはない。思い描いていた職務に就けていないという小さな不満が、仕事へのやる気低下にも繋つながっている、と勝手に自己分析している。

　今日も眠気と格闘をしながら午前中の仕事を終えて、同期入社の沙さ月つきとのランチから帰ってきたときのことだった。デスクに貼られた一枚のメモに目が留まる。

　綺麗な字だった。一糸乱れぬお手本のような美しい手書きのメッセージにドキッとする。そこには【食事から帰ったら即、十五階の第二ミーティングルームへ来るように】とあった。

　誰からだろう……？

　書き忘れたのか、メモには差出人の名前がなかったのだ。

　それにしても、なんて美しい字。たかだか字なのに、ほれぼれしてしまう。

　その字のあまりの愛いとおしさに、思わず指先でそっとなぞる。そういうことをしてしまうほどの字を見たのは初めてだった。

　うっとりするくらいの字なんて、そうそう出会えるものじゃない。字はその人の性格を表すといわれるくらいだから、きっとこれを書いたのは、素敵な人に違いない。

「あ、そのメモ、ちょっと前に立花さんが貼っていきましたよ」

「た、立花さん!?」

　そこに立花さんがいるわけでも、ましてやそのメモが彼本人というわけでもないのに、思わずデスクから飛び退のく。

　この美文字の持ち主が、あの立花さん!?

　突っ立ったままでいる私に気づいた、二歳後輩の入いり江えくんのひとことに、心臓が口から飛び出るんじゃないかと思うほど驚いてしまった。

「立花さんが杏奈さんに用事って、いったいなんですか？　杏奈さん、何かしでかしました？」

　絶句している私を、入江くんが心配そうに見上げる。

「ま、まさか。な、なんだろうね、本当」

　慌てて手をヒラリと振ってみるけれど、動揺は隠しきれない。下ろそうとしたその手をデスクの角にぶつけてしまい、ひとりで身み悶もだえる。地味に痛い。

「大丈夫ですか？」

「う、うん……」

　立花さんから呼び出されるなんて、勤続五年だけど、今の今まで一度だってなかった。心当たりがあるとすれば、昨夜のプリマベーラでのバニーちゃんの件だ。つまり、嫌な予感しかしない。

　心理的な圧迫感をじわじわと押しつけられて、息苦しくなっていく。

「……ちょっと行ってくるね」

　とりあえず、呼び出されたからには行くしかない。




　重い足をなんとか前に出して、十五階の第二ミーティングルームに着いた。

　もう中にいるかな……。

　ノックもせずにドアをそーっと開けて覗のぞき見ると、ほんの数ミリの隙間で、立花さんとバッチリ目が合ってしまった。

　思わず勢いでドアをパタンと閉めると、中から「何をしている」と地を這はうようなおぞましい声が聞こえてきた。その声に、昨夜と同様に縮み上がる。

　かといって、ここから逃げ出すわけにもいかない。再びドアを開け、「失礼します」とこわごわ中へ入った。

　立花さんは私をじっと見据えて、無言のまま、目の前の椅子を顎で軽く示した。『そこへ座れ』ということなんだろう。その仕草も目つきも、驚くほど冷たい。ここは南極か北極なんじゃないかと思うくらいだった。彼を前にして震え上がっている私の反応は、決して大げさじゃないはず。

　六人がけのテーブルひとつと、角に配置されたサイドテーブルでほぼいっぱいの、このミーティングルーム。示された椅子を引いて、静かに腰を下ろした。向かいに座る立花さんとの距離は、およそ一メートル。もっと大きなテーブルだったらよかったのに、と感じるほど彼との近さが気になった。

「呼び出された理由は、わかってると思うが」

　その言葉に、早鐘を打っていた心臓に激震が走る。

　やっぱりバレてたの!?

　大きく吸い込んだ息で、むせそうになった。

　でも『ちょっと待て』と自分を宥めすかせ、恐怖と焦りから頷うなずきそうになった頭を引き止める。まだバニーちゃんのことだと決まったわけじゃない。別件で呼び出された可能性だって否定できないのだから。

　もしかしたら、私の気づいていないところで仕事上のミスを犯したのかもしれない。それはそれで嫌な呼び出しだけれど、今の私にはそっちのほうがずっと気が楽だ。

　それに立花さんが、私が昨夜の〝杏奈〟だと一〇〇パーセントの確証を掴んでいるとも思えない。今、立花さんの目の前にいる佐伯杏奈と、プリマベーラでの杏奈は、まったくの別人に見えているはずだから。それは、あの霧子さんも『同一人物には思えないわね』と唸うなるくらい。だから、安易に認める必要はないのだ。

「いえ、わかりません」

　努めて平静を装って答える。すると、立花さんは整えられた右眉だけ器用に吊つり上げ、ひれ伏してしまいそうなくらい恐ろしい光を宿した漆黒の瞳を細めた。

　そのまま何秒間か、重い沈黙が流れる。

　そんな中、立花さんが椅子を引いて、おもむろに立ち上がった。

　いったい何をするんだろうかと見ていると、座っている私のそばに跪ひざまずいた。王子様がお姫様に求愛でもするような体勢に、相手が立花さんとはいえドキッとしてしまう。

「失礼」

　そう断るなり、彼は私のスカートをまくり上げて膝ひざを露あらわにした。

「きゃっ！　な、何するんですか！」

　慌ててスカートを手で押さえる。

「プリマベーラの杏奈」

　聞き捨てならないひとことに、絶句してしまう。今、ほんの一瞬だけ心臓が止まった気がする。

「その証拠だ」

「え……？」

　立花さんが私の右膝の内側辺りを指差した。

　私はさらなる言葉にパニック寸前。

「えっ、だって……」

　そこには、生まれ持った三センチ四方の大きなハート型のアザがあった。

「網タイツを穿いていたんですから、見えるわけ――」

　そこまで言って、咄嗟に口を押さえた。『しまった』と思っても、あとの祭り。

　立花さんの顔に嫌な笑みが浮かぶ。

「残念ながら、網タイツでは不充分だったようだな」

「なっ……」

　まくり上げたときとは対照的に、優しい手つきでスカートを直すと、立花さんは再び私の前の椅子へ腰を下ろした。テーブルの上で両手を組んで、私をまっすぐ見据える。確かな証拠を掴んだ自信が、その目から見て取れた。

「副業が禁止されていることくらい、わかっているだろう」

「……はい」

　これ以上、しらは切り通せない。素直に認めるしかなくて、背中を小さく丸める。

　具合が悪いだとか適当な理由をつけて、ショータイムに出なければよかった。足をブンブン振りまわしていたから、アザを見つけられてしまったのだ。おとなしく座ったままでいれば、これを発見されることはなかっただろうに。

　懺ざん悔げの欠片かけらどころか、込み上げてくるのは後悔ばかり。

「服務規律違反だ」

「……すみません」

「懲戒解雇」

　ボリュームの上がった立花さんの声が、耳の奥に反響する。それが冗談ではないことは、感情の感じられない、まるで血さえ通っていないような彼の目から窺うかがえた。

　どうしよう！　両親にはなんて説明したらいいの!?　大手の旅行会社に就職できたことを喜んでくれていたのに、クビになっただなんて！

　予想していたこととはいえ、決定的な罰を下されて動揺しないではいられない。

「……と言いたいところだが」

　立花さんがもったいぶって言葉を止めた。

「執行猶予をつけてやる」

「……執行猶予？」

　急に罰則が軽くなったように感じられる言葉を聞いて、目を瞬しばたたかせる。

「すぐにでも店を辞めるというのなら、副業はなかったことにしてやろう」

　ものすごく上から目線に聞こえるけれど、それも当然だ。私は一介の事務員。しかも、今回の件は全面的に私が悪いときているのだから。

　でも、どうして執行猶予なんてつけてくれるんだろう。冷徹非道と有名な立花さんなら、即解雇と言ってもおかしくはないはず。

　心に疑念が湧き上がる。

「何か他に条件があるんですか？」

　例えば、その代わりに性的関係を強要するとか……。私では力不足だと言われそうな点には、この際、目を瞑つむるとして。

　ところが私の推理に、立花さんが『はぁ？』というような表情を浮かべる。どうも違うらしい。

　それじゃ、きっとこれだ。

「立花さんは、ああいうお店が好きなんですか？」

　意を決して、おそるおそる聞いてみる。

　条件は、キャバクラ好きだとバラさないことなのかも。キャラに似合わないからこそ、隠しておきたいという思惑がありそうだ。きっとそうに違いない。

「行きたくて行ったわけではない。鳥とり塚つか専務に連れていかれただけだ」

　ひとりで確信していると、立花さんから、わけのわからないことを告げられた。

「……鳥塚、専務？」

　首を四十五度、捻ひねってみる。

「まさかとは思うが……」

　立花さんが私の顔をしげしげと観察する。いったいなんだというのか。

　細められた目から逃れるべく上半身を後退させたものの、それは椅子の背もたれにたやすく阻まれた。

「鳥塚専務の顔がわからないのか？」

　ギクリとする。

　昨夜、一緒に来た五十代の男性客……あれが鳥塚専務だったってこと!?

　予想外の正体に口をあんぐり。そのマヌケな口をなんとか動かそうと試みる。

「ま、まさか。知ってま――」

「社員失格だな。会社の上役の顔も知らないとは」

　立花さんの目が『信じられない』と語っていた。愚おろかな社員がいることに、嫌悪感すら覚えているようだった。

「そ、それは……」

　うそぶく試みは断念せざるを得なかった。ここでの反論はお門違い。本当に専務の顔がわからなかったのだから。

　私に都合の悪い話のオンパレードに、今すぐこの場から消えてしまいたいくらい。

「とにかく、妙なバイトは即刻辞めることだ。話は以上」

　話を切り上げると、立花さんは早々にミーティングルームを出ていったのだった。




〝執行猶予〟を言い渡されたその日の午後は、ずっと気もそぞろだった。半分以上うわの空で仕事を片づけてから、ひとり暮らしをしている沙月の部屋に押しかけた。

　同期の沙月とは、入社以来の仲よしだ。沙月は営業事務でいろいろな人たちとやり取りをしていることも関係するのか、支社や代理店の情報にも詳しい。私はこうしてたまに彼女の部屋を訪れては、ふたりだけの女子会を開いていた。

　沙月の肩まであるボブの髪は、出会ったときからずっと変わらないスタイルで、よく似合っている。一ひと重え瞼とは思えないほど大きな目も彼女のチャームポイントだ。

「それで、お店は辞めるんでしょ？」

　ふたりで作ったペスカトーレをフォークにクルクルと巻きながら、沙月が当然のことのように尋ねてきた。

　立花さんに知られるまでは、私が夜の仕事もしていることを社内で唯一知っていたのが沙月だった。

　でも、そう聞かれても、あっさり『うん』とは頷けず、皿の上のペスカトーレをフォークで弄もてあそぶ。

「辞めないの？」

　返事をしないでいる私を沙月がせっつく。

「仕事をふたつもかけ持ちなんてしてるから、本職のほうに身が入らないんじゃないの？　まぁ、杏奈はバイトを始める前からそんなところがあったけどね」

　その意見はあまりにもひどい。辛口すぎる。なんでも包み隠さずはっきり言うところが、沙月のいいところではあるけれど……。

　彼女の私に対する仕事上の評価を聞いて、ズーンと気分が落ち込む。

「バイトを辞めたら時間を持て余しちゃうもん」

「持て余しちゃうって……」

　半分呆あきれ顔で沙月が私を見つめた。

　大学時代から六年間付き合った彼氏に、『他に好きな女の子ができた』と告げられて別れてからというもの、ひとりの時間の使い方がわからない私。平日も休日も関係なく彼とべったり過ごしていたせいで、いざひとりになると、することがなくて困ってしまったのだ。

　それならば、何か習い事でもしよう。そう思ってフィットネスや英会話の体験レッスンに飛び込んでみたものの、そのどれもがピンとこなくて、結局アパートの部屋にこもって、テレビを観てボーッとするばかり。かといって、ひとりになりたくないという理由だけで、毎晩友達と遊び歩くわけにもいかない。

　そこで思い立ったのが、ちょっとしたバイトだったのだ。それなら時間の使い方に困ることもない上に、お金までもらえる。なんて素晴らしき一石二鳥。

　そこまで考えると、どうせなら高額時給がいいなんて欲も出てきてしまった。高額時給といえば夜の仕事だ。深く考えもせずに、とんとん拍子でキャバ嬢という選択にたどり着いたのだった。

「映画を観たり、本を読んだり、たまにはエステにだって行ってみたり。ひとりだっていくらでもやることはあるでしょ？」

「頭ではわかってるんだけどね……」

　ひとりの時間をいざ迎えると、何をしたらいいのか決められなくて、結局は何もせずに終わってしまう。主体性がないと言われたら、返す言葉を見つけられない。

「それなら、杏奈は新しい彼氏を作りなさい」

「え!?」

　ずいぶんと話が飛びすぎてない？

　確かに、時間を持て余すのはひとり身ゆえの事態に違いないとはいえ、そもそも彼氏なんて作ろうと思って作れるものではない。相手あってのものなのだから。

「彼氏がいれば、時間の使い方に困らないんでしょ？　もう杏奈にはそれしかないわ」

　唇を窄すぼめながら小刻みに頷く沙月。

「実際はどうでもいいと思ってるでしょ」

「うん。だって、二十七歳にもなってひとりで時間を過ごせないって、小学生以下のこと言ってるんだもん」

　至極当然の沙月の言葉に、グッと言葉を詰まらせる。

　小学生以下か……。耳が痛い。でも沙月の言う通り。ひとりでいられないなんて、母親と離れられない子供と一緒だ。

「クビになりたくないでしょ？」

「……うん」

　職を失いたくはない。このご時世だと、正社員で雇ってもらえるところがすぐには見つからない可能性もある。希望通りの部署に配属されていなくとも、憧あこがれて入った旅行会社を追われる身にはなりたくない。

「それなら答えは決まってるじゃないの。しかもあの立花さんに見つかったんなら、逃がしてはくれないと思うよ」

「やっぱりそうだよね……」

　懲戒解雇を言い渡してきたときの彼の様子を思い出して、身震いしてしまった。

「〝風紀委員長〟だよ？」

「何その呼び名」

　思わず吹き出す。

　なんだか学校みたい。中学の同級生だった、真ま面じ目めひと筋のメガネ女子を思い出す。

「やだ、杏奈は知らなかったの？」

　笑い事じゃないらしい。沙月は眉間に皺しわを寄せてみせた。

　立花さんが何事にも厳しいことは知っている。だけど、風紀委員長だなんて。

「そんなふうに呼ばれてるとはね」

　初耳だ。素直に頷く。

　さすがは事情通の沙月なだけある。

「曲がったことが大嫌い。いつも公正公平に努める、社内風紀の潔癖症とでもいうのかな。だからいつだって社内に目を光らせていて、それがみんなを怖がらせてるわけ」

　それはよくわかる。あの目に睨まれたら、身動きひとつ取れないばかりか、呼吸すらまともにできない。蛇へびに睨まれた蛙かえるどころじゃなくなるのだ。

「覚えてない？　一年くらい前に、勤務時間を偽った営業部の社員がその分の給料の返還を求められた上、会社への奉仕作業として、本社ビルのすべてのトイレ掃除をさせられた件」

「そういえば、そんなこともあったよね」

　朝から外まわりだと届け出ておいて、実は休んでいたという勤務時間の申告に関する不正だ。営業担当という職務を逆手に取ったものだった。たまたま有給休暇を取っていた別の社員が、彼が映画館へ入るのを目撃して発覚。追及した結果、それが一日や二日じゃなかったというから驚きだ。

　二十階建ての本社ビルには、いったいいくつトイレがあるんだろう。その彼は結局、依願退職ということになってしまった。

　今のままだと、私も同じ道をたどることになるのは、目に見えている。夜の仕事は辞めるしかないか……。

　小さなため息を漏らした。

　あ、そうだ。

　沙月に聞こうと考えていたことを、ふと思い出した。

「ね、沙月は鳥塚専務の顔ってわかる？」

「もちろんわかるよ。どうして？」

　口のまわりについたパスタソースを拭ぬぐいながら、彼女が首を傾かしげた。

「私、わからなかったの」

「……本気で言ってる？」

「恥ずかしながら……」

『嘘でしょ？』という顔をする沙月。

「杏奈は会社のことに興味がなさすぎなの」

　そう言われると思った。確かに社内の役員の顔は、ほとんどぼんやりとしか知らないし、存在しているらしい派閥もさっぱり。誰と誰が付き合っているという色恋情報も耳を素通りしてしまう。

　決して興味がないわけではないのだけれど、この情報収集力のなさが、企画部への異動をダメにしているのかもしれないと、今ふと思った。旅行のプランニングには、顧客のニーズを汲くみ取る能力が必須だ。

「それで、その鳥塚専務がどうかしたの？」

「うちのお店に何度か来てたのに、それが鳥塚専務だって気づかなかったの」

「お店って、バニーちゃんのお店？」

　それ以上大きくしたら目玉が落ちちゃう、と思うほどに目を見開いた沙月に頷く。

「立花さんと鳥塚専務が一緒だった」

「それじゃ、鳥塚専務にも夜の仕事を知られちゃった!?」

「ううん。それはないと思う」

　専務は何度か来ていたけれど、私に気づいた素振りはまったくなかった。それ以前に、専務が私の顔を知っているとも思えない。

　立花さんだって、専務にわざわざ言わないような気がする。告げ口をするくらいなら、私に執行猶予をつけるとは考えられない。もしすでに専務の耳に入っていたら、人事課長という立場上、即解雇を言い渡すだろうから。少なくとも、現段階で鳥塚専務は気づいていないはず。

「本当に気づかれてない？」

　沙月の険しい顔つきに、呑のん気きに構えていた気持ちがぐらつく。

「どうして？」

　そこまで疑う余地はないと思うその裏で、不安がひょっこり顔をもたげた。

　立花さんだけじゃなく、鳥塚専務にまでバレていたら、それこそ今すぐにでも会社を追われてしまう。

「だって鳥塚専務って、一度見た人の顔は忘れないって噂うわさだよ」

「だからって、私の顔まで覚えてるとは……」

　本社だけで二千人の社員がいるのに。専務は社内で私の顔を見たことすらないかもしれない。

「やだ、忘れたの？　入社試験の三次面接の担当は鳥塚専務だったじゃない」

「……そうだった？」

　そんなことさえ覚えていない。いつものこととはいえ、私の鈍感っぷりにはさすがに自分でも呆れた。

　だけど、そこまで聞いても、バレていないという自信をまだ持っている。

「ちょっとこれ見て」

　バッグからスマホを取り出し、バニーちゃん姿で撮影した写真を、沙月に見せる。

「……これ、杏奈？」

　頷くと、彼女は「えーっ、嘘でしょ!?　全然別人！」と、狙い通りの素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

「でしょ？　だから鳥塚専務が私の顔を覚えていたとしても、バニーちゃんの私イコール佐伯杏奈だとは、わからないと思う」

「確かにそうだね。これなら気づきようもない」

　物的証拠で、沙月も納得してくれたようだった。それは私にさらなる自信をつけさせた。社内で一番私に身近な彼女が、太鼓判を押してくれたのだから。

「でも、立花さんはよく杏奈だとわかったよね。私がバニーちゃんのお店に行っても絶対に気づかない自信があるのに」

　スマホの写真と実物の私を何度も見比べて、沙月が首を捻った。

　たぶん、立花さんも最初は気づいていなかったと思う。何かの拍子にわずかな尻尾を掴んで、それを決定的にしたのが、膝の内側にあるアザだったのだろう。第二ミーティングルームで私のスカートをまくり上げるまでは、確証を掴めていなかったに違いない。

　鋭い目つきで尋問されたときのことを思い出して、再び背筋が震えるのだった。










嫌な客、再降臨!?




　今日こそは辞めると言おう。そう心に誓って店に出勤すること、今夜で五回目。

　ところが店長のにこやかなお出迎えに、どうしても『辞めます』というひとことが出てこず、自分の決意の弱さに翻ほん弄ろうされるというなんとも情けない事態に陥っていた。

　不本意ながら、今夜もまたバニーちゃんに変身して煌びやかなフロアへと出る。

「霧子さんは、あちらへお願いします」

　連日同様、霧子さんはご指名のテーブルへ。さて、私はどうしよう。

　ウエイターの顔を見ると、いつになく笑みを浮かべている。なんだろうと思いつつ、その表情を見つめた。

「初のご指名だよ、杏奈ちゃん」

　思いがけない言葉に、一瞬頭が真っ白になる。

「……本当ですか？」

　ウエイターが大きく頷いた。

　この私に指名!?

　そんな日がくるなんて、思いも寄らないことだった。驚きと喜びがない交ぜになって、思わずその場でピョンピョン飛び跳ねる。これぞまさしく〝バニーちゃん〟だ。

　指示されたテーブルへ視線を送ると、そこにいたのは三十代後半とおぼしき、ちょっと小太りのサラリーマン風の男性だった。

　あの人は確か……。

　自信のない記憶をたどってみる。たまに来店するものの、テーブルに女の子を誰ひとり着けず、ただひたすらお酒を飲んでいる変わった客だと思い出した。視線を感じて顔を向けると、サッと目を背けられたことが何度かある。

「いらっしゃいませ、杏奈です」

　挨拶をしてから腰を下ろすと、男性は「ど、どうも」と口ごもって答えた。

　決して暑くはないフロア内。それでも、額に浮き出た汗を必死にハンカチで拭っている。緊張しているらしい。

　でも、それは私も同じだ。何せ初の指名なのだから。

「ご指名をいただいたのは初めてなので、とっても嬉うれしいです」

　初めて同士の空気を和らげるべく、笑顔いっぱいで感謝の気持ちを伝えた。

「そ、そうなんですか。それは僕も、う、嬉しいです」

　つっかえながら、男性も満面の笑みを浮かべて答えてくれた。

「お飲み物は何がよろしいですか？」

「それじゃ、シャンパンでも……」

「シャンパンですね、かしこまりま――」

　ウエイターを呼ぼうと視線を店内に泳がせたところで、嫌なものを見つけてしまい、言葉に詰まる。

　た、立花さん!?

　少し離れたテーブル席から、ジトッと湿気を含んだ視線を送ってくる客。それが立花さんだったものだから、思わず立ち上がってしまう。

　嘘！　どうして!?

　今夜は鳥塚専務は一緒じゃない。彼ひとりだった。

　ドクドクドクと嫌な音で高鳴る鼓動。それは全身の血液が心臓へ大集合したような感覚だった。

　何をどうしたらいいのかわからない。とにかく姿を隠そうと、テーブルにあったアイスペールを持ち上げて顔の前にかざす。そうしたところで、私の身体が隠れるわけでもないのに。

『頭隠して尻隠さず』どころじゃない。ウサ耳も尻尾も、黒の網タイツを穿いた恐怖に震えている足も、全部丸見えなのだから。

　その状態のままストンと腰を下ろすと、「ど、どうかしたんですか？」と男性が心配そうに尋ねてきた。

「あ、いえっ……」

　何事もなかったかのように、アイスペールをテーブルに戻す。通りかかったウエイターにシャンパンの注文を済ませ、一回だけ大きく息を吸った。

「ほ、本当に大丈夫……ですか？」

「はい……」

　そう答えたものの、金縛りにでも遭ったみたいに身体が硬直する。

　もしかしたら私の見間違いや、人違いということもあるかも。恐ろしい記憶が見せる幻影とか。

　気持ちを落ち着けるために、別の観点で考えてみる。

　よし、もう一度。

　意を決してそのテーブルへそっと振り返ってみたものの、どこからどう見ても、そこで気難しい顔をしているのは立花さんに他ならなかった。バッチリと合った彼の目の吸引力は強烈で、このまま吸い込まれてしまうんじゃないかとさえ思うほどだった。それは有名な某掃除機にも劣らないだろう。

　きっと私が辞めたかどうか偵察に来たのだ。それ以外に考えられない。

　それとも、前回来たときにお気に入りの女の子を見つけた？

　違う角度から来店の理由を検証してみたものの、それならひとりでテーブルにいるはずがない、という結論しか導き出せなかった。

　痛いくらいの視線をなんとか振りきり、男性へと向き直る。

「……杏奈さん？」

「す、すみません」

　気を紛らわせようと、何か話題を探す。

　そうだ！

「あの、お名前は？」

「あっ、そ、そうですよね。ぼ、僕としたことが、し、失礼しました」

　別に悪いことなんて何ひとつしていないのに、私の質問に男性は恐縮しながら、慌てて名刺入れを胸ポケットから取り出した。

「ぼ、僕はこういう者です」

　手渡された名刺には、私でも知っているＩＴ企業の社名と、システムエンジニアという肩書が書かれていた。

「岩いわ瀬せ隆りゅう一いちさん」

　名前を読み上げてみる。

「は、はい。そうです」

　恥ずかしそうに向けられたのは、人のよさそうな笑顔だった。初対面だけれど、岩瀬さんが目元に浮かべた笑みには好感が持てた。

「有名な会社のシステムエンジニアだなんて、すごいですね」

「い、いえ。全然そんなことはないです、はい……」

　私の素直な感想に、彼は滅相もないとばかりに右手を大きく振り、「下へ手たの横好きといいますか……」と頭を掻かいた。

「ハッキングなんかもできちゃったりして」

「は、はい!?」

　何気なく言った私のひとことに、岩瀬さんがなぜか動揺する。激しい瞬まばたきを繰り返して、額にはさらに汗が滲にじんできた。

　もしかして、図星だったの？

「岩瀬さん、ハッカーなんですか？」

　耳元で声を潜めて聞くと、彼はビクッと肩を揺らして耳を覆った。私が近づきすぎて、くすぐったかったようだ。

「ごめんなさい」

　体勢を戻しながら謝った。

「……杏奈さんだから白状しますけど……実は、そ、そうなんです……」

　滲んだ汗をハンカチで拭きながら、岩瀬さんが俯うつむく。しかし次の瞬間にはパッと顔を上げた。

「あ。で、でも、悪いことに使うなんてことは全然なくて」

「そうなんですか？」

　ハッカーと聞くと、企業の内部データを盗み出したり、破壊したりする事件を思い浮かべてしまう。

　ハッキングを悪いこと以外に使うって、いったいどういうことなんだろう。

「え、えっとですね……強固なシステムにハッキングして、その脆ぜい弱じゃく性せいを指摘してあげるといいますか……。も、もちろん、データを盗むようなことはしないです」

「それじゃ、人助けなんですね」

　対価を受け取らずに、そのシステムの悪いところを見つけて指摘してあげるなんて。

「い、いえっ。そ、そんな大それたことなんかじゃ……。好きでやっていることなので、はい……」

　彼は恥ずかしそうに再び頭を掻いた。

　あ、そうだ。岩瀬さんの話に引き込まれてしまって、すっかり忘れていた。

　胸元に忍ばせていた、プリマベーラ仕様の名刺を差し出す。

「はっ、あったかい」

「ごめんなさい。他に入れておくところがなくて……」

　岩瀬さんはそれを照れながら受け取ると、大事そうにしまってくれた。

　そんなやり取りをしながらも、気になるのはまったく別のほうだった。

　立花さんをチラリと盗み見ると、さっきと変わらない体勢で私を見据えていた。ただひとりでピクリとも動かずに座り、視線を私へと突き刺している。

『どういうつもりだ』

　その目がそう言っているのは明らかだった。










最低の嘘をついた夜




「ずいぶんと浮かない顔ね。どうかしたの？」

　店が終わってバニーちゃんから着替えていると、すでに帰り支度を終えた霧子さんが鏡越しに心配そうな笑顔を向けてきた。

「そういえば、この前のちょっと嫌なお客、また来てたわよね。もしかしてそれ絡み？」

　さすがは霧子さんだ。鋭い。

「実はあのお客さん、私が勤めてる会社の人なんです。しかも、人事部……」

「えーっ!?」

　いつも冷静な霧子さんにしては珍しく、控室に響き渡るほどの声を上げた。しかしそれを気に留める様子もなく、「どういうことなの？」と椅子を私のほうへと動かして詰め寄る。

　立花さんとの経緯を大雑把に話して聞かせると、彼女は何度も大きく頷いた。

「なるほどね。それであの視線」

　霧子さんも、立花さんの鋭い視線には勘づいていたらしい。今の話で店内での態度に納得がいったようだった。

　立花さんはあのあともずっと体勢を崩さず、何を言ってくるわけでもなく、ただ無言の圧力を私に送り続けながら閉店までいた。今思い出しただけでも怖い。

「もしかしたら、店長が言ってた人って……」

　何かを考えていた霧子さんが、ひとりごとのように呟く。

「店長がどうかしたんですか？」

　彼女はハッとしたように私を見ると、「実はね」と話し始める。

「杏奈のことを問い合わせる電話が、何度かお店にかかってきていたらしいの」

「私のことを？」

「そうなの。私も詳しくは聞いてないんだけど。杏奈のファンがかけてきてるのかな、くらいにしか思ってなくて。それが、その立花さんだったのかもしれないわね」

　辞めたかどうか確認するために電話を？　それで、いつまでも辞めないから業を煮やして、今夜ここへ押しかけたということ？

　どうしよう！　本当にクビになっちゃう！

　徹底的に追跡するぞという立花さんの強い意志を感じて、ブルッと震える。

　そこまでされて、呑気に続けているわけにはいかない。つい先延ばしにしていたけれど、いよいよ本当に覚悟を決めないとならないか……。

「それじゃ、辞めちゃうのね……」

　霧子さんが突然寂しそうに私を見つめるから、妙にしんみりしてしまう。自分のことなのにどこか他人事だった今回の件。辞めるのが急に現実味を帯びてきた。

「そうしないといけないみたいです。でも、なかなか言い出せなくて……」

「残念ね……」

　トボトボと控室を出ていく霧子さんに「お疲れさまでした」と声をかけると、彼女は左手だけをヒラリと上げてからドアを閉めた。

　そして、重苦しい気分を引きずりつつ、私も帰ろうと店の裏口のドアを開けたときのことだった。

「……岩瀬、さん？」

　電柱の陰から出てきた人影にびっくりしたけれど、それが岩瀬さんだとわかって、ちょっとホッとする。

「どうかしましたか？」

「あ、あのっ！」

　岩瀬さんが私に近づこうとしたものの、勢い余って何もない地面に蹴け躓つまずく。

「大丈夫ですか？」

「はいっ。だ、だ、だ、大丈夫です」

　そう言いながらも、何度か立ち上がりかけては体勢を崩す。とても大丈夫とは思えなかった。

　膝の汚れをパンパンと払ってようやく立て直すと、両手を胸の前で組んで、なぜだかモジモジとし始める。

　どうしたんだろう。私を待っていたように見えたんだけど……。

　置き去りにして帰るわけにもいかなくて、どうしようかと悩んでしまう。

「あ、杏奈さん！」

　突然、普段より一オクターブ高い声を岩瀬さんが張り上げた。その声に驚いて、一瞬ビクッと肩先が揺れる。

「は、はい……」

　なんだろう……？

「す、す、す、す、好きですっ！」

　彼は目にも留まらぬ速さで、一メートルほど空いていた私との間合いを詰め、素早く私の両手を取る。それを胸の前でギュッと握り、熱すぎる視線で私を見つめた。

「は、初めて杏奈さんを見たときから、その……ず、ずっと心に決めていました！」

　その勢いに私は一歩あとずさり。それでも固く握られた手はほどかれず、どう対処したらいいのか考える余裕も与えてもらえない。

「……あ、あの……」

　どうしよう。困ったな。

　衝動に任せたような告白を受けるのは初めてで、適切な対応がわからない。

　岩瀬さんは岩瀬さんで、全力疾走でもしたあとのように息が乱れている。とにかく落ち着いてもらおう。

「岩瀬さん」

「は、はい！」

「一度、ゆっくり深呼吸してみてください」

　自分でも何を言ってるんだろうとは思うけれど、仕方ない。私もひと呼吸置きたくて深く息を吸う。

「……え？」

　ポカンと口を開けたものの、岩瀬さんは私がやるようにそのまま深く息を吸い込んだ。私の言うことに素直に従ってくれたのだ。

　ふたり揃って、深夜に深呼吸。はたから見れば不思議な光景だろう。ところが、これで少しは冷静になれただろうと思ったのは、束つかの間のことだった。

「そんなことよりも、杏奈さん！」

　岩瀬さんは落ち着くどころか、鼻の穴を大きく膨らませて、さらに一歩私へ近づいた。深呼吸作戦は空振りに終わったのだ。

「お、お、お願いですっ！　ど、どうか、僕とお――!?」

　そこで岩瀬さんが言葉を失なくす。不意に私の後ろから現れた人影が、岩瀬さんに握られていた私の手をむんずと掴んだ。

　私を岩瀬さんから引き離すように伸びてきた手の持ち主。それは思いも寄らない人物だった。

「た、立花さん!?」

「悪いが、このウサギちゃんと先約があるのは俺なんだ」

　先約？　……ウサギちゃんって、もしかしなくても……私？

　立花さんの顔をキョトンと見上げると、彼は冷たい目の色で蔑さげすむように私を眺めた。

　岩瀬さんは、突然登場した立花さんに目を丸くするばかり。けれど、反論する勇気は持っていないようだった。こんなに怖い目で半ば脅おどされれば、岩瀬さんじゃなくても反論なんてできっこない。突き刺さりそうなほどに鋭い目だった。

「行くぞ」

　ボソッと告げ、立花さんが私の手を強く引っ張る。その力に、よろけそうになると、彼のもう一方の手が私の腰に回された。「ひゃあっ！」と思わず変な声が出る。

「しっかりしろ」

　私にだけ聞こえるように言われて、嫌でも背筋が伸びた。幸い、腰に当てられた手はすぐに離れたけれど、手は握られたまま。決して繋ぐというような甘い雰囲気ではないけれど、手と手が触れ合っていれば、どうしたって意識してしまう。最初は冷たく感じた立花さんの手が、触れ合ったせいか私と同体温に変わっていて、それがなぜか歩く速度に合わせてドキドキと胸をはやらせた。

　まったくもって後ろを振り返る余裕はない。けれど、きっと茫然と立ちつくしているであろう岩瀬さんの手前、立花さんはこの手を離せないはず。これは立花さんにしてみれば、岩瀬さんを欺あざむくためのひとつの手段。そう自分に言い聞かせて、余計な方向にブレそうになる気持ちを必死に立て直した。

　それにしても……立花さん、足が速すぎる！　ただでさえストライドが大きいのに。

　立花さんに合わせようと必死な私は、自然と小走りになっていた。それに気づいた彼が足を止めたのは、角を曲がって岩瀬さんから見えなくなっただろうと思われる場所だった。

　妙な感情はないにせよ、こっちが悲しくなるくらいあっさりと手をほどかれる。

「あの……」

「ああいうタイプは、甘く見たら面倒なことになるぞ」

　おそるおそる口を開いた私に、立花さんの憮ぶ然ぜんとした表情が向けられる。

「……はい？」

　岩瀬さんは、そんなに悪い人には思えないんだけど……。

　突然、好きだなんて言われて正直びっくりはしたけれど、立花さんが言うような面倒なタイプには見えない。

　あ……でも、それじゃ、もしかして……。

「助けてくれた……んですか？」

　言葉を選びながら聞いてみる。

　私が危険な目に遭っていると思って、助けに入ってくれたということなのかな。

「勘違いするな」

　勝手に想像する私に、強烈な視線のストレートパンチがお見舞いされた。

「……ですよね」

　風紀委員長にとって、人助けは専門外だ。

　ジロリと見下ろされて身体が縮こまる。

「さっきの男に言った通り、先約があったまでのことだ」

「……先約？」

　約束なんて身に覚えがない。

「即刻辞めろと言ったはずだが？」

　その言葉に、ドキッと鼓動が跳ねる。

　店での『どういうつもりだ』という立花さんからの無言の圧力は、嫌というくらい突き刺さっていた。今思えば、その視線に乗せて『店が終わったら顔を貸せ』とでも言っていたのかもしれない。それが〝先約〟ということなのだろう。

「さすがに今夜、辞めてきたとは思うが」

　有無を言わさぬ空気にタジタジになる。『いいえ』なんて答えたら、どんなおぞましいことになるだろう。想像もつかないほど恐ろしくて、そこで思考がストップする。

　でも今ここで、辞めてきたと嘘をついても、それがあとでバレたら……？

　立花さんは真偽を確かめるために、今夜のようにまた店に確認に来るかもしれない。それはそれで恐ろしい展開だ。

「……まさか、辞めていないとでも？」

　なんて察しのいい人だ。

　いつまでも答えない私に、目尻を険しく吊り上げた立花さんが詰め寄ってくる。

「い、いえ……」

　首を横に振ることしかできない。とはいえ、辞めてはいない。

　すると立花さんはおもむろに胸ポケットを探り、黒い革の手帳とペンを取り出した。

　何をするつもりだろう？

　そんなことを思いながら見ていると、彼はそれらを私へと突き出した。ボケッと眺めるばかりの私の手首を掴み、白紙のページを開いた手帳を強引に持たせ、さらにはペンまで握らせた。

「今から俺が言うことを書け」

「……はい？」

　彼の顔を見上げると、射抜くような鋭い眼光が迎え撃ち。慌てて目を逸らし、視線を彷徨さまよわせていると、頭の上から声が降ってきた。

「誓約書」

「誓約書？」

「いいから書け」

　抑揚のない一本調子の言い方に、拒否することは到底無理だと悟る。

　ペンのキャップを外すと、それが万年筆だということに気づいた。よく見てみれば、重厚感といいデザインといい、ちょっとオシャレな万年筆だ。これであの綺麗な字が書かれるのだ、と全然関係のないことを考える。

「……おい」

「あっ、はい……」

　えっと……〝誓約書〟と。

「私、佐伯杏奈は六月三日をもって」

〝私、佐伯杏奈は……〟と言われるがままに書き連ねる。

「プリマベーラを辞めることをここに誓います」

〝……辞めることをここに誓います〟……って、え!?

　ラストまで書いて、慌てて手を止める。気づくのが遅すぎるのもいいところだ。六月三日といったら、今日だ。

「それでよし」

「あっ……」

　そこで手帳は立花さんに、まんまと取り上げられてしまった。咄嗟に伸ばした手が空を切る。

「ちょっと待ってください！」

「待たない」

「強引すぎます！」

「こうでもしないと、佐伯は約束を守れないみたいだからな」

　当たらずも遠からずで、そんなセリフに絶句してしまう。立花さんのさすがの分析力には太刀打ちできない。

　でも、辞めないとは言っていない。ただもう少し待ってほしいだけだ。

「そこまでする理由はなんだ？」

　彼の眉間にはざっくりと深い皺が刻まれ、厳しく咎とがめるような口調だった。

「はい？」

「違反だとわかって副業をする理由だ」

「それは……」

　必死になって言葉を探す。

　今ここで正当性のある理由を言わなければ、即刻クビは免れないかもしれない。かといって、立花さんを納得させるだけの理由が用意できるはずもなく……。ひとりの時間をうまく過ごせないからだと正直に言ったら、それこそ逆げき鱗りんにでも触れそうだ。いい大人が何を言ってるんだ、と。

　今でも充分怖い立花さんが鬼に変貌する姿を想像して、身の毛がよだった。

　よし！　こうなったら！

「借金が……」

　破れかぶれの嘘だった。

「……借金？」

　立花さんの声のトーンが若干和らいだような気がした。同時に、チクリと私の胸に痛みが走る。

「闇金にでも手を出したのか？」

　それにはさすがに頷けない。

「いえ」

「それじゃ、カードローンか？」

「ち、違います……」

「じゃあ、なんの借金だ」

　ど、どうしよう。なんの借金……？

　自分の口から発しておきながら、その先が続かない。でも立花さんが聞いてくれている手前、今さら『違う』とも言えなくて、自分の蒔まいた種に首を絞められる一歩手前。引くに引けない事態だ。

　そこでふと、あることを思いつく。

「じ、実は……親の残した借金が……」

　それは、その場を逃げきるためだけについた史上最低の嘘だった。

　上目遣いで盗み見た立花さんは、なんとも言えない表情をしていた。彼の瞳にどことなく滲んだ悲しみの色を見て、にわかに罪悪感が訪れる。

　こんな嘘、ダメだ。よくない。両親も亡くなってなんかいない。健在なのだ。

　即座に気持ちが変わる。

「あ、あの、すみません、立花さん――」

「両親とも亡くなってるのか」

「え？」

　嘘だと白状しようと決意した直後、立花さんの質問に遮られる。

　すっかり話を信じてしまっている彼からは、さっきまでの厳しい態度が消えている。

　呆あっ気けなく決意が揺らぐ。そしてついコクンと頷いてしまった。

　バカバカバカ！

　心の中で自分を罵ば倒とうする。けれど、それが自白の勇気に繋がることはなく、黙り込んだまま息を潜めた。

　そんな私の肩に、立花さんの手が不意に乗せられる。何を言われるわけでもないけれど、その手からじんわりと伝わってくる温かさが、罪の意識を増幅させていく。

　やっぱり言おう。嘘だと言って、きちんと謝ろう。

　再び決断した矢先、持っていた万年筆が手からスルンと滑り落ちた。

　あっ！

　コロコロとリズムよく転がる万年筆。それは歩道を飛び出して、車道へと転がっていってしまった。

　追いかけようと足を踏み出したところで、立花さんの手がグッと私を引き戻す。それと同時に、ものすごいスピードで車が通り過ぎていった。

「危ないだろ！」

「でも、立花さんの万年筆が！」

　どこへ行ったんだろう。歩道から目視で探す。

「あった！」

　今度は車が来ないことを慎重に確認しつつ、車道へと出る。

　ところが、拾い上げた万年筆は見るも無残な姿に変わっていた。車に轢ひかれたのだ。

「立花さん、すみません……」

　次から次へと降りかかる災難に、謝罪の言葉も小さくなる。

　私が手に乗せた万年筆を見せると、立花さんは顔を曇らせた。けれどそれは、ほんの一瞬のことだった。

「気にするな」

　彼は万年筆を手に取り、胸ポケットへとしまい込む。そして何事もなかったかのような表情で私を見た。

　嘘はつくし、立花さんの万年筆は壊してしまうし……最低だ、私。

「あらぁ？　海人じゃないのぉ？」

　そのとき、不意にどこからか聞こえてきた女性口調の男性の声に、立花さんが視線を彷徨わせる。その声は、道路を挟んだ向かいの歩道から聞こえたものだった。男の人がひとり、大きく手を振りながらピョンピョン飛び跳ねている。

　立花さんの知り合い……？

　その人は車が来ないことを確認すると、小走りでこちらへやってきた。

「もしかして、お店に来てくれようとしてた？」

「違う。そもそも、もう閉店の時間だろ」

「んもうっ、海人ったら、冷たいんだからぁ。車で二十分の距離なんだから、もっとちょくちょく来たらいいのに」

　オネエ口調で立花さんを小突く。

　ブルーのカッターシャツに黒いスラックス。ショートレイヤーの髪の毛は柔らかそうな栗色。見た目は、服装も髪型も男の人そのものだ。

　でも、この人、もしかして……？　『お店』ということは、そういう趣向の店？

　立花さん、そっち系の趣味があったの……？

　目を瞬かせながらふたりのやり取りを見ていると、不意にその人の視線が私へ向けられた。

　真正面で見つめられて、綺麗な顔立ちに気づかされる。警戒心を抱かせない柔和な目は、美しいアーモンド形。それとは対照的に太く整えられた眉は、意志の強さを窺わせた。そして何よりも、女性顔負けの美肌だ。

「……まさか、海人の彼女？」

　その人は、目を見開いて驚いた様子だった。一歩下がって私をしげしげと観察する。

「あっ、いえ、違います」

　彼女だなんて滅相もない。それこそ立花さんが激怒しそうだ。

「同じ会社の人間だ」

　私の代わりに立花さんが説明をしてくれた。

「佐伯杏奈と申し――」

「名乗る必要はない」

　立花さんがなぜか遮る。ピシャリと私を手で制した。

「あらやだ。いいじゃないのよ、紹介してくれたって」

　その人がおもむろに名刺を差し出した。

「私は、立花良よし樹きっていうの。まぁ、良樹っていうよりは良よし子こってところかしら」

『立花』？

　立花さんの顔を思わず見上げる。すると彼は苦笑いで、髪の毛を掻き毟むしっていた。

「この近くで〝ブルースカイ〟っていうバーをやってるの。今度ぜひ来てちょうだい」

　立花良樹と名乗った男性が、口元に手を当てて「ふふふ」と微笑む。

「……あの……立花さんとは……」

「あぁ。立花さんって、海人のこと？　海人はね、私の――」

「おい、やめろ！」

　立花さんの手が伸び、良樹さんを抱えるようにして口を塞ふさぐ。

「んっ！」

　良樹さんが立花さんの腕の中でもがき始める。それでも、どうにかこうにかその手から逃れた。

「ちょっと、何するのよ！　死ぬかと思ったじゃない！」

　地団駄を踏むと、両手を握りしめて抗議。内股なところが、心は女性だということをアピールしているように見えた。

「余計なことは言わなくていい」

「余計なこと？　んもうっ、いいじゃないのよ、私たちは正真正銘の兄弟なんだから」

　やっぱり。この良樹さんという人は、立花さんの兄弟なのだ。

　立花さんの人を震え上がらせるような眼光の鋭さは、良樹さんにはないけれど、言われてみればどことなく似ている。ついまじまじとふたりを見比べてしまった。

「姉と弟と言ったほうが正しいかしらね」

「誰が姉だ。ったく」

　立花さんが呆れ顔で捨てゼリフを吐く。そして、観念したのか、「兄貴だ」とぶっきらぼうな口調で私に言った。

「だから、兄じゃないでしょう？　姉よ、姉」

　紹介のされ方に不満げな良樹さんが、立花さんの腕に絡みつく。あくまでも女性として扱われることにこだわりがあるらしい。

「どこからどう見ても男だろうが」

「ひどいことばっかり言うんだから。その言葉に私がどれだけ傷つくと思ってるの？」

　ぷうっと頬を膨らませた。

「そんなの知ったことか」

　強い口調ではあるけれど、私には見せたことのないどこか優しい立花さんの眼差しが、良樹さんに注がれる。

　なんだかこのふたりは、とても仲がよさそうだ。

　ケンカにはまったく見えない言い合いがなぜか微笑ましくて、眺めている私の頬が緩んでしまう。それに気づいた立花さんは、良樹さんの身体を突き放すと、バツが悪そうに鼻の頭を掻いたのだった。







第二章










〝交通事故〟の代償




「ねぇ、沙月。万年筆ってどこで買えるか知ってる？」

　沙月にそんな質問をぶつけたのは、翌日のことだった。

　退勤時間を迎えたロッカールームは、女子社員たちの賑やかな声が溢あふれていた。制服勤務ではないので着替える手間はないけれど、予定でもあるのか、念入りにメイク直しをする姿があちこちで見られる。

　沙月はバッグにメイクポーチを詰め込む手を止めて、不思議そうに顔を上げた。

「万年筆？」

「うん」

　昨夜、立花さんの万年筆が〝交通事故〟に遭ったのは、少なからず私のせいだ。それに、あの綺麗な字を生み出したであろう万年筆だからこそ、彼には必要不可欠なもの。だとすれば、やはり弁償すべきだろうという結論に至った。ところが、昼休みに会社近くの文房具店へ行ってみたものの、見つけられなかったのだ。

「デパート……かなぁ。紳士服売場の近くで見たことがあるような」

　そうか。紳士服売場にあるんだ。

　今まで気に留めたこともなかったけど、意外な場所で売られているものだ。

「でも、万年筆なんて、急にどうしたの？」

「あ、うん、ちょっと……」

　適当にごまかそうとしたものの、沙月が私の顔を覗き込んでくる。目を背けたところで、彼女の視線が追いかけてきた。

「誰かにプレゼント？」

「ち、違うよ。……ちょっと使ってみようかなと思っただけ」

　私に万年筆は似合わない。苦しすぎる言い訳に、沙月の目が細められる。

　もう一度顔を逸らすと、ますます怪しいとばかりに彼女が探りを入れてくる。

「時間潰しの相手、見つけたの？」

　コソコソと耳打ちをしてきた。

　……時間潰しの相手？

　なんのことだろうと思ったのは数秒。この前の沙月のアパートでの会話から、それが彼氏を指しているのだということに気づいた。

「……違うってば」

　そんな相手はすぐに見つかるものじゃない。一瞬、立花さんの顔がよぎって、慌てて振り払う。

　立花さんが彼氏だなんて、想像しただけで恐ろしい。常に背筋をピンと伸ばして、緊張感を持っていなければならないような人の彼女は、私では務まらない。

　沙月のひとことに彼の顔が浮かんだのは、きっとあの美しい字のせいだ。私が好きなのは立花さんの書く字であって、立花さん本人ではない。

「本当のことを言ってごらん？」

　沙月が私の両肩を掴み、目を見開いてじっと見つめてくる。本当は私に聞くまでもなく、すべてお見通しなんじゃないかと思える眼差し。私はこれに弱い。数秒間見つめられただけで降参だった。小さく息を吐く。

「実は、立花さんに……」

　ボソボソと口を動かす。ロッカールームに誰もいなくなっていることを確認してから、素直に白状したのだった。




　昨夜の顛てん末まつを沙月に話し終えると、会社にほど近いデパートへと向かった。

『付き合おうか』と興味本位で一緒に来たがった沙月からなんとか逃げきり、めったに足を踏み入れることのない三階の紳士服売場へ。

　沙月の言った通り、万年筆は小物コーナーで見つけることができた。ただし、ガラスケースに入っていて、ご丁寧に鍵までかけられている。

　もしかして、万年筆って高級品？　まさか。たかがペンだ。

　そう思い直して値札を確認すると、もう一度驚かされた。

　こんなにするの!?

　ズラリと並んだ万年筆には、万単位の値札がつけられていたのだ。

　視力には自信がある。ただ、仕事でずっとパソコンのディスプレイを見ていたから、目に疲労が溜まっているのかもしれない。

　何度か瞬きを繰り返してから、今度は顔をグンと近づけてみる。ガラスに鼻先がついてしまうほどの位置で食い入るように値札を眺めた。

「お手に取ってご覧になりますか？」

　そこで、上品な出で立ちをした女性店員に声をかけられた。そそくさと姿勢を正して、「はい。お願いします」と答えてみる。

　するとその店員は、白い手袋をはめてガラスケースの鍵を開け、壊れ物でも扱うような様子で何種類かの万年筆を取り出した。貴金属に触れているみたいだ。

「どの辺りのクラスをお探しですか？」

　やっぱりピンからキリまであるのかな。でも、どの辺りと聞かれたところでまったく見当もつかない。

「えっと……」

　弁償するなら、同じもののほうがいいよね。

　でも、店員が並べてくれたものにザッと目を向けてみたけれど、そこに立花さんが持っていたのと同じものは見当たらなさそうだ。

「ボディが黒くて、この辺りとペン先にゴールドのラインが入った、重厚感のあるものを探しているんですが……」

「……それでしたら」

　私のあやふやすぎる形容に、しばらく考えるような仕草を見せてから、店員はカチャカチャと音を鳴らして別のガラスケースの鍵を開け、箱に入ったものを取り出してくれた。

「こちらではないでしょうか？　万年筆の中でも他とは一線を画する商品でございます。憧れの一本として選ばれ続ける代表モデルですよ」

　確か、これだったはず。いくらだろう。

　店員のうんちくも含めた商品説明を聞き流しながら、気になるのはそこだった。デザインを確かめる素振りで値札を裏返す。

　えっ!?　きゅ、きゅ、きゅ……九万円!?

　思わず卒倒しそうになった。

　傷つけたりしたら大変だ。あまりの高級さに、慎重に箱へと戻す。

「こちらではございませんでしたか？」

「……あの……もう少しお手頃というか、優しい価格というか……」

　庶民丸出しで恥ずかしい。小さくボソボソと告げると、店員は一瞬だけ目を見開いたものの、すぐ笑顔に戻った。

「それでしたら、こちらはいかがでしょうか。価格的に抑えた商品ながらも、機能は先ほどのものに引けを取りません。万年筆の定番とでもいいましょうか」

「……これはおいくらですか？」

「こちらは、二万四千円でございます」

　さっきの万年筆で免疫が少しついたらしい。二万四千円でも充分高いはずなのに、安いと感じる心理の不思議。

　デザイン的にも劣るわけじゃない。これにしよう。

「それじゃ、お願いします」

　立花さんはこれで納得してくれるかな……。

　壊してしまったものとの価格差に、ほんのちょっぴり不安を抱えながら、小さく息を吐いた。




　翌日、いつもよりかなり早い時間に出勤してみると、まだ誰もいない社内は今まで感じたことのない静けさに包まれていた。

　普段の私の出勤時間は、定時の八時半ギリギリ。すでにほとんどの人が出社して仕事の準備に取りかかっている、ザワザワとした喧けん噪そうの中に飛び込んでいく。

　物音ひとつ、人の気配すらもしない社内は、ものすごく新鮮だった。

　ロッカールームで身支度をして向かうは、めったに出入りしない十五階にある人事部。携えた紙袋の中には、昨日綺麗にラッピングしてもらった万年筆が入っている。

　誰もいないだろう、とノックもせずに人事部のドアを開ける。するとそこで、思わぬ人とバッチリ目が合ってしまった。持っていた新聞紙から立花さんが顔を覗かせたのだ。

「……佐伯？」

　どうして、もういるの!?

　思わず顔を引きつらせてしまった。

「お、おはようございます」

　慌てて頭を下げて挨拶をする。

　もう出勤しているなんて！　想定外もいいところだよ！

「おはよう」

　立花さんの出勤前にデスクにこっそり置いてしまおうという私の策略は、実行に移すことができなくなってしまった。直接手渡すことを想定していなかったものだから、その場で固まり、紙袋の持ち手をギュッと握りしめた。

　立花さんとふたりきりという重い空気が、鼓動を速める。

「……なんだ？」

「あ、あのですね……」

　うわっ、どうしよう。

　彼の目を見てしまったが最後。何も言葉が続かなくなる。

「バイトを辞める決意が整ったか」

「いえっ」

「『いえ』？」

　立花さんの目が鋭く細められる。誓約書をもってしても、私のことは信用ならないのかもしれない。

「あ、えっと、そうではなくて」

　彼にとっての重要事項だろうけど、今はその話じゃないのだ。

「昨夜は申し訳ありませんでした。これ、受け取ってください」

　立花さんのデスクへそそくさと歩み寄り、思いきって紙袋を前へ突き出した。

「……それはなんだ？」

「立花さんの大事な万年筆をダメにしてしまったので。同じものというわけにはいかなかったんですけど……」

「弁償なら必要ない」

　一瞬目を見開いて私を見つめたあと、彼が再び新聞紙へと視線を落とす。

　すんなり受け取ってもらえないかもしれないということは、なんとなく想像していた。でも、壊したのは私。こうして代わりのものも買ってしまったのだから、ここで『そうですか』とは引き下がれない。

「受け取っていただけないと、私も困ります」

　立花さんが私を見上げる。値踏みでもするような瞳に怖おじ気けづきそうになったけれど、唇を噛かみしめて堪こらえた。膠こう着ちゃく状態が続く。

　そうだ。受け取ってくれないのなら、デスクに置いてしまおう。

「それじゃ、失礼します！」

「あ、おいっ」

　素早く紙袋を置くと、サッと身をひるがえして人事部から飛び出た。

　エレベーターの前まで来ると、後ろを振り返る。幸いにも立花さんは追いかけてはこなかった。

　あー、緊張した。ものすごく緊張した。

　いまだ治まらないドキドキを終息させようと、情報統括室へ向かいながら、何度も深く息を吸い込んだ。










仮面の下の意外なる一面




　午後五時二十分。退勤時間までは、あと十分。今日も定時に帰れそうだ。

　先週分の新規顧客のデータ集計を終え、椅子に座ったまま大きく伸びをしたときのことだった。社内メールの受信を告げるメッセージが画面右下に現れ、数秒で消えた。

　帰り際に仕事の依頼だったら嫌だな。気づかなかったふりをして未読のままにしてしまおうか、なんてズルイことを考える。けれど、さすがにそうもいかなくて、仕方なく受信メールフォルダを開いた。すると差出人は、なんと立花さんだったのだ。

　なるべくならば距離を置きたい人からのメールに、やっぱり開かなければよかった、と後悔が押し寄せる。

　人事部とは仕事での接点なんてほとんどないんだけど……。仕事じゃないとすれば、やっぱりバイトのことだろう。また叱られるのかも。

　嫌な予感を抱いたまま、おそるおそるメールを開く。

【午後六時、向かいの本屋の前へ来るように】

　件名も省かれたメールの本文には、たった一文だけだった。

　本屋の前で、何？　どうして社内じゃないの？

　もしかしたら、今朝渡した万年筆が気に入らなくて突き返されるのかな。価格の違いを、早くも感じ取られてしまったのかも。でも、それだけならわざわざ外へ呼び出すこともないだろうし……。

　用件が読み取れないだけに、増すのは不安ばかり。だけど、無視するわけにはいかない。何しろ相手はあの立花さんなのだから。

「お先に失礼しまーす」

　次々に去っていく部署内の人たちを見送りながら、私もようやく重い腰を上げたのだった。




　午後五時五十分。指定された時間の十分前。

　降り始めた雨の中、外で待つのを避けて書店へ一旦入ったのはいいけれど、時間ばかりが気になって腕時計をチラチラ確認しっぱなしだ。

　一分でも遅れたら、絶対に何か文句を言われるに違いない。そう思うと、中にいるより軒先で雨を避けながら待つほうがいいという結論に至り、出入口へ向かった。

　午後六時以降の雨の確率は高いと言っていた天気予報。それなのに、朝、顔を覗かせていた晴れ間に、そんなことはすっかり忘れて傘を持たずに家を出てしまった。歩道いっぱいに開く傘の花を眺めていると、目の前に一台の黒いセダンが停車した。

　何気なく見ていたら、助手席のパワーウインドウが下げられ、「佐伯」と私を呼ぶ声が聞こえた。腕時計を確認すると、きっかり午後六時だ。

　もしかして、立花さん？

　開いた窓の奥を覗こうと、腰をかがめる。するともう一度「佐伯」と、さっきよりも強い口調で呼ばれた。

「はい！」

　小学生ならばいい返事だと褒められそうな答え方に、自分で恥ずかしくなる。

　雨を防ごうと頭の上に手をかざしながら、車に近づいた。

「乗って」

「え？」

「ほら、濡れるから」

　乗るって……私が、だよね……？　……どうして？　それに、この車って立花さんの？　車通勤してるのかな？

　急せかされているにもかかわらずのんびりしていると、立花さんが運転席から身体を乗り出して器用に助手席のドアを開けた。そうまでしてもらって、乗らないわけにもいかない。

「……失礼します」

　ドアをさらに引いて乗り込んだ。

　本降りとまではいかなくても、軒先から車までのほんの少しの距離でも髪が濡れている。すぐに走り出した車の中、ハンカチで拭った。

「車で通ってるんですか？」

　ほとんどの社員が電車通勤だと思っていただけに、立花さんの車での登場には少なからず驚いてしまった。

「普段は電車だ。今日は房ぼう総そう方面の代理店へ行く用事があったから乗ってきただけのこと。電車で行くより、アクアラインを通ったほうが早い」

　それなら社用車を使えばいいのに。確か、本社の地下駐車場には十数台が置かれているはず。

「社用車は予約でいっぱいだったんだ」

　……私、今、言葉にしてないよね？

　思考回路を見透かされて、ドキッとする。自分が単細胞なのは重々承知しているけれど、そこまでだとは……。それとも、立花さんの洞察力が優れているのか。

　うん、きっとそうだ。数千人の従業員を抱える会社の人事課長なのだ。人を観察する能力に長けていなくちゃ務まらないだろうから。

　ところで、どうして私は立花さんの車に乗っているんだろう。最初の疑問が再び湧いてきた。

「あの……どこへ行くんですか？」

　午後七時までには、プリマベーラに入らなくちゃならないんだけど……。

　腕時計を確認する。

　あと一時間ないよ。どうしよう、間に合うかな……。

　早く解放してほしいのはやまやま。でも、『バイトに行きたいから』だなんて口にできるわけがない。立花さんとの約束を破っているのに、もしもそんなことを言えば、『まだ辞めないつもりか』と叱責が飛んでくることは必至。

　本当にどうしよう……。

「ちょっと付き合ってもらうぞ」

「え？　え？　どこにですか？」

　思わず身を乗り出して、立花さんの横顔を見つめる。けれど私の質問に答える気は一切ないらしく、彼はただ前を向いてステアリングを握るばかり。

「どこに行くんですか？」

　もう一度同じ質問をしても、反応はなし。私はおとなしくシートに身体を預けるしかなかった。




　コインパーキングに停められた車から降りると、さっきよりは小降りになったものの、まだ雨は降り続いていた。

　そこで初めて、今いる場所が見覚えのある街並みだということに気づいた。立花さんの車に乗っているという極度の緊張から、まわりの景色を見ている余裕はなかったのだ。この場所から少し行ったところに、プリマベーラがある。

「ここからすぐだから走るぞ」

　運転席から降りた立花さんは、そう言って駆け出してしまった。

「え？　傘は？」

「このくらいの雨に必要ない」

「え？　あ、ま、待ってください！」

　置いていかれては困る。その背中を必死に追いかけた。

『すぐ』って、いったい何が『すぐ』なの!?　まさか、バイト先へ一緒に行って、辞めると言わせるつもり？

　恐ろしい想像をしてしまった。けれど、それは私の取り越し苦労だと気づいた。

「ここだ」

　立花さんが立ち止まって指し示したのは、飲食店のような店だった。看板には【ブルースカイ】とある。

　ブルースカイ？

　あれ？　どこかで聞いたことがあるように感じるのは、気のせい？

　でも、それがどこだったのか思い出せないまま、立花さんのあとに続いてドアをくぐった。

「あらぁ、海人じゃないのー。早速来てくれたのね、嬉しいわぁ」

　この声は！

　そこでようやく、店の正体が判明した。立花さんの背中から顔を出す。中にいた人物を見て確信を得た。

　やっぱりそうだ。良樹さん……立花さんのお兄さんだ。ということは、ここは良樹さんが経営しているバーだ。

　店内にはカウンターが十席ほどとテーブル席が三つあって、すでに半分ほど客で埋まっていた。オレンジ色の間接照明に、ダークブラウンで統一された内装。落ち着いた大人の雰囲気の店だった。

「えっと、あなたは確か……杏奈ちゃんだったわよね」

「はい」

　自己紹介もままならなかったのに覚えてくれていたことが嬉しくて、笑顔で頷く。

「ささ、海人も杏奈ちゃんも座って座って」

　熱烈な歓迎を受けながら、案内されたカウンターへと腰を下ろした。

「さてと、杏奈ちゃんは何にいたしましょうか」

　こういうところなら、きっとカクテルだよね。でもカクテルは普段飲まないし、バイト先のメニューにもないから詳しくない。この店のメニューリストも周囲には見当たらなかった。

　どうしようかな……。

「杏奈ちゃんは、どういうお酒が好き？」

　私が迷っていることに気づいたらしい良樹さんが、すかさず質問を投げかけてくる。

「お酒……そうですね。えっと……ワインはよく飲みます」

「あら、それじゃ結構強いのかしら」

「いえ。飲むといっても一、二杯ですから」

　それ以上は眠くなってしまう。弱くはないけれど、強くもない。

「じゃあ、ワインベースのものを作ってみるわね」

「お願いします」

「海人はいつものでいいわね」

　立花さんの返事を待たずして、良樹さんはカクテルの準備をし始めた。

　そうだ。大事なことを忘れるところだった。自分が置かれている状況は今ひとつ理解できないけれど、ここでお酒を飲むということは、すぐに帰るのは難しそう。だとすれば、プリマベーラに『今日は休みます』と言わなくちゃ。

　立花さんに「ちょっと失礼します」と告げ、レストルームへと向かった。個室にこもって声を潜め、店長に電話で告げると、快く休みをくれた。ただ、口からこぼれかけた『辞めます』というひとことは、言葉にはならなかった。

　そういうことは直接会って言わないとダメだと、ひとり頷きながらスマホをバッグへしまい、カウンターへ戻る。すると、ちょうどタイミングよく良樹さんがカクテルを出してくれた。

「キールよ」

「……キール？」

　聞いたことがある気はする。赤ワインをうんと薄くしたような色味が綺麗だった。

　立花さんは何を飲むんだろう。そう思いながら隣を見る。

　ん？　これは……？

「ウーロン茶よ」

「えっ、ウーロン茶？」

　私の表情がよっぽど不思議そうに見えたらしく、良樹さんは答えをくれた。しかしその内容が意外で、思わず聞き返す。

　あ、そうか。今日は車で来てるんだ。だから立花さんはお酒を飲めないのだ。

「杏奈ちゃん、海人はいつもそれなのよ」

　運転のせいだとばかり思った私に、良樹さんが追加情報をくれる。

「……いつもですか？」

「お酒、ダメなの」

　咄嗟に隣の立花さんを見る。

「……余計なこと言うなよ」

　軽く釘を刺すような立花さんの言い方も、良樹さんはまったく気にしない。

「あら。だって、現にウーロン茶を飲んでるんですもの。隠しようがないじゃない。ねぇ、杏奈ちゃん？」

「えっ……あ、はい……あ、いえっ……」

　急に話を振られて良樹さんに頷き、その直後に立花さんの鋭い視線に気づいて、慌てて訂正した。

　そういえば、プリマベーラに来たときも一滴も飲んでいなかった。霧子さんも確かそう言っていたっけ。

「もうっ、海人ったら。そんな怖い顔するから、杏奈ちゃんがビビっちゃってるじゃない」

　滅相もないとばかりに、両手を顔の前で大きく振る。本音をいえば恐れにチクチク胸を刺されているようなものだけれど、正直に頷くわけにはいかないのだ。

「いっそのこと、かるーく一杯いっとく？」

　え？　お酒、飲めないんじゃなかったの？

　良樹さんが立花さんに向けてグラスを傾ける仕草をするものだから、疑問が湧き上がる。

「いや、今日は車で来てるし」

「あらそう。それじゃ杏奈ちゃん、申し訳ないけどしばらくの間、このこわーい顔に付き合ってやってちょうだいね」

「あ、はい……」

　コクンと頷くと、立花さんはシッシッとばかりに良樹さんを手で追い払った。

　途端に私たちの間に訪れる沈黙。それが重くて重くて、どうしたらいいものかと何か話題を探す。

　良樹さんがいてくれたほうがよかった。そう思ってみたところで、彼はすでに忙しそうに他の客の相手をしていて頼れない。仕方なく、出してもらったキールをチビチビと飲みながら、意を決して口を開いた。

「あの……」

「なんだ」

　前を向いたまま、立花さんが答える。

「仕事のほうは大丈夫なんですか？」

「大丈夫とは？」

「こんな時間に、ここにいて平気なのかってことです」

　私が定時に上がるのは日常だけど、人事課長ともなると、いつも残業していたりするんじゃないのかな。

　立花さんはそれを聞いて、『あぁ』というような顔で頷いた。

「定時に上がることはさすがに少ないが、残業といったって毎回三十分から一時間程度だ。長く働けばいいということじゃない。時間が長くなるほど効率は落ちるものだからな」

　なるほど。時間管理ができてこそ、本当に仕事ができるといえるわけだ。私のように適当に仕事をこなして、定時ジャストで帰っているのとはわけが違う。妙に納得してしまった。

「これ」

　立花さんが不意に、今朝、私が無理やり渡した万年筆をカウンターへと置いた。

　やっぱり返されるのかな。きっと気に入らなかったんだ。さすがに九万円にはかなわないもんね。

「すみません、買い直してきま――」

「気を遣わせて悪かったな」

「え……？」

　初めて見せられた穏やかな横顔。柔らかな笑みに目が釘づけになる。

　立花さんって、こんな顔、するんだ。なんだかすごく意外……。

　少しはにかんで手元のグラスに視線を落とした、優しい目元。つい時間が経つのも忘れて、見つめ続けてしまう。

〝立花さんイコール厳しい顔〟という勝手な像を作り上げていた私。彼の人間らしいところを初めて見たような気がする。冷徹無慈悲で氷のように冷たい人というのは、思い違いだったのかも。

　優しさという感情を持っていないんじゃないか、とすら思っていただけに、このギャップは私を動揺させた。

　トクンと弾んだ鼓動が静かに加速していくと同時に、胸の奥がなぜかキュッと軋きしむ。自分でも説明のつかない事態が、意思に反して訪れた。

「俺の顔に何かついてるのか」

　あまりにも凝視しすぎていたらしい。立花さんがこちらを見た。

「あ、いえっ、何も……」

　慌てて目を逸らして、良樹さんの作ってくれたキールに逃げるように口をつける。

「……おいしい」

　甘酸っぱくて爽やかな味に思わず呟く。飲みやすくて、許容範囲以上にいけてしまいそうだ。

「ピッチが速すぎるぞ」

　おいしさにゴクゴクとグラスの半分以上を飲んだ私を見て、立花さんが待ったをかけた。

「酔いつぶれたら、ここに置いていくからな」

「それは困ります！」

　彼が軽く微笑んだ。せっかくお酒に向いた意識が、その顔を見てもう一度立花さんへと移る。

　まただ。どうして立花さんの笑顔にドキドキなんてするんだろう。

　いやいや、違う。気のせいだ。

　そう思い込もうと、胸を押さえて宥めた。

「あの、これ、交換してきたほうがいいですよね」

　置かれたままになっていた万年筆に手を伸ばす。ところが、万年筆まであと数センチのところで、立花さんが私の手を引き止めた。

「その必要はない」

「でも……」

「初めて俺が持った万年筆も、これだったよ」

　懐かしそうに眺めている。

「……そうなんですか」

　その様子にホッと息を吐いた。

　よかった。気に入らないというわけじゃなかったんだ。

　返されることも覚悟していただけに、喜びが倍増する。

　そして立花さんの手がそっと離れた。ひんやりとした感触が名な残ごり惜しかったけれど、それを振り払おうと口を開く。

「万年筆って素敵ですね。あまり使ってる人を見たことがなかったんですけど、できる男って感じで」

「それなら、俺は見かけ倒しだな」

　彼が冗談めかして、鼻を軽く鳴らす。

「そんなことはないと思います」

　仕事ぶりは噂で聞くだけで、よく知っているわけじゃない。でも沙月も、立花さんは次期人事部長だと言っていたし、三十二歳の若さで部長候補ということは、恐ろしく厳しいことはひとまず置いておいても、やっぱりキレ者なんだと思う。

「あの、立花さん」

　ずっと疑問だったことを、思いきって聞いてみよう。

「どうして、ここへ私を連れてきたんですか？　万年筆のお礼なら――」

「礼？　それは勘違いだ」

　バッサリ切り捨てられる。

「勘違い、ですか……」

　強い返答に、少し面食らってしまった。

　副業を責められるわけでも、万年筆を突き返されるわけでもなければ、お礼しかないと思ったんだけど……。それなら、どうして？

「俺の大事な万年筆を事故死させたんだから、弁償は当然だろう」

　……ですよね。当然のことをしたまで。お礼をされる立場ではない。

　怖すぎるひとことに固まっていると、立花さんはこちらを見て、フッと柔らかな笑みを漏らした。

　笑ってくれたということは……冗談？

　本気なのかジョークなのかわかりにくい受け答えに苦慮していると、彼は手帳の白いページを切り取って、何やらサラサラと書き始めた。それを私へと差し出す。

　相変わらずの美しい字だ。そこには数字が規則正しく並んでいた。

「プライベートナンバーだ」

　プライベート……ナンバー……？

　ハイフンの位置から、それがスマホのナンバーだと推測できたものの……。

「誰のですか？」

「誰って、俺の他に誰がいるんだよ」

　細められた目で軽く睨まれて、さっきまでの穏やかな表情とのギャップにすくみ上がる。

　どうして立花さんのナンバーを、私に？

　わけのわからない事態に、心がどよめく。

「何かあったら連絡をよこせ」

　何かって……。

「どうしてですか？」

「どうしてって……いろいろ大変なんだろ？」

　立花さんの優しい眼差しを見て、嫌なことを思い出してしまった。

〝親の残した借金〟。私が立花さんについた嘘だ。きっとそのことを言っているに違いない。

　ギクリとせずにはいられなかった。白状するなら早いほうがいい、と意を決する。

「あの、立花さん――」

「杏奈ちゃーん、キールはどうだった？」

　出鼻を挫くじかれる。ニコニコしながら再登場した良樹さんに声をかけられ、言葉の先を呑のみ込んでしまった。

「あ、えっと、おいしかったです。とっても飲みやすくて」

「よかったわぁ。お代わりはいかが？」

　すっかり空になったグラスに良樹さんが手を伸ばす。それとほぼ同時に、立花さんが席を立った。

　レストルームにでも行ったのかな。

　立花さんの背中から良樹さんへ視線を戻すと、「杏奈ちゃん、杏奈ちゃん」と彼が手招きをした。なんだろうと顔を寄せると、耳打ちをされる。

「海人がお酒を飲むと、どうなると思う？」

「どうなるって……」

　全然見当がつかない。

「酒癖が悪いってことですか？」

「ん……まぁ、そういう部類かしらね」

　まさかとは思うけれど……。

「裸になっちゃうとか」

「それも危険ね。でも、実はね、海人はお酒を飲むと――」

「え!?」

　コソコソと告げられた良樹さんの言葉に絶句する。

　立花さんが――!?　あの、立花さんが!?

　信じられない思いでいっぱいだった。

「あんな仏頂面してるけど、すごいでしょう？　杏奈ちゃん、だからお酒は飲ませちゃダメよ」

　驚いている私に、良樹さんは「ふふふ」と意味深に笑ったのだった。










ご指名は、お手柔らかに




　お手製のお弁当を、会社の休憩室のテーブルに広げる。

　お弁当を持参した人のために用意されている三十畳ほどの休憩室は、社員食堂を使う人が多いおかげで、たいていガランとしている。それを幸いとして、私と沙月は週に一度のペースで来ていた。

「わおっ、おいしそう！」

　我が慢まんしきれずに、沙月がつまみ食いをしようと手を伸ばす。

「はい、お箸」

「ありがと」

　そんなやり取りをしていると、休憩室のドアが開いた。

「やっぱりここにいた」

　私たちの姿を見つけるなり、同じ部署の入江くんがニコニコしながら近づいてきた。社員食堂にいないから、ここだと睨んで来たらしい。

「いっただきまーす」

「あっ、ちょっと！」

　沙月同様に伸びてきた手が、目にも止まらぬ速さで煮玉子を口に放り込む。

「やっぱうまいですねぇ、杏奈さんの手作り弁当は」

　指先についた煮汁をチュッと吸い取ると、沙月の隣に腰を下ろしてしまった。まるでそこが定位置かのように自然な動作だ。

「また来たわね」

「鼻が利くと褒めてくださいよ」

　沙月の冷ややかな目にも怖じ気づく様子はまったくない。油断大敵だ。どこから嗅かぎつけるのか、お弁当を持ってくると、必ずといっていいほどこうして姿を現すのだ。

　お弁当を作るときは、ひとり分でなくふたり分。さらに入江くんの分も見越して、若干多めに。そのほうがおいしく作れるし、ひとりで食べるよりふたり、ふたりより三人のほうが楽しい。私も沙月も口でこそ入江くんを邪魔者扱いしているけれど、この可愛かわいい後輩も正式な頭数に入れている。でも、これはまだ彼本人には内緒だ。

「立花さんに万年筆は渡せたの？」

「万年筆？　立花さんにって、いったいなんの話ですか？」

　横からちゃちゃを入れてくる入江くんに、無視を決め込む。

　いつも私たちの会話に割り込んでくるけれど、そういう質問をしてくる割には興味がない。ただの合いの手。彼は聞き流しのプロなのだ。だから入江くんがいようがいまいが、私たちはお構いなしにふたりの話を進めてしまう。

「うん。渡した……」

『立花さん』という名前が出てくるだけで、なぜか胸が落ち着かない。それもこれも、あの嘘のせいに違いない。いつバレるかヒヤヒヤしているから、立花さんの名前が出ただけでこんなにも動揺するのだ。

「高くてびっくりしちゃった」

「いくらしたの？」

「立花さんが使ってたのと同じものは、九万円ちょっと」

「えー!?　そんなにするものなの!?」

　沙月も私と同じ反応だった。隣で聞いている入江くんも、一応「は!?　九万円のペン!?」と驚いてみせる。正確には『ペン』ではない。

「でも、それはさすがに買えなくて」

「そうだよね。九万円は私も無理だわ」

　沙月が同調するその横で、「俺も無理です」と入江くんも頷く。私の金銭感覚に間違いはないようだ。

「結局は、二万四千円のものにしたの」

「へぇ。それでも充分高いけどね」

　沙月は信じられないとばかりに首を横に振った。

　気に入ってもらえたようだからよかったけれど、これで返品されたら堪たまらなかった。

「でも、万年筆を使うなんて、さすがはできる男って感じね」

「えっ。あ、うん……」

　沙月のひとことに曖あい昧まいに答えたけれど、心の中では過剰すぎるほど反応する。なぜか喉のどまでカラカラだ。

　彼女が淹いれてくれたお茶を飲もうとして、そのあまりの熱さにカップを口から遠ざけると、今度はそれが手にかかってしまった。

「あつっ！」

　思わず声を上げると、沙月と入江くんが揃って心配顔を向けてきた。

「杏奈、大丈夫？」

「うん……」

　沙月が渡してくれたハンカチで手を拭い、何事もなかったようにすましてみる。

　でも、本当に熱かった……。

　少し赤くなった右手の甲に、フーフーと息を吹きかけた。

　立花さんは単なる同じ会社の人。それなのに、彼のことを言われただけで、自分のことのようにいちいち反応してしまう。

　いったいなんだというのか。どうかしている。……しすぎている。

「杏奈？　なんだか様子が変だよ？」

　今度は煮玉子を箸で持ち上げたまま固まる私。

「へ、変じゃないよ、別に。普通普通」

　自分に言い聞かせるように呟いた。

　それでもどうやらおかしいらしい。スルンと箸から滑った煮玉子が、テーブルの上をコロコロと転がってしまった。

「あっ……」

「本当に大丈夫？」

　心配そうに笑う沙月に、「大丈夫」と答える。けれど、やはりおかしいかもしれない。だから、昨夜立花さんにお酒をご馳ち走そうになったことは沙月に話せないのだ。『アパートまで送る』と言ってくれた立花さんに、『それはさすがに滅相もない』と全力でお断りして、歩いて帰ったけれど。

「そういえば、今度の懇親会、杏奈も出るでしょ？」

「懇親会？」

　転がった煮玉子を拾いながら考える。

　そんなのあった？

　ここ最近の情報を記憶の中から引っ張り出そうと試みたけれど、懇親会というキーワードは引き出せなかった。

「やっぱり忘れてる。そうだとは思ったけどね」

『やっぱり』なんて言われると、多少なりとも傷つく。情報収集力のなさは自覚しているけれど。

　沙月はそんな私を気にも留めない。

「会社の創立三十周年の懇親会ですよ」

　入江くんが沙月の代わりに続けた。

　あぁ。そういえば、そんなことを部署内で誰かが話していたかもしれないと、うわの空で聞いていた会話を思い返す。

　確か、国内の支社や代理店からは数名ずつ、私のいる本社からは全員が出席するとかしないとか。となると、二千人以上もの人が集まることになる。

「いつだっけ？」

　知らないなりに、遠慮気味に聞いてみる。

「来週の金曜日。出るよね？」

「うーん……」

「というか、出ない人はいないと思うけどね」

　先に釘を刺されてしまった。面倒だからパスしようという密かな企たくらみは、儚はかなく消えた。私がいようがいまいが何も変わらないとは思うけれど、さすがに三十周年を祝う式典に出ないわけにはいかないか。

「出るよ」

　そう答えるより他なかった。

「何着てく？」

「何って……」

　今度は洋服の心配までしなくてはならなくなった。

「こういう格好じゃダメなの？」

　シフォン系のシャツにＡラインのスカート。なんの変哲もない、今着ている洋服を指してみる。

「ダメではないと思うけど、二十周年のパーティーのときはみんなスーツかワンピースだったみたいだよ。年輩の社員は着物とか」

　スーツかワンピースかぁ。さすがに着物は着られないな。持っていないし、借りるにしても着つけ代やら何やらで、余計な出費になってしまう。

「それで、どこでやるの？」

「……本当に何も知らないんだ」

　沙月は目を瞬かせて呆れ顔だ。

「社内メールでだって送られてるのに。情報統括室に所属してるくせに、全然統括してないんだね」

　嫌味を言われてしまった。そこに悪意が込められていないことはわかっているから、まだ救われるけれど。

「沙月さんは何を着るんですか？」

　入江くんが興味津々に聞くけれど、沙月は軽くあしらうばかり。自分の唇に人差し指を当てて、「しーっ」と子供でも躾しつけるように彼に接する。入江くんは「ちぇっ」なんて言って、拗すねた顔をした。

「あ、そうだ」

　突然、沙月がパチンと手を叩く。何か名案でも思いついたらしい。

「杏奈は衣装があるじゃない」

「……衣装？　何？」

「バニーちゃん」

　ニヤリと笑う沙月。嫌な名案だ。

「バニーちゃんって、なんですか？　ウサギちゃん？　え、杏奈さん、コスプレの趣味があったんですか」

　妙に食いついてくる入江くんを、手でシッシッと払い退ける。

「沙月の意地悪」

　ニッコリ笑って茶化してくる沙月に、恨みを乗せた眼差しを向けたのだった。




「よかった。辞めちゃったのかと思ったわ」

　プリマベーラの控室に入って早々、着替え中の霧子さんの熱い抱ほう擁ように出迎えられた。彼女の甘い香りが私を包み込む。

　昨夜の欠勤を、辞めたものだと勘違いしたらしかった。辞めなければならないことに変わりはないのだけれど、こうしてまたズルズルと来てしまう私。しかも霧子さんに喜ばれると、ますます言えなくなってしまう。あの固い決意はいずこへ。

「この前、杏奈を指名したお客さん、昨夜も来てたのよ」

　岩瀬さんだ。

「でも杏奈がいないことを知って、そのまま帰っちゃったわ」

「そうでしたか……」

　この前の夜、立花さんに奪い去られるなんていう変な別れ方になってしまったから、ちょっと胸が痛い。

　謝りたいから、今夜も来てくれるといいな……。

「さ、早く支度しましょ」

　私の両肩に手を置いた霧子さんは、私を大きな鏡の前に座らせた。




「杏奈ちゃーん、もう出られるー？」

　控室に声が響いたのは、最終チェックをしているときのことだった。今夜が最後になるかもしれないから、それはそれは入念なチェックを。

　でも、普段はわざわざお声がかかることのない私が呼ばれたということは、もうすでに満席なのかもしれない。つまり人手不足。

　そんなことを思いながら「はーい」と返事をすると、「ご指名だよ」という声が続いた。霧子さんと顔を見合わせる。

「例のお客さんじゃない？」

「そうですね」

　他に私を指名する人なんていない。ウサ耳を装着して、霧子さんより早くフロアへと出た。

　岩瀬さんはどこだろう。フロアを見渡していると、さっき控室に声をかけたウエイターが近づいてきた。

「どのテーブルですか？」

「あそこのお客さんだよ。よろしく」

「はい」

　こちらへ背を向けて座る岩瀬さんの元へと急ぐ。ところが、近くまで来たところで歩く速度を緩めた。

　岩瀬さんって、こんな後ろ姿だったかな。もう少し丸みを帯びていて、髪の毛も長かったような……。

　疑問に思いつつ、テーブルの横に立つ。

「いらっしゃいま――」

　下げかけた頭を止める。ギロリと睨み上げてきた瞳に、心臓が止まりかけた。

「いるだろうとは思ったが、やはりな」

　岩瀬さんなんかじゃない。立花さんだったのだ。

「……すみません」

　謝罪が先に口をつく。また私がきちんと辞めたかどうか確認しに来たのだ。

「執行猶予の期限を伝えに来た」

　執行猶予の期限？　わざわざそのためだけに？　辞めたかどうかの確認じゃなく？

「勘違いするな。近くに用事があったまでのこと」

　彼は顔色ひとつ変えないで言った。

「そうですか」

　近くに用事ということは、ブルースカイ……良樹さんのところかな。

　そんなことを考えながら突っ立ったままでいると、立花さんは無言で隣の椅子を指差した。また怒られたらかなわないと、そそくさと座る。

「本題だ。期限は一ヵ月」

「えっ……一ヵ月、ですか……？」

　以前は、『すぐにでも辞めろ』という口ぶりだったはず。いったいどういう心境の変化が？

「佐伯にも都合があるだろう」

　都合。それはまさしく、〝両親の残した借金〟だ。

　立花さん、気にかけてくれていたんだ……。その場を切り抜けるためだけについた嘘だったのに、信じてくれているんだ。

　立花さんの目に、私は健けな気げな娘にでも映っているのかもしれないと思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「おい」

「は、はいっ」

　背筋がピーンと伸びた。

「何をボーッとしている。俺の話をちゃんと聞いているのか？」

「聞いてます。はい」

　慌てて取り繕う。

「ただし、期限は延ばさないぞ。一ヵ月だけだ」

　目は真剣そのもの。さっきよりもきつい口調だった。

「……はい。ありがとうございます」

「話は以上だ」

　そう言うと、立花さんが立ち上がる。

「えっ。あの、飲んでいかれるんじゃ……？」

　つられて私も立ち上がった。

「俺は酒は飲まない」

　……そうだった。

　ボソッと言いながら、振り返りもせず出入口へと向かうから、私は急いでその背中を追いかけた。

「立花さん」

　私の呼びかけに、彼がピタリと足を止める。

「あの、昨夜はご馳走さまでした。お礼を言いそびれてしまってすみません」

　私の言葉に背を向けたまま右手をヒラリとひるがえして、再び足を進めると、そこでちょうど来店してきた岩瀬さんと出くわした。

「う、うわっ」

　立花さんを見て、岩瀬さんが小さく声を上げて驚く。その反応で岩瀬さんに気づいたらしい立花さんは、しばらく彼をじっと見据えたあと、今度こそ店を出ていった。

　立花さんが帰ってからも、驚いた様子のままドアを見つめて固まっている岩瀬さんに、「いらっしゃいませ」と声をかける。

「あっ、ど、どうも、こんばんは。杏奈さん……」

　岩瀬さんもやっと動き出して、汗をかいているようには見えない額をハンカチで必死に拭った。

「この前の夜はすみませんでした」

「い、いえっ、僕のほうこそ……」

　しきりに頭を下げる。彼の人懐こい笑顔を見ると、なんだかホッとする。

「とにかく、こちらへどうぞ」

　空いているテーブルへ案内した。

「昨日も来てくれたって聞きました」

「あ、そ、そうなんです。……いや、お恥ずかしい……」

　岩瀬さんはそう言って、またもやハンカチで額を拭う。

「店内、暑いですか？」

「いえいえっ、暑くなんて全然。ここはもう快適です、はい。これはその……癖のようなものでございまして……」

　私の視線に気づいて、ハンカチを慌てて胸ポケットへと押し込む。そしてちょっとバツが悪そうに肩をすくめた。

「さ、昨夜は、お加減でも悪かったんですか？」

　遠慮がちに私を見る岩瀬さん。心配をかけてしまったみたいだ。

「違うんです。ちょっと、その……。すみません、せっかく来ていただいたのに」

「いやいや、僕が勝手に来てるだけですから。杏奈さんが体調を崩されたんじゃなければ、いいんです。あぁ、よかった」

　岩瀬さんは胸を撫で下ろした。優しいのだ、彼は。

「この前は突然、杏奈さんを驚かせてしまうようなことを言って、申し訳ありませんでした」

「あ、いえいえ」

　確か、『好き』と言ってもらったんだ。その直後の立花さんの登場が衝撃的すぎたせいで、断片的にしか覚えていないことがこちらも申し訳ない。

「ついひとりで盛り上がってしまって、あのようなことを……。反省してます」

「やめてください、そんな。気にしてませんから」

　むしろ謝らなければならないのは私のほうだ。あんな形で立ち去ってしまったのだから。

　突然立ち上がって最敬礼した岩瀬さんに、慌てて頭を上げさせて座ってもらった。

「あの……」

　彼が言いにくそうに言葉を止める。

「……僕のこと、気持ち悪いですよね」

　顔を俯けて、膝の上で握った自分の手を見つめた。

「はい？」

「あ、その……待ち伏せだとか、突然『好き』だとか……」

「いえ。そんなことはないです」

　その逆だ。どちらかといえば、岩瀬さんのことは好意的に捉えている。

　普通に考えれば確かに、女性からは引かれてしまう行動かもしれない。それが不思議なことに、岩瀬さんだと嫌だとは感じなかった。

　物腰の柔らかさと、人のよさそうな顔……そうだ。七福神の恵え比び寿す天てんにそっくりなのだ。何かご利り益やくでもありそうな福顔のせいだ。

「岩瀬さんを見ると、ホッとするというか……気持ち悪いだなんてことは全然」

　正直に答えると、彼はパッと顔を輝かせた。

「そ、そう言っていただけるなんて……」

　膝の上に置いてギュッと握りしめていた手を、胸に当てる。

「もう、今すぐ死んでもいいくらいです！」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　慌てて宥めすかせる。こんなことで死なれては困る。

　でも、そうまで言ってもらえる私も幸せだ。

　運ばれてきたシャンパンで乾杯すると、岩瀬さんはそれを一気に飲み干した。










なぜに気になる、その返信




　着替えを済ませて、霧子さんと一緒に店の裏口から出る。霧子さんは右。私は左。帰る方向が逆の霧子さんと、そこから別れて歩き出した。

　アパートまでは歩いて十分。湿気を含んだ生ぬるい空気の中、なんの気なしにスマホを取り出して操作をし始めたときだった。

「ながらスマホは危ないぞ」

　どこからか聞こえた声に驚いて、足を止める。

　だ、誰!?

　辺りを見渡すこと数秒。それが、そばに停まっていた車から聞こえてきたことに気づいた。どこか見覚えのある黒い車体。その助手席の窓が開いていて、そこから覗かせた顔にドキッとした。立花さんだったのだ。

　午前〇時はとっくに回っている。彼が用事があると言って店を出たのは、午後七時半過ぎ。ずいぶん遅くまで、その用事に時間がかかっちゃったのかな。

「こんなところで、どうしたんですか？」

　立花さんは私の質問には答えず、「乗れ」とだけ告げる。

「はい？」

「聞こえなかったか？　送っていくから乗れと言ったんだ」

「近いですから、大丈夫です」

　送ってもらうなんて滅相もない。右手をブンブン振って断ると、運転席のドアが開いて彼が降り立った。

「ごちゃごちゃ言わずに、さっさと乗れ」

「えっ……」

　私の腕を取って、助手席に押し込める。そうまでされて拒否することもできなくて、されるがままシートに身体を預けた。

　エンジンがかけられると、車は静かに走り出した。

「あの……どうしてですか？」

「何がだ」

　用事があると言って店を出たわけで……。それが、まるで待っていたかのように、あんなところにいるなんて。それとも、単純にその用事が今終わったところで、たまたま通りかかっただけ？

「勘違いするな」

　私の考えを見透かして、立花さんが先に答えた。またまたそのセリフだ。どうも私の脳内は、立花さんには丸見えらしい。

「この前の男、来てただろ」

　この前の男……？　それって、もしかして……。

「岩瀬さんのことですか？」

「岩瀬さんだか誰さんだか、俺は知らないが」

「あっ、そうですよね。すみません」

　的確な指摘に助手席で小さくなる。

「ともかく、ああいうタイプは危険だと言っただろう」

「岩瀬さんはそんな人じゃないと思います」

「佐伯より、人を見る目には自信がある」

　つい反論すると、立花さんはさらに言い含めるように続けた。

　確かに、立花さんより目が肥えているとは思わない。彼は採用で何百人、何千人もの人たちを見てきているのだから。

　でも、岩瀬さんに限っては違う。単に恵比寿天に似ているからというだけではない。私といるときの岩瀬さんの笑顔は、口だけじゃなく目もちゃんと笑っていた。これは重要ポイントだと思う。それに、キャバ嬢の私を見下すようなことはしないし、偉そうな態度を取ることもない。

　これは過大評価に過ぎないかもしれないけれど、このバイトに就いて日の浅い私だって、人を見る目はそこそこ養われているはず。

　とにかく、岩瀬さんは危険人物なんかじゃない。そこは私も譲れない。

　……ちょっと待って。よく考えると……。

「心配して、待っててくれてたんですか……？」

　立花さんの横顔をまじまじと見つめていると、彼が口を開きかけた。

「勘違いするな」

　そして綺麗に重なった私たちの声。立花さんのお馴な染じみのフレーズだから、また言うと思って真ま似ねたのだ。

　クスッと笑うと、私を睨みつつ立花さんまで鼻先で笑った。赤信号で停まると、私にチラリと一瞬だけ視線をよこす。

「自分のためだ」

「……立花さんの……ため？」

「その岩瀬さんとやらが何か問題を起こして警察沙汰にでもなったら、お前がバイトをしていたことが公になるからだ。つまり、俺が佐伯のバイトを見逃したことまで上層部に知られる」

「なるほど」

　そんなことにまで頭が回るなんて、さすがは立花さん。

「……お前、バカにしてるだろ」

　立花さんが目を細めて私を睨む。

　感心して大きく頷いたというのに、彼は誤解したようだ。

「バカになんてしてません」

　声を大にして言った。立花さんをバカにするなんてこと、私にできるはずがない。『立花さん、すごい！』と純粋に思っただけだ。

「いいや、してる。もしくは、まだ勘違いしてる」

「勘違いですか？」

　いったいどんな勘違いだろう。

「他の理由で俺が佐伯を待っていたと」

「他の理由って、なんですか？」

　そう言われて、思い当たることがひとつだけあることに気づいた。

「それはつまり、あれだ」

「あれ？」

「……お前、わかっててすっとぼけてるだろ」

　ギロリと睨まれれば、ごまかしてもいられない。

「すみません。本当はちょっと勘違いしそうでした」

　恥ずかしながら、もしかしたら私のことを好きなのかもしれない、とほんの少しだけ思ってしまった。そんな妄もう想そうを瞬時にしながら、立花さんに好意を持ってもらえることに対して、どういうわけか胸を高鳴らせている自分がいる。彼が私を好きだなんてことがあるはずもないのに。自意識過剰もいいところだ。

　私のひとことに、立花さんの瞳が動揺で揺れるのが横顔でもわかって、私までドキッとする。ずっとそうだったのか、対向車のライトに照らされているせいなのか、いずれにせよ立花さんの耳が赤くなっていることに気づいて、私まで顔が熱くなった。

「とにかく、俺のためだとわかればいい」

「……はい」

　それ以外に、岩瀬さんのことを危険だと私に忠告する理由はないだろうから。

「ところで、佐伯の家はどこだ」

「えっ。あ、そうですよね」

　肝心なことを忘れていた。急に聞かれて背筋がピンと伸びる。

　すでに結構な距離を走っている。でも、立花さんも最初に聞いてくれてもよかったのに。そんなことまで考える余裕は、立花さんに声をかけられたときから持ち併せていない。つまり、道案内のことにまで気が回らなくても仕方ないのだ。

　そして窓の外を流れる景色に視線を泳がせてみても、ここがどこだかわからないというマヌケっぷり。

　どこを走っているんだろう。走った距離からも、たぶんアパートの近くだとは思うけれど。

「えっと……」

　見知った建物を必死で探してみるものの、車で走ることがないせいか、景色がいつもと全然違って見える。

「……次の信号を右……かな……。あ、違うかも。……あれ？」

　立花さんを待たせている焦りから、余計にわからなくなる。これ以上迷惑はかけられないと、大慌てでキョロキョロと窓の外を見ていると、ふと立花さんから「ククク」という笑い声が聞こえてきた。

「……どうしたんですか？」

「いや。なんでもない」

　なんでもないのに笑わないだろうに。これはもう絶対に、私のことを笑っているに違いない。自分の住んでいる街だというのに、方向感覚まるでなし。そのことを笑っているのだ。自分でも情けなくなる。

「バカな女だって思っていませんか？」

「誤解だ。そうは思ってない」

　立花さんは言いながら笑っている。彼は否定したけれど、完全にバカにされている気分だった。

　車が再び赤信号でゆっくりと停まる。

「いや、でも佐伯って、あれだな」

「あれってなんですか？」

「やっぱり抜けたところがあるんだな」

　鼻の下に右手の甲を当てて、彼はまたフンッと笑う。

「ひどいです！」

　小突こうと思わず出た手が、あっさりと立花さんの左手に取られる。そのまま私の右手は下ろされ、運転席と助手席の間にあるコンソールボックスの上に置かれた。

　なぜか手は立花さんに握られたまま。どうして離してくれないのかわからなくて、胸が急加速で張りつめてくるのを感じる。

　何!?　どういうこと!?

　自分の手なのに、自分のものとは思えない不思議な感覚。何か別のものを客観的に観察している感じだった。

　見つめていたその手からゆっくり視線を上げていくと、立花さんと目が合ってしまった。怒っているようには見えない。けれど笑ってもいない。それ以上見ていることができなくて、逃げるように視線を逸らし、手も引っ込めた。

　カーッと熱くなる頬に気づかれないように、俯いて髪で隠すと同時に、信号が青に変わったようだった。また走り出す車の中、流れる微妙な空気にいたたまれなくなる。

「で、どこなんだよ」

「え？」

「佐伯の家」

「あっ」

　そうだった。私の家だ。えーっと……。

　窓の外を見たところで、やっぱりわからない。あてにならない私を見かねた立花さんは、路肩に車を停めるとカーナビを操作し始めた。

「住所は？」

　そうだ。それを使えばいいのだ。よかった、これで帰れる。正体不明の動どう悸きから早く解放されたかった。

「目的地まで、およそ十分です」

　ナビの音声案内で、予想以上に遠くまで来てしまったことを思い知ったのだった。




　送り届けてもらった部屋に入ると、モワッとした空気に、急いで窓を開ける。

　もうとっくに走り去ったというのに、立花さんの車が行ったほうを見つめて、なぜかため息が出る。しかもなんだか胸の奥が落ち着かない。

　少し前に立花さんがくれたメモの存在を思い出して、フローリングにペタンと腰を下ろし、バッグを漁あさる。確か、ここに入れたはず。

　小さく折りたたんだ紙を見つけて開くと、美しい数字が並んでいるのが見えて、トクンと胸が弾む。何度見ても綺麗な字だ。

　立花さんは自分のためだと言っていたけど、お礼のメールは送ったほうがいいよね。迷いに迷って、余分に走らせてしまったし。

　今度はバッグからスマホを取り出して、立花さんの番号を連絡帳に追加。ショートメールを送ろうと、文字を打ち始める。

　えっと、【こんばんは。先ほどはありがとうございました】っと。それから、あとはなんて打とう。

【無事に帰れましたか？】

　そこまで打って、急いで消す。

　余計なお世話だと言われるのがオチだ。それじゃ……。

【またお店に来てくださいね】

　これもダメだ。自分の立場がわかっているのか、とお説教されてしまう。

　うーん……って私、何やってるんだろう。気づけば何十分も悩んでいる自分がいた。

　もういい。これで送信。

　結局は、最初の一文だけにした。スマホをテーブルに置き、しばらく見つめる。けれど、何か反応があるわけでもない。当然というか、やはりというか、立花さんから返信が来るわけがないのに、なぜかひと晩中スマホが気になって仕方ないのだった。










気づいた恋心




　出勤して間もない月曜日の朝。別の階にある総務部へ書類を届けに行こうとエレベーター待ちをしているところで、こちらへ向かって歩いてくる立花さんの姿に気づいた。思わず姿勢を正す。

　距離が近づくにつれて、心臓を打つ音がトクトクトクと速さを増していく。先週の金曜日の夜、車の中で握られた手の感触が瞬時に蘇よみがえって、顔がカーッと熱くなった。

　立花さんはほんの一瞬合った視線をすぐに戻して、私のことを気に留める素振りもない。すれ違う少し前に「おはようございます」と会え釈しゃくをすると、彼がピタリと足を止めた。

「名乗りはするものだ」

　小さい声でひとこと告げられる。

「……はい？」

　何を言われているのかわからず、その横顔を見上げた。

「ショートメールだ」

　ショートメール……。

　少しの逡しゅん巡じゅんのあと、ハッとした。初めて送ったメールなのに、名前を入力し忘れたのだ。

「ま、内容から佐伯だとはわかったが」

「……すみませんでした。それと、ありがとうございました」

　改めてお礼を言った。

「意外にあっさりとしたメールを送るんだな」

「え……？」

「もっと、絵文字やら顔文字やらで埋めつくされたやつを想像してたよ」

　そんなメールは立花さんには送れない。

「さすがに相手を選びます……って、あっ……」

　正直に言ってしまってから慌てて口を押さえたところで、言葉は取り戻せない。

「へ、変な意味じゃないですよ」

　それじゃどういう意味なのかと自分でも思うけれど。

　立花さんは必死に取り繕う私を、顔色ひとつ変えないで見下ろす。

　怒らせちゃったかな……。

　持っていた書類をギュッと握りしめる。

「返信しないで悪かったな」

　予想に反して、優しい眼差しだった。しかも、立花さんが返信しなかったことを謝るなんて。

　小さくボソッと呟かれたひとことに反応できずにいると、彼はスッと足を進めた。

「あ、あのっ」

「鳥塚専務、少しお時間よろしいでしょうか」

　思わず呼び止めた私の声は、立花さんの耳には入らなかったようだ。十字に交差する通路を通り過ぎていった鳥塚専務の元へ行ってしまった。

　らしくない立花さんのひとことに、遅ればせながら心臓が反応する。

　鳥塚専務と一緒に近くのミーティングルームに入っていく彼の背中を、ボーッと見つめた。

「なんだか、いい雰囲気だったじゃない」

「沙月」

　後ろから突然かけられた声に振り返ると、少し離れたところから歩いてきた沙月が含み笑いをしていた。

「デートの約束でもしてた？」

「ちっ、違うって。そんなんじゃないの」

　まさか、一部始終を遠巻きに見てたの？

「そ？　立花さんの背中が焼けつくんじゃないかってくらい、熱視線送ってたけど」

「だ、だから違うってば！」

　ただ見送っていただけのこと。もちろん熱だって込めていない。

「あららら？　杏奈ちゃん、顔が赤いですよー」

「それは、沙月が変なこと言ってからかうからでしょ？」

　ツンツンと私の頬を突く沙月の手を、むんずと掴む。

　反論することで、余計に熱くなる顔。耳まで一気に赤くなっていくのを、自分でも感じた。

「でも、立花さんって、あんな優しい顔するんだね」

「え？」

「去り際に、見たこともないような表情で杏奈のこと見つめてったよ」

「やめてよ……」

　沙月が懲こりもせずに変なことを言うから、胸がうるさいほどに高鳴っていく。

　違う違う。そんなの、沙月の見間違い。それこそ『勘違いするな』と言われるに決まっている。思いも寄らない方向に考えが及びそうになって、対抗措置を講じることに必死になる。

　そうだ。こういうときは話を変えてしまおう。

「立花さんと鳥塚専務って、仲いいのかな？」

　この前も一緒にプリマベーラへ来たけど、プライベートでも付き合いがあるのかな。

「えー、どうかなぁ。立花さんってどこかの派閥に入っているわけでもないし、上層部相手でも、誰かに取り入るとかいうこともないみたいだけどね」

　私の質問にそう答えると、沙月は「それじゃ、またお昼にね」と言って、私の目的階とは逆方向へのエレベーターに乗り込んだ。




　その週の金曜日。創立三十周年の謝恩会の日がいよいよ訪れた。会社から車で十分のところにあるホテルまで、タクシーを飛ばしてひとりでやってきた。

　会場は、大広間の仕切りをいくつか取り払った、それはそれは広いところだった。三千人弱もの人が一堂に会するのだから当たり前だ。

　さてと、沙月はどこだろう。

　同じ本社に勤める社員だけでなく、全国の支社や代理店からも集まってきているから、知らない顔ぶれが多い。見知った人の輪を見つけるたびに、その中に沙月の顔を探すけれど、なかなか見つけられない。大勢の人たちをかき分けて移動するのもひと苦労だ。

　あっちのグループ、こっちのグループと軽い挨拶を交わしながら渡り歩いていると、私を呼ぶ入江くんの声がどこからか聞こえてきた。

「杏奈さーん、こっちこっち」

　見渡すと彼は沙月とふたりで、隅っこのほうでピョンピョン飛び跳ねながら私に手招きをしていた。

「杏奈、遅かったじゃない」

「ごめん。行こうと思ったところで、データの不具合を見つけちゃって」

　沙月が目を瞬かせる。

　どうして彼女が驚いた顔をしたのか、その理由はわかっている。私らしくないとでも言いたいのだ。

　不具合を見つけなかったことにしてしまおうかと、一旦は帰り支度をした私。けれど、良心の呵か責しゃくに耐えかねて、再びパソコンを起動させたのだ。

　どうも最近の私は今までと違う。これまでは、仕事にきちんと向き合おうとは思いもしていなかったのに。

　そのとき、不意に浮かんだ立花さんの顔を慌てて振り払う。

　立花さんに認めてもらいたい……？

　そんなことは、ない。断じてない。

　否定することに必死になる。

　ともかく、その不具合を大急ぎで片づけてから、私はここまでやってきた。

「もう乾杯も終わって、みんな好き勝手に飲み始めてるよ」

「そっか」

　沙月も入江くんも、手にはグラスを持っていた。それじゃ私も、とちょうど通りかかったウエイターからロゼが入ったグラスをもらい、沙月たちと乾杯した。

「でも、遅れてちょうどよかったかもしれない。社長や会長の長すぎる話を聞かずに済んだんだから」

「そんなに長かったの？」

「三十分ですよ、三十分！」

　入江くんが指を三本立てて力説した。

「三十分……それは長いね。お疲れさま」

　今日は立食形式のパーティーで、料理の並んだテーブルが会場のまわりをぐるっと囲んでいる。三人で料理を取りながら歩いてみると、日本食からフレンチ、イタリアン、中華まで、なんでも揃っているようだった。寿司に至っては屋台のような演出で、数人の職人がその場で握っている。こんなときだからこそ高級食材を、なんて庶民丸出しで、脂の乗っていそうな大トロやヒラメを口に運んでは、三人で「おいしい！」と大騒ぎした。

「バニーちゃんにしなかったんだ」

　半袖の薄いイエローの膝丈ワンピを着た私を見て、沙月が笑う。

「するわけないでしょ」

　彼女がからかうような目つきで見てくるものだから、つい、きつい口調になってしまった。

　あんな格好で来たならば、それこそ『即解雇だ』と、みんなを前にして立花さんに通告されるに違いない。公開処刑はまっぴらごめん。

「この前から、バニーちゃんってなんなんですか？　ねぇ、沙月さん、杏奈さん」

　しつこく食い下がる入江くんそっちのけで、沙月を軽く睨んだ。

　そういえば立花さんは出席していないのかな。さっきから姿が見えないけれど……。もしかしたら、こういう場は苦手なのかもしれないな。

　楽しそうに話し始めた沙月と入江くんを横目に、なんとはなしに視線を彷徨わせる。

「なになに？　誰を探してるの？」

　すかさず沙月に突っ込まれて、慌てて作り笑いを浮かべた。

「別に誰のことも探してなーい」

　ごまかすようにフォアグラのソテーを口に運び、「おいしいねー」と入江くんに同意を求める。

「あ、わかった」

　沙月の目が怪しく細められるのを見て、何を言いたいのか悟ってしまった。言われる前からギクリとする。

「立花さんでしょ」

　それでも気は遣ってくれているらしい。彼女は入江くんには聞こえないように、私の耳元で囁ささやいた。

「違うってば」

「いいや、違わない。ほらっ、また赤くなってるし」

　何度も言うようだけれど、そうやって沙月がからかうから、なりたくなくても赤くなってしまうのだ。

　そう言いたいのをグッと堪えつつ、通りかかったホテルのスタッフからお代わりのグラスをもらおうと手を伸ばしたときだった。立花さんを遠くに見つけて、一度持ったグラスを戻す。彼は男女合わせて数人の輪を作って談笑していた。

　ただ、見つけたとはいっても話す用事があるわけではなく、近づくこともできず遠目に見るしかできない。立花さんに気安く話しかけられるほどの度胸は、まだ私には備わっていない。

　でも、ちょっと待って。私の知っている彼とはちょっと様子が違う気がする。顔は少し赤いし、普段より笑っている。いつも厳しい表情ばかりの立花さんが。まわりにいる人たちが、彼にとって親しい人だからなのかもしれないけど。

　手に持っているあのグラスはなんだろう？　……まさか、お酒!?　だとしたら一大事だ！

「あ、ちょっと、杏奈！　どこ行くの？」

　入江くんに私の皿を押しつけ、沙月の声に振り返ることもなく、立花さんの元へと急ぐ。

「立花さん！」

　突然の私の登場に驚いた顔をして、立花さんが目を瞬かせる。

　やっぱり変だ。その目からは、いつもの冷静さが失われているように見えた。彼の腕をグイッと引っ張る。

「おいっ」

「ちょっとこっちへ来てください！」

　有無を言わさず、そのまま引きずる。立花さんの後ろから「おっと、まさかの告白？」というからかいの声が聞こえたけれど、そんなことに構っている余裕はなかった。

　会場を出て、すぐ隣のドアを開く。するとそこは、フットライトだけが点つけられた小部屋だった。重ねられた椅子やテーブルがきちんと整頓されているところを見ると、物置なのかもしれない。

　そこへ立花さんを押し込み、続いて私も入るとドアを閉めた。

「なんの真似だ」

「お酒、飲んでますよね？」

「酒？　まぁ多少は」

　立花さんは、『それがなんだ』という顔をした。やっぱりそうだったのだ。

「ダメじゃないですか」

「何がダメなんだよ」

　彼の若干強い口調に、私の勢いが一瞬で弱まる。

「えっと、それは……」

　良樹さんの言葉が頭をグルグル駆け巡る。

『海人はお酒を飲むと――』

　立花さんのそんな姿は見たくない。

「佐伯？」

　彼が私の顔を不思議そうに覗き込む。いつもより力のない目なのに、それに引き込まれてしまいそうになる。揺れる瞳から目を逸らせない。

　今頃になって、トクトクトクと存在をアピールし始めた鼓動。静かすぎる部屋にふたりでいるという事実が、息を詰まらせる。

「お酒、飲んだらダメですよ」

　それでもなんとか口にした。

「別に、佐伯に迷惑かけるわけじゃないだろう」

　ため息交じりに立花さんが呟いた。そう言われると困ってしまう。ごもっともゆえに言葉に詰まった。

　けれど、ここまで引っ張ってきた手前、今さら引くわけにもいかない。

「飲めないんですよね？」

「まぁ、あまり得意ではない」

　得意、不得意ではなくて……。

　彼は『だからどうした』とでも言いたそうだった。

　じれったさがどんどん募っていく。立花さんを困惑させるかもしれないという不安と、呆れられたら嫌だという気持ちで、何をどう説明したらいいのか自分でもわからない。

「それがどうかしたのか」

　立花さんのツッコミが、さらに私から言葉を奪う。高鳴る心臓の音が自分でもはっきりと聞き取れた。

　こうなったら、ここへ引きずってきてしまった理由を白状するしかない。

「……キス」

　半分やけっぱちになって、口を開いた。

「は？」

　ボソッと告げた単語に、彼が目を見開く。

「お酒を飲んだら、キス魔になるって」

「へ？」

「女の人なら、見境なくキスするって」

　それは、良樹さんが私にこっそり耳打ちしたことだった。

　そんなところは絶対に見たくない。それが公にされたキスシーンだからとかいうことではなく、立花さんだから。立花さんが誰かとキスしているところなんて見たくないから。その一心で、こんなところへ彼を無理やり引っ張り込んでしまったのだ。

　今、この瞬間、わかってしまった。私は……恋に落ちたのだ。立花さんが、好き。

〝落ちる〟という表現がいかに正しいかを思い知った。それはまさにストンと、突然現れた落とし穴に吸い込まれたようだった。そして、そう悟ったときの収まりのいいこと。

　美しい字に惹ひかれただけじゃない。辛口の裏に隠された優しさに触れるうちに、いつの間にか恋心が膨らんでいた。今、確かに胸に感じる熱っぽさは、ごまかしようがないほどのもの。こんなところでそれに気づかされてしまった。

　ふと見れば、立花さんが「ククク」と肩を震わせて笑っていた。

　どうして笑うの？

「誰がキス魔だって？」

「……え？　……立花さんです」

「見境なしにキスするって？」

　良樹さんはそう言っていた。お酒を飲んだが最後、女の人であれば誰彼構わずにキスをする、と。

「……違うんですか？」

「いったい、誰にそんなことを吹き込まれたんだよ」

　え……？　本当に違うの？

　立花さんが目元に笑みを浮かべながら、髪の毛を掻き上げる。そんなさりげない仕草でさえ直視できない私は、よほどの重症らしい。

「兄貴か」

　一瞬の間のあと、彼はすぐにピンときたようだった。けれど私がそこで頷けば、良樹さんを悪者に仕立ててしまいそうで、グッと堪える。

「ったく……。佐伯はそれを信じたわけだ？」

　ここは頷いても大丈夫だよね？

　考えながら首を縦に振る。

　お兄さんである良樹さんから言われれば、信じないほうがおかしい。〝飲まないイコール身体が受けつけない〟じゃなく、〝飲むイコール危険行動〟。それを嘘だと見破るのは、私には至難の業だと思う。

「で、俺がキス魔だったらダメなのか？　なんで佐伯がそんなことを気にするんだ？」

　ハッとして立花さんの顔を見上げると、どこか意地悪な視線とぶつかった。

　もしかして、私の気持ち、バレちゃった!?

　いよいよ核心に迫った質問をされて、心臓が飛び上がる。

　思ったよりもすぐ近くに立花さんの顔があって、密室にふたりきりだということをさらに強く意識してしまう。

「それは……」

　胸が激しく波打ち始めると同時に、顔の温度も一気に上昇。緊張がマックスに到達しようとしていた。

　行き場を求めた『好きなんです』という言葉が、口の先まで出かかる。

「それは？」

「……勘違いです。立花さんの勘違い」

　すんでのところで『好き』というセリフは呑み込んだ。

「勘違い？」

　思わず出た立花さんの常じょう套とう句くに、彼は訝いぶかしげな表情になる。

「べ、別にダメじゃないです。私は何も気にしてないです、はい……」

　両手を胸の前でヒラヒラ振って、彼の見当違いだということをアピールする。そうやってごまかすより他に手立てが見つからない。

　どうか、私の気持ちがバレていませんように……。

　それでもまだ動悸は治まらなくて、胸に手を当てて、別の生き物と化した心臓を宥める。

　落ち着け、落ち着け……。

　でも、呪文のように心の中で唱えてみたところで、立花さんと密室にふたりという状況は変わらない。落ち着けるわけがないのだ。

　そっと目だけを上げて様子を窺ってみると、再び彼と視線がバッチリぶつかってしまった。心なしかさっきよりも目がトロンとしているように見える。

「佐伯……」

　立花さんが、軽い一歩分の私との距離を一気に詰める。

　え!?　何!?

　そして信じられないことに、私に向かって覆い被さってきた。

「あ、あのっ……！」

　咄嗟に身体を強こわ張ばらせて、立花さんの胸に手を突く。それと同時に、彼がなぜかその場に崩れ落ちた。

　支えようとしたものの、私より頭ひとつ分くらい背の高い立花さんを支えられるわけがない。抱き止めた弾みで、彼の唇が私の唇をかすめる。そのままふたり揃って床に座り込んだ。

「立花さん……？」

　私の呼びかけに返事はない。私の肩に顔を乗せるような格好になっていた立花さんを、なんとか引き離す。

　覗き込んだ彼の瞼は閉じられていて、聞こえてくるのは安らかな寝息。

　嘘。寝てるの……？　どうして？　具合でも悪いの？

　そう思ったものの、立花さんは苦しそうに顔を歪ゆがめることもないし、呼吸も安定している。

　何が起こったのかわからないまま、すっかり寝入ってしまった彼をもう一度抱き止める。

　……今、キスしちゃったよね？

　それは本当に一瞬の出来事だった。ほんの少しかすめただけ。単なる弾みで起きた事故みたいなものだけど、確かに唇が触れ合った。

　思い返すだけで、心臓が飛び出してしまいそうなほど暴れ始める。

　そうしてしばらく放心状態のまま座り込んでいた私は、ふと我に返った。

　このままここにいても埒らちが明かない。声を上げて誰かを呼ぼうか。でも、あらぬ疑いをかけられても困る。それはそれで立花さんに迷惑をかけることになりかねない。

　不自由な状態のままバッグを探り、財布を取り出す。確か、ここに入れたはず。

　財布のポケットから名刺を出し、今度はスマホを手に取った。

『はぁい。いつもあなたの心のそばに。ブルースカイでございまぁす』

　数回のコールのあと、オネエ口調の良樹さんが電話に出た。










ふたりきりの夜




「ふぅ。ほんっと、寝た人間って重いのねぇ」

　スーツのジャケットを脱がせた立花さんをベッドに横たえた良樹さんは、手をパンパンと払って腰に当てた。

　中身は女性なのかもしれないけれど、さすがに男性。力がある。

　良樹さんは、私からの電話ですぐにホテルへ駆けつけてくれた。そして気を失った立花さんを担ぎ上げて車に乗せ、たった今、立花さんの部屋に着いたところだった。事情を話して鍵を開けてくれた管理人さんは、『大変だねぇ』と言いながら立ち去っていった。

「本当に、眠ってるだけなんですよね？」

　規則正しい寝息に聞こえるけれど、あんなふうに突然目の前で倒れられたら、私じゃなくても心配するに違いない。

「杏奈ちゃんったら、心配性ねぇ。大丈夫ったら大丈夫。何度も言うけど、海人はアルコールが入るといつもこうなのよ」

「それならいいんですけど……」

　良樹さんによると、立花さんはお酒を飲んで一定時間が経過すると、突然意識を失ったように眠り込んでしまうらしい。つまり、キス魔というのは立花さんが言っていた通り〝ガセ〟で、私は良樹さんにのせられただけだったのだ。

「海人もきっと、仲のいい同僚がそばについていたから安心して飲んだのよ」

　良樹さんが微笑むのを見て、私のそばでは安心して飲めないということだと、つい卑ひ屈くつになってしまう。

「でも、良樹さんったらひどいですよ。キス魔だなんて」

　すっかり騙だまされた私。それがまさか嘘だとは思いもしなかった。

「ふふふ。ごめんね」

　良樹さんは肩をすくめて舌を出した。

　立花さんに『好きなんです』と口走るところだった。思い出しただけで恥ずかしい。

「でも、ふたりであんな密室にいて、本当にキスされてたりなんかしてー」

　飛び上がるようにびっくりする。『キス』という単語に必要以上に反応してしまう。

「や、やめてくださいってば！　キスなんてしてません！」

「あらぁ。それじゃ、あんなところで何してたの？」

　からかう目つきで探られる。

　あれは不可抗力。そう思っても、熱くなる頬はどうにもならない。

「きゃーっ。杏奈ちゃんってば、照れちゃって。可愛い」

　ツンツンと頬を突かれて、恥ずかしさで目を背けた。良樹さんは人が悪い。

　逸らした視線の先に、ふと立花さんの寝姿が映った。なんだかちょっと苦しそうに見えて、ベッド脇に跪き、彼の首元に手を伸ばす。ネクタイに手をかけ、少し緩めてあげた。

「それじゃ、杏奈ちゃん。あとはよろしくね」

「えっ……」

　よろしくって？

「私、お店に戻らなくちゃならないから」

「じゃあ私も帰ります」

「やだっ。杏奈ちゃん、そんなこと言わずに海人に付き添ってあげててくれない？」

　腰を浮かせかけた私に、良樹さんが待ったをかける。彼は小首を傾げニコッとした。

「え、でも……」

　ただ寝ているだけならば、私がここにいる必要性はあまり……。

「目が覚めたときに、『ここはどこ!?』ってパニックになっちゃうでしょ？」

　自分の部屋なのだから、それはないと思う。

「とにかく、海人が寂しがるからいてあげてちょうだい。ね？　頼んだわよ？」

　何度も念押しすると、良樹さんは賑やかな空気を一緒に連れて、立花さんの部屋から出ていってしまった。

　途端に室内が静まり返る。

　私、どうしたらいいの？

　初めて訪れた立花さんの部屋。身の置きどころがなくて途方に暮れる。

　フローリングにペタンと腰を下ろしたまま、改めて見まわす。清潔感のある白い壁紙を基調にした１ＬＤＫの部屋。リビングとベッドルームの間が簡易的に仕切られただけの造りのせいか、ものすごく広く感じる。今いるベッドルームは十畳くらい。リビングとダイニングで二十畳はありそうだから、合わせると三十畳以上の広さだ。

　玄関と対角にあるドアは、バスルームやレストルームに続いているのかもしれない。よく見ると木目調のドアに、一本だけ縦にラインのように入ったガラス張りの部分から、廊下らしきものが見えた。

　ソファやベッドなどの家具類は、すべてダークブラウンで統一されていた。リビングにある本棚の脇には、入りきっていない難しそうな本が山積みされている。それ以外は綺麗に整理整頓されていた。

　彼女とのツーショット写真でもあるかもしれない。ドキドキしながら目だけで探ってみたけれど、それらしいものは何ひとつなくて、ちょっとホッとする。

　立花さんの女性絡みの話は聞いたことがないけれど、それは私が今までまったく興味がなかったから、耳を素通りしていたのか。絵も写真も飾りもない殺風景なところが妙に立花さんらしくて、つい笑みがこぼれる。

　そうしてひと通り室内を見渡し終えると、もうやることがなくなってしまった。小さく息を吐きながら、立花さんへ何気なく目を向けると、変わらず一定の呼吸を繰り返していた。

　彼の寝顔を見る機会は、きっとこの先訪れない。そう思って改めて座り直し、ちょうど私の顔の高さくらいのベッドに近づいた。無防備な寝顔をまじまじと観察。

　どのくらいお酒を飲んだのかは知らないけれど、アルコールが入っただけで眠っちゃうなんて。何があっても乱れることのない立花さんのイメージとは逆で、なんだか可愛い。そんなことを言ったら、また『ふざけるな』と怖い目つきで睨まれるかな。

　その顔を想像して、再びひとりでニヤける。厳しい表情に恐れをなしていたときの私とは大違いだ。鋭い目で睨まれただけで震え上がっていたのに、今ではそんな顔の立花さんでさえ愛しいと感じる。自分の気持ち次第で、こんなにも違うなんて……。

　どれくらい寝顔を見つめていたのか、不意に立花さんが寝返りを打った。それと同時に、ゆっくりと彼の瞼が開かれる。

　その瞬間、バッチリと合った目に、硬直する私の身体。

「……佐伯？」

　彼は何度か瞬きを繰り返したあと、かすれた声を発した。

「は、はい……」

　なんで私がそばにいるんだと訝しんでいるのだろう。その目に戸惑いの色が滲んだ。

　どうしよう……。なんて説明しようか。

　今さらながら思案に暮れる。

「ここ……俺の部屋、だよな……」

　部屋の中に視線を彷徨わせたあと、立花さんがゆっくりと身体を起こす。

　私はひと呼吸置いて、コクンと頷いてみせた。

「あのですね、立花さんが急に気を失っちゃったものですから、どうしたらいいのかわからなくて」

　のこのこ座っているわけにもいかなくて、立ち上がって気をつけの姿勢。先生に注意された小学生みたいに背筋をピンと伸ばした。やっぱりこの目に睨まれると、身体が固まってしまうことに変わりはなかった。

「それで、良樹さんに助けを……」

「兄貴に？」

　立花さんが眉をひそめる。それから目を細めて私を見た。

「す、すみません、勝手なことをして。すぐに帰ります」

　そばに置いていたバッグを手に取り、大慌てで退散の支度をしていると、彼が「悪かったな」とポツリと呟いた。

「え……？」

　怒られるとばかり思っていただけに、その言葉に拍子抜けしてしまう。

「兄貴のことだ。佐伯を無理やりここに置いてったんだろ」

「あ、いえっ……」

　それもなきにしもあらずだけど……ちょっと違う。私も、ここにいたかった。立花さんともう少し一緒にいたかったというのが本音だ。

　シュルシュルと音をたてて、彼がネクタイをほどく。シャツのボタンをふたつ外したときに見えた鎖骨から、慌てて目を逸らした。

　帰ろう。うん、帰らなくちゃ。立花さんが目覚めれば、私は用済みだ。

「すみません。失礼します……」

「ちょっと待て」

　数歩踏み出したところで追いかけてきた立花さんの声。少し焦って呼び止めたような言い方に、ピタッと足を止めて振り返る。

「今、何時だと思ってる」

　腕時計を確認する。

「〇時過ぎです」

　見たままを告げると、「そうじゃない」と返ってきた。

「こんな時間に、ひとりで帰らせるわけにはいかないだろ」

　私から視線を外して、彼がボソッと告げる。

「大丈夫です。駅まで近そうですし」

　さっき良樹さんがここへ連れてきてくれたときに、車の窓から場所は確認済み。

「終電もまだあります」

　これは、たぶんだけれど。

「方向感覚皆無の佐伯が、無事にたどり着けるのか？」

　立花さんが、急にからかうような目つきになる。痛いところを突かれてしまった。

「そんなことないです。送っていただいたあの夜は、たまたまですから」

「いいや。佐伯の方向感覚ほど危なっかしいものはない」

「……そこまで言わなくても」

　ひどすぎる言われようにシュンとする。落ち込んだ私を見て、立花さんがニヤッと笑みを浮かべた。

「送っていってやりたいところだが、飲酒運転は避けたい」

「電車で帰るので大丈夫です」

　ついムキになる。

「泊まっていけ」

「ですから……え!?」

　今、泊まれって？　そう言った……？

　涼しい顔をして言うセリフじゃない。超高速で瞬きを繰り返すばかりの私。

　ところが、その次の瞬間、「……と言ったらどうする？」と、立花さんは私を試すように聞いてきた。

　どうするって、そんなことを真顔で聞かないで！　本気かと思っちゃうじゃない！

　高速で動くのは、瞼ばかりじゃない。鼓動もうるさいほどに高鳴っていく。

　固まった状態の私に、彼がまっすぐな視線を注ぎ続ける。

　もしかして本気で言ってるの？　それはつまり……。

　謝恩会の途中の、ほんの少しかすめただけのキスを思い出して、顔に一気に火の手が上がる。

　緊張が極限まで達しようとしていた、そのとき……。

「冗談だ」

　立花さんはそう言って、私の動揺する姿に、満足気に「ククク」と笑う。

「じょ、冗談って……」

　たぶん、今の私の顔、とってもマヌケだ。口はポカンと開いているし、目は焦点が定まっていない。

　悪ふざけもいいところだ。私の気も知らないで。

　つい眉間に皺が寄る。

「私のこと、からかって楽しいですか？」

「悪いが」

　彼はじっと私を見据えて言葉を溜めたあと、「楽しい」と真顔で答えた。

　た、楽しいんだ……。

　素直にそう言われてしまうと、それ以上何も話せなくなる。『楽しくない』と言われるよりはずっといいけれど、なんだかちょっと複雑だ。立花さんにとっての私が、単なるオモチャのようにも思えてしまう。

「コーヒーでも淹れるから、タクシーが来るまでの間、座っておけ」

　立花さんはスマホを手に取り、キッチンへ入っていった。

　……あ、そうなんだ。『泊まっていけ』というのは、やっぱり冗談だったんだ……。

　ホッとしたような、ガッカリしたような。どっちも本音だった。

　それから立花さんがコーヒーを淹れて戻るまでのほんの数分で、いろいろなことを考える。

　呼んだ素振りはなかったけど、もうタクシーの手配はしたのかな。あとどれくらいで着くんだろう。ここにいられる時間は、残り何分？

　ありえないほど緊張しているくせに、立花さんとはまだ一緒にいたい。タクシーが来るまでの間に限られているからこそ、その時間をものすごく愛しく感じる。からかわれただけだと頭ではわかっているけれど、『泊まっていけ』なんて立花さんが言うから。それを言われたときに私に向けられた〝ほんの一瞬の偽りの愛情〟のやり取りを何度も思い返しては、胸が締めつけられたように苦しかった。でもそれは、心地いい苦しさだった。

　カップを両手にふたつ持った立花さんが、私との間にひとり分の隙間を空けてソファに座る。

「砂糖とミルクは？」

「あ……大丈夫です」

　本当のところはものすごく甘党で、砂糖はスティックシュガーをふたつ、ミルクもたっぷり入れたいところだけれど、今のこの状況でそんなことを言っている余裕はない。立花さんの部屋にふたりきりだということに変わりはないのだから。

　ふと彼のカップを見ると、コーヒーというよりはミルクに近い乳白色をしていた。いったい何を飲んでいるんだろう。

「立花さんはコーヒーじゃないんですか？」

「コーヒーだ」

「え、でも……」

　彼は私の反応で、知りたがっている内容にすぐに気づいたらしい。

「コーヒーには、砂糖もミルクもたっぷり入れる派だ」

「えっ。私も同じです！」

　その返答に、ついテンションが上がってしまう。でも目の前にあるものがブラックコーヒーだと思い出した。

「あ、これはこれでいいんです……」

　気を遣わせてはいけないと思い、慌てて言い直した。

　飲もうと手を伸ばしたところで、彼がクスッと笑いながら私のカップを持ち上げる。

「砂糖とミルク、入れてくるよ」

「え、あっ、すみません……」

　再び戻ってきた立花さんの手にあったカップには、彼のものと同様に、白に近いコーヒーが注がれていた。

「ありがとうございます」

　両手で受け取り、口をつける。

「……おいしい」

　やっぱりコーヒーはホッとするくらい甘いに限る。思わず顔が綻ほころぶ。

「コーヒーくらいで、この世で一番幸せみたいな顔をするとは、佐伯は安い女だな」

　からかいの滲んだ目で笑われる。

「安いだなんて！」

　カップを持っていない手でつい拳を握ったものの、その手を立花さんに突き出す勇気はない。とはいえ、軽く睨むことくらいは最近の私にもできるようになった。ほんの少しの進歩に過ぎないけれど、距離が縮まったようで嬉しい。

　精いっぱいの力を込めて目を向けると、そこには予想外に優しい立花さんの笑顔があった。初めてブルースカイで見たときと同じ顔だった。思わず和んでしまうような笑み。そんな表情を向けてくれるなんて思いもしていなかったから、不意打ちで心が乱れる。

「どうかしたのか？」

　彼は自分が、いつもと違う穏やかな顔をしていることに気づいていないのか、どうして私が戸惑っているのかわからないようだった。

「いえ、あの、その……」

　一時停止状態で声をかけられて、必死で話題を探す。

「お酒を飲めない人が甘党って、本当なんですね」

　やっと見つけた話題に、ホッと胸を撫で下ろした。私の場合は、お酒も甘いものも好きだけれど。

「甘いものはなんでも好きですか？」

「ケーキもプリンも餡あん子こも好物だ」

「そうなんですか」

　好きなものが同じだったことに、さらにテンションが上がる。

　すごく意外だ。立花さんとケーキなんて、ちょっと結びつかない。おいしそうに食べる姿を想像して、つい笑みがこぼれる。

「笑いたければ笑え」

　彼がムッとして私を睨む。

「笑ってないです」

「その顔が笑っていなくて、どの顔が笑っているっていうんだ」

　ムキになるところも可愛いと思ってしまう。初めて目にする立花さんの姿に、胸がむず痒がゆい。

　冷たくて、厳しくて、一寸の隙さえ見せない男の人。そう思っていた立花さんの意外な一面が、私の想いをさらに大きくさせる。それを持て余してしまいそうで、処理に困った。

「そういえば、まだあったか」

　立花さんがおもむろに立ち上がる。どこへ行くのかとその背中を目で追うと、彼は冷蔵庫を開けて、中から何かを取り出して戻ってきた。

「食べるか？」

　出されたのはコンビニで売っているプリンで、ご丁寧に引き出しからスプーンまで取ってくれた。

「夜遅くて美容によくないとかいうのなら、無理にとは言わないが」

「いえ、いただきます」

　取り返されそうになったプリンを死守する。

　この際、美容がどうだとか、体重に響くだとか、そんなことを気にしていられない。立花さんがせっかく出してくれたものなのだから。プリンひとつ分、明日何かを我慢すればいいだけのこと。変な理屈を自分に言い聞かせた。

「いただきます」

　立花さんと揃ってペリッと蓋を剥はがし、プリンをスプーンで口に運ぶ。こっそり彼を観察すると、よほど好物なのか、ほくほく顔で食べていた。

　今度、おいしいプリンを見つけたら立花さんに買ってこよう。

　好きな人の好きなものを知れて、少し得した気分でいた。そしておいしそうに顔を綻ばせながら、立花さんはあっという間にプリンを平らげてしまった。『私のもどうぞ』と言ってしまいたくなるくらい嬉しそうに食べる、そんな一面もまた私には意外で、嬉しかった。

　不意に私のほうを見て、彼が瞬きを繰り返す。

「あの……何か？」

「佐伯はお子様か」

「えっ？」

「ついてるぞ」

　伸びてきた立花さんの手に、凍りついたように身体が硬直する。よけるなんていう動作は、とてもじゃないけれど追いつかなかった。その指先が私の唇の端をかすめる。

「プリン」

「あ……す、すみません」

　立花さんは、自分の指についたプリンをティッシュペーパーで拭った。

　恥ずかしいにもほどがある。立花さんの言う通り、お子様だ。年相応の大人の女性らしくいたいのに、彼の前ではことごとく失敗。口のまわりに食べ物をつけたまま食べ続けているなんて、どれだけ子供っぽいのか。自分のことながら、ほとほと情けなくなる。

「佐伯」

　ふと名前を呼ばれて、立花さんを見る。思いのほか熱を帯びている眼差しに、身動きができなくなった。

　立花さん……？

　そこで彼が言葉を止めたまま注ぎ続けてくる視線が、私の緊張を再び高めていく。

　物音ひとつしない静かな部屋の中。聞こえるのは、私の耳の奥深くで存在をアピールする鼓動だけ。吸い込まれてしまいそうな立花さんの瞳に、私は瞬きもできずに、もしかしたら呼吸さえ止まっているかもしれない状態のまま、じりじりと時間だけが過ぎていく。

　立花さんが私を好きだと告白してくれるんじゃないか、なんていう浅はかな期待も入り交じる中、彼がもう一度私の名前を呼んだ。

「佐伯」

「……はい」

　緊張が最高潮へとのぼりつめた、そのときのことだった。

「杏奈ちゃーん、海人の様子はどう？」

　静寂とは正反対の空気に乗せて、待っていたものとは違うセリフが耳に届けられた。すり足のような足音と共に、良樹さんが登場したのだ。

「あら。もしかしてお邪魔だったかしら」

　私たちを見て、良樹さんが目をパチクリとさせる。

「あ、いえ、邪魔だなんて」

「あら、そお？　なんだかふたりともピンク色の空気に包まれてるけどぉ？」

　大きく見開いた目に、好奇の色が映った。しかも両手で空にハートマークを描いてみせる。ピンク色の空気だと言われて、私の頬まで同じ色に染まりそうだった。

「で、兄貴はいったいなんの用だ」

「もう。相変わらず冷たいのね」

　立花さんの質問に、良樹さんが眉尻を下げてシュンとする。

「海人の様子が気になったから来たに決まってるじゃないの。それと、杏奈ちゃんのこともね」

　私に向けてウインクを飛ばす。私はというと、ウインクを返すどころか、軽い会釈をすることしかできない。

「店は？」

　立花さんが素っ気なく尋ねた。

「もちろん閉めてから来たわよ」

「俺なら大丈夫だから。悪かったな、ここまで運んでもらって。それと、変なことを佐伯に吹き込むのはやめろ」

　立花さんの言い方が少し冷たいのは、気のせいなのかな。

「あら、変なことだなんて。ねぇ、杏奈ちゃん？」

「え？　あ、はい……」

　咄嗟に肯定の返事をしたけれど、そこは立花さんに同意するところだ。良樹さんが妙なことを言ったせいで、こんなことになったのだから。

「とにかく、俺は大丈夫だ」

「私は帰れってこと？　海人、なんだか機嫌が悪いみたいね」

　言われてみれば、立花さんは眉間に嫌な線を刻んでいた。

「やっぱり私はお邪魔虫だったかしら」

　良樹さんがニヤニヤと笑う。

「でも、杏奈ちゃんを送っていかなきゃならないでしょう？　海人は運転できないし」

　立花さんがソファの背もたれから身体を起こして、「え？」と声を上げる。

「『え？』って何？」

　良樹さんが首を傾げたまま、立花さんを見た。

「あ、いや、タクシーを……」

　立花さんが、なぜか狼ろう狽ばいしたような妙な瞬きをする。

「もう呼んであるの？」

「……いや、これから……」

　立花さんは言いにくそうに、ボソッと答えた。

　まだ呼んでいなかったんだ……。

　もうすぐ着く頃かと寂しい心持ちでいた私。少し驚いている私へ一瞬向けられた立花さんの視線は、すぐに逸らされた。

「それならよかったじゃない。私が責任を持って送っていくわ」

「大丈夫なんですか？」

「もちろんよ。こんな時間までここにいさせたのは私だからね。それとも、私じゃ嫌かしら？」

「嫌じゃないです！」

　右手を横に振って否定。

「それじゃ、決定ね」

「はい。よろしくお願いします」

　良樹さんは私と頷き合って、立花さんへ向き直る。

「海人、そういうことだから、杏奈ちゃんはお預かりするわよ」

　立花さんはそれに返事をせず、首を縦に振って頷いただけだった。




　良樹さんの車は来たとき同様、マンション前に横づけされていた。遠くからでもパッと目を引く真っ赤な外車だ。

　彼にエスコートされて助手席に乗り込むと、シートに身体を沈めた。

「あの、自宅までの道案内ですが、実は……」

「あぁ。わからないってことよね？」

「……すみません」

「そりゃそうよ。土地勘がないんだもの。心配しなくて大丈夫よ。住所を教えて」

　良樹さんに言われてアパートの住所を伝えると、彼は素早くカーナビを操作し、「それじゃ、出発するわよー」とハンドルを大きく回して進行方向を変えた。

「杏奈ちゃん、そのメイクのほうが似合ってるわよ」

「はい？」

「初めて会った夜も、海人に連れられてうちに来たときも、なんだかやけに濃いメイクしてたじゃない？」

　何と比べられているのか一瞬悩んだけれど、良樹さんに言われてすぐに納得できた。どちらもプリマベーラの帰りだったから、作りすぎた顔だったのだ。

「だからさっきホテルに呼ばれたときも、一瞬、『誰？』って思っちゃったわ」

「そうですよね。すみません……」

　良樹さんには話しても大丈夫かな。

「実は、プリマベーラっていうお店でバイトをしていて……」

「プリマベーラって、バニーちゃんの格好の？」

「そうです」

　良樹さんも知っているらしい。ブルースカイと近いからなのかな。

「会社にはもちろん内緒で。でもこの前、立花さんにバレてしまって」

　ことの顛末を話すと、良樹さんはその都度「あらま」と合いの手を入れながら聞いてくれたのだった。







第三章










嘘が招いた大だい惨さん事じ




「それで？　何があったの？」

　テーブルを挟んで座っている沙月が、じっと私を見つめる。その目が『うやむやになんてさせるものですか。絶対に逃がさない』と言っているようで、つい身構える。

「昨日の夜、どこで何をしていたの？」

　まるで取り調べだ。

　沙月が私の部屋へ訪れたのは、謝恩会の翌日、つまり昨日の今日だった。しかもまだ午前十時。昨夜遅く帰ってきた私が目覚めたのは九時。顔を洗って、やっと部屋着に着替えたところだった。

「立花さんと一緒だったんでしょ？」

　彼の手を引いて会場を出ていったのは、沙月も見ていたはずだから、そこを否定することはできない。

「……うん」

　これから怒ど涛とうの質問が待っているかと思うと、ちょっと気が進まなかったけれど、素直に頷いた。

「付き合ってるの？」

「まさか」

　慌てて否定する。

「でも、杏奈は好きなんだよね？」

　強烈なストレートパンチをお見舞いされた気分だった。そう見られているかもしれないと思ってはいたものの、まさかこんなに早い段階で聞かれるとは予想もしていなかった。

　思わず言葉に詰まってしまう。でも、私の反応で沙月はすべてを悟ったらしい。

「やっぱりそうだったんだ」

　両腕を胸の前で組んで、ふむふむといった具合に頷いた。

「でも、いつから？」

「……いつ？」

　いつだろう……？

　最初は、それこそ怖いだけの存在で、あの鋭い目に縮み上がってばかりだったのに。

　立花さんとの短い思い出を振り返ってみる。強いて言えば……。

「字を見たとき、かな」

「字？」

　沙月は、意味がまったくわからないといった顔をした。

　デスクに貼られたメモを見たとき、最初はそれが誰からのものかわからなかったけれど、美しく整った字にドキッとさせられたのは事実。字の主がまさか立花さんだとは思いもしなかったけれど……。

「立花さんの字がすごく好きなの」

「え？」

　さらに不思議そうに沙月は首を傾げた。

「……その感覚はよくわからない。それじゃ、立花さん自身を好きなわけじゃないの？」

　私は首を横に振る。

「立花さん本人のことが好き」

　素直に言ってしまってから、カーッと頬が熱くなった。

　厳しさの中、たまに見せる優しい眼差しに何度ときめいたか。辛口なことばかり言う立花さんだけれど、そこに悪意がないことを知るごとに、もっと近づきたくなった。彼のいろいろな顔を知るたびに、どんどん想いが膨らんだ。

　そんなことを考えていると、「幸せそうな顔しちゃって」と、沙月が私の頬を軽くつねった。

「完全な片想いだけどね」

「でも、昨夜はずっと一緒にいたんでしょ？」

「それには、いろいろと事情があって……」

　沙月に説明するには、良樹さんのことも、立花さんがお酒を飲めないことも話さなくてはならない。何度も話を前後させながら、ようやく辻つじ褄つまを合わせることができた。

「なるほどね。キス魔だと信じたからこその、あの必死さだったんだね」

　ニヤニヤと沙月が笑う。

「……何よ」

「いや、立花さんの腕を引っ張って、会場から出ていったときの杏奈ときたら……」

　そこまで言ってから、また笑った。

「だって、誰かにキスするところなんて見たくなかったから」

　私はボソボソと言い訳する。

「でも、自分がキスされるとは思わなかったの？」

「だよね」

　そこまでは考えが及ばなかった。とにかく、あの場にいる女性たちから引き離すことに必死だったから。

　でも、立花さんが本当にキス魔だったとして、私がされるんだったら……それはそれでいい……って、何を考えているんだろう。

　弾みで触れた感触を思い出し、唇を指でなぞる。立花さんとのキスシーンも勝手に想像して、また頬が熱くなるのだった。




　沙月に好きなようにからかわれただけで休日は過ぎ、またいつものように月曜日が始まった。

　立花さんと次に顔を合わせたときは、プリンのお礼を言わなくちゃ。

　そうは思ったけれど、仕事上で接点のない人事部にわざわざそのためだけに顔を出すのは妙だし、みんなのいる前で『ご馳走さまでした』なんて言って変な誤解をされたら、立花さんに申し訳ない。休みの間にメールでも送っておけばよかった。

　そんなことを考えながらレストルームから戻ると、向かいに座る入江くんが、パソコンのディスプレイから首を伸ばした。

「立花さんから内線がありましたよ」

　小さく跳ね上がった鼓動が、容赦なく私の胸を高鳴らせる。

　ダメだ、私。立花さんの名前が出ただけだというのに。

「……立花さんから？」

「はい。立花さんです」

　スマホの番号を知っているはずなのに、どうしてわざわざ内線なんだろう。

　そう思ったところで、デスクに置いたままにしていたスマホが目に入った。画面を見てドキッとする。席を外している間に、立花さんから着信があったらしい。

「杏奈さん？　どうかしたんですか？」

　突っ立ったままの私を見上げて入江くんが首を傾げるから、「なんでもない」と慌ててごまかして、席に腰を下ろした。

　内線でかかってきたからには、内線でかけ直さないと、入江くんに不審に思われる。

　立花さんの内線は何番だろう。かけたことのない番号を探して、内線番号リストに目を走らせる。見つけた名前に胸を弾ませながら、今度は受話器を持ち上げた。

　コール一回ですぐに出た立花さんは、画面表示から相手が私だとわかったらしい。

「あの、佐――」

『十五階の第二ミーティングルームに来るように』

　私が名乗るより早くそう告げられ、息もつかせぬスピードで電話が切られた。

　第二ミーティングルームに来いって言ったんだよね？

　ツーツーツーという音が響く受話器を握りしめたまま、反はん芻すうする。

　ノロマな頭の回転速度は、そう簡単に上がるものじゃない。ひと呼吸以上置いてからようやく納得して、席を立った。




　指定された第二ミーティングルームの前で足を止めると、速足で来たこと以外の理由でも高鳴る鼓動を鎮しずめるべく、深呼吸を繰り返した。

　ノックしてドアを開けると、立花さんはテーブルの上で手を組みながら座っていた。

「……お待たせいたしました」

　立花さんが私に座るよう手で指示をする。それに従い腰を下ろして、頭を上げると、厳しい顔つきだった彼がふとその表情をほどいた。

「この前は無事に帰れたようだな」

「あ、はい」

　その柔らかい表情にドギマギしながら答える。

「兄貴のことも含めて、いろいろ悪かった」

「いえ。そんなことは全然」

　そもそも、変な勘違いをして立花さんを会場から連れ出したのは私だ。

「私のほうこそ、いろいろすみませんでした。コーヒーとプリンもご馳走さまでした」

　お辞儀をしてから顔を上げると、そこには思いのほか優しい目をした立花さんがいた。一旦落ち着いていたはずの心臓が騒ぎ出す。

　そこから視線を外せないまま、無言状態が続く。さすがに見つめ合ったままでいることに苦しくなって、そっと目を伏せた。

　ここへ呼び出したのは、この前の夜のことを話すためなのかな。それとも、まだ他に何か……？

　そんなことを考えながら、立花さんの出方を待っていると、彼が急に切り出した。

「さて、本題だ」

　話題は別にあるということだ。

　もしかして、バイトを辞める期限を早めるとか？　それとも……執行猶予をすっ飛ばして退職を勧告されるとか？

　他に話が思い当たらなくて、妙な緊張が身体を駆け抜けた。

　立花さんがおもむろに、胸ポケットへと手を忍ばせる。また手帳が出てくるかと思いきや、握っていたのは封筒らしきものだった。それをテーブルの上へと置く。

　いったいなんだろう。まったく見当もつかないまま、彼の顔を見た。

「佐伯の背負ってる借金には、ほど遠いかもしれないが」

　立花さんの遠慮がちな言い方が、封筒の中身を連想させる。

「……はい？」

　何……まさか……？

　嫌な予感が押し寄せた。

「足しにするといい」

　封筒がグイッと私のほうへ近づけられる。

「ちょ、ちょっと待ってください。そういうわけにはいかないです」

　それに触ることすらおそれ多くて、胸の前で両手を大きく横に振る。

　立花さんにお金を工面してもらうなんて、とんでもない。親の借金なんて大嘘なのだから。

「佐伯が思うような金額じゃないから、心配するな」

「そうじゃなくて」

「なんだ？」

「立花さんに、そんなことをしていただくわけにはいかないです！」

　つい強い口調になる。絶対に受け取ることはできない。

「あげると言っているわけじゃない。貸すだけだ。すぐに取り立てるような真似はしないから安心しろ」

　いや、そうじゃないんだって！　どうしよう！

　彼が封筒をさらに私へと突き出す。

　そもそも、なんで突然こんなことを？　立花さんからしてみたら、ただの同じ会社の後輩というだけなのに。

「勘違いするな」

　立花さんお決まりのセリフが飛び出す。口元に笑みを浮かべながら、彼は続けた。

「自分のためだ」

「立花さんの……ため？」

　意図がまったく掴めなくて、目を見開いて立花さんを見つめる。

「佐伯がいつまでもバイトをしていると、俺の立場が危うくなる。知っていた上で、バイトを辞めさせることも、退職を促すこともしなかったと取られるんだからな」

　説得するような、少しゆっくりとした口調だった。でも納得するわけにはいかない。

「あのですね――」

「期限もあることだから、佐伯はとにかく、早いところバイトを辞めることを考えるんだな」

　立花さんは意見しようとした私を遮る。彼は何がなんでもこれを渡すつもりらしく、最後の言葉を強調して、私をじっと見据えた。

　こうなったら、本当のことを話そう。立花さんは自分のためだと言っているけれど、お金まで用意させるようなことになってしまったのだから。

「立花さん」

　意を決して呼びかけたものの、私に構わず彼は立ち上がった。

「何度も言わせるな。これは受け取っておけ」

　そう言うなり、再び私へ封筒を突き出す。私の手を取って、それを強引に持たせた。

「ちょっと待ってください！」

「来客の時間だ」

　彼は腕時計で時間を確認すると、私の話を一切シャットアウトしてミーティングルームのドアを開け、出ていった。

「立花さん！」

　追いかけようと、封筒を持って慌てて立つ。けれど、一度閉められたドアを開けたときには、立花さんの姿はすでに見当たらなかった。

「おっと、失礼」

　不意に現れた人影に驚いて、一歩下がる。

「と、鳥塚専務」

　それがあの鳥塚専務だったものだから、驚きはさらに増す。プリマベーラの杏奈だと気づかれたら大変と、顔を俯けた。

　専務の目線が封筒に向けられて、そそくさと後ろ手に隠す。その様子が怪しく映ったのか、彼はほんの一瞬だけ目を細めた。

「……私の来客は、ここではなかったかな」

　専務はボソボソと自問しながら両手を後ろに組んで、私が出てきたばかりのミーティングルームを覗き込む。

「お客様をお探しですか？」

「いや。いいんだ、いいんだ」

　そう言いながら、手をヒラリと振って私に背を向ける。そしてそのまま悠々と立ち去ってしまったのだった。










真実が明るみになるとき




　やっぱりこれはきちんと返そう。親の借金のことも嘘だと正直に話した上で、誠心誠意謝ろう。

　そう固く決意して仕事を終えた私は、立花さんのマンションへと来ていた。この前来たときの記憶はあてにならなくて、良樹さんの店に電話して住所を教えてもらった。

　ところが、定時で上がった私より早く立花さんが帰っているはずもなく、念のため押してみたインターフォンは、やはり応答がなかった。仕方なくマンションのエントランスで待つことに決めたものの、立花さんが帰ってこないまま、刻一刻と時間ばかり過ぎていく。

　自分の蒔いた種から生じた草を、早いところ刈り取って解決したい。正直に話したところで呆れられることに変わりはないと思うけれど、嘘をついている期間をできる限り短くしたかった。

　しかし、待っているうちに、プリマベーラへ入らなければならない午後七時になってしまった。後ろ髪を引かれる思いのまま、その場をあとにした。

　氷のように冷たい印象の強かった立花さんが、私のためにお金を用立ててくれるなんて思いもしなかった。その優しさに胸が痛む反面、たびたび見え隠れする彼の意外な一面は、私の恋心をまた大きくさせるのだった。




　翌日の朝。始業時刻と同時になんとか滑り込み、席に着いて、乱れた呼吸を整える。

「今日はいつにも増してギリギリですね、杏奈さん」

　ニヤニヤと笑う入江くんに言い返そうにも、息が苦しくて言葉が出てこない。駅から会社まで全速力で走ったせいだ。とりあえず、軽く睨むことで牽けん制せいしてみた。

　結局、昨日は立花さんにお金を返しそびれてしまった。そのことが気になって昨夜はなかなか眠れなかった……。今日、時間を見計らって立花さんを呼び出そう。もう何度目かになる決意は、今度こそまっとうしたい。

　息苦しさに肩を上下させながら、パソコンを起動させた。




　そして内線電話が鳴ったのは、ついあとまわしにして溜めていた顧客リストのチェックに追われている最中のことだった。

「はい。佐伯です」

　忙しさから、誰からの内線なのか表示を確認せずに出ると、『立花だ』と受話器から声が響いた。

「は、はい！」

　つい背筋が伸びる。チェック作業を中断して、大事なものでも扱うように受話器を両手で持った。

　スマホに着信が入った様子はないけれど、どうして内線なんだろう。

『受付に来客だ』

「はい？　来客ですか？」

　私に来客？　そんなことは今まで一度もなかった。いったい誰だろう。しかも受付からの内線ではなく、どうして立花さん経由なんだろう。

『受付で待っているそうだ』

「あ、はい。ありがとうございました。それと、立花さん、あとで――」

　私の言葉を最後まで待たずに、電話が切られてしまった。

　あとで時間を取ってもらえるか、お願いしようとしたんだけど……。立花さん、機嫌でも悪い？　素っ気なさに拍車がかかっている気がする。

　首を傾げつつ、言われるまま受付へと向かう。

　一階でエレベーターのドアが開くと同時に、聞き覚えのある声が聞こえた気がして、一瞬ギクリとする。エレベーターホールから受付までは、壁伝いに左折して十数メートルはある。そこから聞こえるほど大きく、でも、今この場所で聞こえてはいけない声だった。

　まさか。いや、そんなはずがない。こんなところにいるはずがないのだから。

　嫌な予感を適当にあしらいつつ、足を速めた。けれど受付に近づくにつれ、その声は賑やかさを増して、嫌な予感が確信へと変わっていく。

　嘘。どうして……？

　違っていてほしいという強い願いは、通路の角を曲がって受付が見えたところで、儚く消えた。

「杏奈！　嫌ね、あんまり待たせないでちょうだいよ」

　私の姿を見つけるなり、ふたりの人物が駆け寄ってくる。受付嬢に頭を下げ、ひとまずふたりを人目につかないところまで引っ張った。

「どうしてここに？」

「昨日、杏奈のところにでも遊びに行こうって、父さんと急に思い立ってね」

　大きく頷き合いながら、ふたりが私を見る。長野にいる田舎いなかの両親。〝死んでいる〟はずの両親だった。

「お父さん、仕事は？」

　今日は平日。専業主婦のお母さんはともかく、お父さんはサラリーマンだ。

「有給消化なんですって」

　お母さんが代わりに答えると、お父さんは「そういうわけだ」とまた頷いた。

「それなら、どうして私のスマホに連絡くれないのよ」

　有給消化はよしとして、問題は立花さんへの内線だ。

「したわよ。でも、ずっと電波が通じなかったのよ。ね、父さん？」

「ああ」

　そうだ。昨夜は電池が切れていることに気づかず、朝まで電源が落ちたままだったんだ。なんというタイミングの悪さなんだろう。

「ひと晩中連絡が取れないものだから、杏奈の身に何かあったのかと思って、どこよりも先にここへ来たというわけよ。無事でよかったわ」

　全然よくない。心情的には無事でもない。

「で、どうして私に直接じゃなく、人事部に内線したの!?」

　つい、きつい言い方になる。

「だって、ねぇ」

　ふたりは顔を見合わせた。

「杏奈の部署名を尋ねられてさ。そんなのわからないし、従業員のことなら人事部かと思って、受付のお嬢さんに電話をかけてもらったんだよ。聞くならやっぱり部長さんかな、って。そしたら部長さんは席を外していて、代わりに課長さんが出たんだよ」

　眩暈めまいがしてきた。悪いことはどうしてこうも重なるんだろう。

「……それで、電話に出た人に名乗った？」

「もちろんさ。佐伯杏奈の家の者です、娘がいつもお世話になってますって、ちゃんと言ったから安心おし」

　お母さんが胸を張って答えた。通常ならばそれが礼儀に違いない。けれど今の私にとっては、何よりも仇あだになるものだった。

　胸の中で、何かが大きく音をたてて崩れ落ちていく。その場に立っていられなくなって、思わずうずくまった。

「杏奈？　いったいどうしたの？」

　立花さんの電話の応対がおかしかったのも当然だ。亡くなったと聞いていたはずの私の両親から、内線が入ったのだから。

　こんな形でバレることになるなんて……。史上最悪のバカだ。あんな嘘をついたからばちが当たったんだ。立花さん、今頃絶対に怒っているに違いない。最低だ、私。

「杏奈。ちょうどお昼になったし、一緒にランチでもどうだい？」

「ごめん。ちょっと仕事が……」

　呑気に親とご飯を食べている場合じゃない。一刻も早く立花さんに謝らないと。

「そう、残念ね。それじゃ、夜にでもまた連絡しようかね」

「うん。またね」

　そう告げると、一目散にエレベーターホールへ戻る。

　上の階からなかなか下りてこないエレベーターに、焦りが増していく。上向きの矢印ボタンを連打したところで、早く到着するわけでもないというのに、そうでもしていないと気持ちだけが転がり出してしまいそうだった。




　立花さんのいる十五階へ到着すると、まっすぐ人事部を目指す。プリンのお礼のときは、わざわざ人事部へ来るのも妙だと思ってやめたくせに、今回ばかりはそんなことも言っていられない。一大事だからだ。

　ノックしてドアを開けると、そこに立花さんの姿はない。

「立花さんは、どこかにお出かけですか？」

「ちょっと席を外しているだけだと思いますよ」

　そばにいた女子社員に聞くと、彼女は彼のデスクに目を向けたあと、そう答えた。

「そうですか……」

　席を外しているだけなら、すぐに戻るだろう。「ありがとうございます」とお礼をひとこと告げて、ドアを閉める。

　そしてふと振り向いたときだった。通路の向こうから立花さんが歩いてくるのが見えて、弾かれたように駆け寄る。ところが私に気づいたにもかかわらず、彼は歩く速度を落とすことなく、立ち止まった私の横を通り過ぎてしまった。

「立花さん、待ってください！」

　振り向いて呼びかける。そこでやっと立花さんは足を止めてくれた。背中から滲み出る怒りを感じて、つい怖じ気づく。

「用がないのなら行くぞ」

　立花さんがこちらを見もせずに告げ、また歩き出してしまうから、慌てて「立花さん！」ともう一度呼び止めた。

　今度は彼の前に回り込む。見上げた顔は、予想していた通りの厳しい表情だった。でもここで怯ひるんでいるわけにはいかない。

「立花さん、申し訳ありませんでした」

　深く頭を下げる。彼が今どんな表情をしているのかが推測できて、顔を上げられない。手足も震え出す。

「あんな嘘をつくとは、たいした度胸だ」

　冷ややかな声が耳に突き刺さる。

「ごめんなさい」

「史上最低の女だな」

　お腹の底から響くような、低い声だった。立花さんのそんな声は今まで聞いたことがない。

　返す言葉もなければ、ずっと頭も上げられなかった。

　立花さんの足がゆっくりと向きを変える。そして、他に言葉を残さず、下を向いたままの私の視界から姿を消したのだった。










身から出た錆さびを回収せよ！




「そんなに落ち込んで、いったいどうしたの？　ほら、これ食べて元気出しなさいな」

　大皿から取り分けたエビチリを、お母さんが私の前へと置いた。昼間交わした約束の通り、退勤後に両親と三人で中華料理店へ来ていたのだった。

　お昼は食べずじまい。けれどお腹は空いていなかった。食欲なんて湧かなかった。

　バニーちゃん発覚以前の立花さんに戻ったような、厳しい顔。素っ気ない態度。

　昼間の立花さんとのやり取りを思い出し、胸が苦しくて仕方がなかった。

　やっと近づけたと思ったのに、完全に嫌われたに違いない。もともと好かれているわけではないけれど、少なくとも以前よりは近づけていたのに。

　どうしてあんな嘘をついちゃったんだろう。軽率すぎる自分の口が恨めしかった。

「さっきから、ため息ばっかりだな。食事がまずくなるじゃないか」

「ごめんね……」

　お父さんからたしなめられて、素直に謝る。

「何があったかわからんが、食事もとれないほど気になることがあるなら、そっちをさっさと片づけたほうがいいんじゃないか？」

「……え？」

「やだ、父さんったら。その前にまずは腹ごしらえよ」

　お母さんが横やりを入れる。

「いや。問題は早期解決に限るぞ」

「あら、そうなの？　こんなにおいしそうなものを目の前にしても食べずに？」

　お母さんは目を白黒させた。お母さん的に、食欲は何よりも優先すべきものなのかもしれない。

「母さんは今まで悩んだことがないから、そんなお気楽なことが言えるんだろう」

「失礼ね。父さんったら。ねぇ、聞いた？　ひどいと思わない？」

　私に話を振らないでほしい。

　いつもの痴話ゲンカが始まってしまった。仲がいいからこそのちょっとしたケンカなんだろうけれど。

　でも、お父さんの言う通りだ。気になるなら、こんなところでぐずぐずしている場合じゃない。何より、お金を返さなくてはならないのだから。

「お父さん、お母さん、ごめん。私、ちょっと行かなきゃならないところがあるの」

　椅子を鳴らして立ち上がった。

「急ぎなの？　食べてから行けばいいのに」

「いいじゃないか、母さん。行かしてやれ」

　引き止めたお母さんを、お父さんが牽制する。

「まぁ、父さんがそう言うならいいんだけどね」

　お母さんはちょっと不服そうだったものの、一応納得したものとみなして、ふたりを残したまま店をあとにした。




　分厚い封筒を握りしめ、立花さんのマンションのエントランスに立つ。両腕を広げて大きく深呼吸し、それでも治まることのない緊張感の中、インターフォンを押した。

『はい』

　低い声と短すぎる返事が、私の声と表情を強張らせる。

「あの、佐伯です」

　前のめりになりながら名乗りを上げてみたものの、今度は何も応答がない。けれど切られた様子もない。無言の圧力に押しつぶされそうになりながらも、グッと堪える。

　ここで引いては元も子もない。勇気を振りしぼって口を開いた。

「立花さん」

『なんの用だ』

　抑揚のない一本調子の言い方から、私に対する拒否感が漂っていた。膝が震えて、身体がすくみ上がる。

「お返ししたいものが……」

　再びの無言が訪れる。立花さんの返答を待っている時間が果てしなく長くて、気まで遠くなりそうだった。

　その沈黙にひたすら耐えていると、エントランスのドアが開錠される音が聞こえた。自動で開いたドアを抜け、エレベーターへ乗り込む。

　立花さんの部屋の前まで来ると、もう一度インターフォンを押した。今度はすぐにドアが開かれた。

　明らかに漂う拒絶感。彼は表情筋をひとつも動かさないまま、私を冷たく見下ろす。

「……これを……」

　おそるおそる封筒を差し出す。立花さんはそれを一いち瞥べつして受け取ると、再度私を見た。射抜かれてしまうんじゃないかと思うほどの鋭い視線に、全身が凍りつく。

「……怒ってます……よね……？」

　恐怖の合間をかいくぐり、小さな小さな声で問いかける。

「……別に」

　彼はぶっきらぼうに答えた。

　別に、って……。

　怒っていないようにはとても思えない。会社でも『史上最低の女だな』と言われたばかりだ。確かにその通り。自分でもそう思う。

「佐伯がどんな女だろうと、俺には関係ない」

　ハッとして顔を上げると、なんの感情も読み取れない無表情の彼がそこにいた。

　関係ない……？

　愕がく然ぜんとする言い方だった。

「だから気にするな」

　口は笑っているのに、目が笑っていない。そんな冷たい笑顔を、立花さんは私に向けた。そして私をシャットアウトするように部屋のドアを閉めてしまった。

　私たちは恋人でもなんでもない。何も始まってすらいないけれど、終わったように思えた瞬間だった。

　この関係性にあえて名前をつけるなら、〝会社の同僚〟。立花さんにとっては私との関係なんて、手に取るに値するものじゃない。ここ最近、近づけたと勝手に浮かれていたのは私だけなのだ。彼の言葉を借りれば、まさに〝勘違い〟。

　怒っていると言われたほうがずっとよかった。関係ない、だなんて……。

　存在も認めてもらえないくらいなら、嫌われたほうがましだった。

　立花さんとの距離は、好きになる以前より、ずっとずっと遠くなってしまったようだった。




　翌日。社員食堂の賑やかさを避けたくて、私は人のいない休憩室に沙月とふたりで来ていた。

　ここで普段からそうしているように、私が作ってきたお弁当を広げる。とはいっても、今朝はいつものようにおかずたっぷりという気分にはなれず、おにぎりとサンドイッチを三人分作っただけだった。

「どうかしたの？」

　沙月に尋ねられて、「どうして？」と質問で返す。

「だって、いつもとあまりにも違うから」

　彼女はお弁当に気を取られたまま答えた。表情や態度じゃなく、お弁当の出来具合で私の気分のバロメーターを測れるらしい。さすがは沙月だ。

「もしかして、立花さんと何かあった？」

　沙月が私の顔を心配そうに覗き込んだ。ずっと気を張っていたせいか、彼女のそんな様子を見て思わず涙が出そうになる。

「……どうした？」

「うん……」

「やっぱり立花さん絡み？」

　素直に頷いた。

　沙月には、立花さんからお金を渡されたことはもちろん、親の借金返済という大それた嘘をついたことも話しそびれていた。そこから話し始めると、「なんでそんなすぐバレる嘘なんてついたのよ」と半ば呆れ顔をされて、ごもっともゆえに落ち込んだ。

　私だって、何度そこを悔やんだことか。本当のことを言おうとしてタイミングを逃し、次こそはと先延ばしにしていたツケが回ってきたのだ。自分の身を守るためについた嘘で、自らの首を絞めてしまった。

「全部自分が悪いんだよね……」

　きっともう、立花さんとの関係修復は不可能。風紀委員長なんて言われているくらいの人なのだから、嘘をつく人間を許すはずがない。拒絶されたときの彼の冷たい顔。それを思い返すたびに胸が痛くなる。

「でも、あの立花さんがお金まで融通するとはね」

　それはいまだに私も疑問だった。

「杏奈のこと、相当気に入ってるんだね」

「違うよ。それは絶対ない」

　気に入られる要素なんて、何ひとつない。

「だって、なんとも思ってない人に、返済はいつでもいいって言える？」

「自分のためだって言ってた。私がいつまでもバイトを続けていたら、見逃していた立花さんの立場も危うくなるからって」

　それはそれで、理に適かなっている。

「まぁ、そういうのも立花さんらしいけど」

　まだ納得がいかないのか、沙月は疑念たっぷりに私を見た。

　そこで不意に、休憩室のドアがバーンと開け放たれた。例のごとく入江くんが休憩室に入ってきたのだ。

「今、立花さんの話をしてました？」

「えっ？」

　入江くんのセリフに思わずギクリとする。それにしても、どれだけ地獄耳だというのか。

「ふたりとも耳が早いですね」

　……なんの話？

　私が思っている話とは違うようで、沙月と顔を見合わせた。

「おっと、今日はおにぎりにサンドイッチですか。ひとついただきまーす」

　入江くんがハムとチーズのサンドイッチを指先でつまんで、かぶりつく。

「立花さん、何かあったの？」

「え？　今ふたりでその話をしてたんじゃなかったんですか？　やけに早いなーとは思ったんですけど」

　早いって、何が……？

　沙月がチラリと私を見て、力任せに入江くんを引き寄せる。

「詳しく話しなさい」

　彼の耳に唇を近づけ、ドスを利かせた。

「だから、立花さんが人事から外されるって話ですよ」

「どうして!?」

　今度は私が入江くんに掴みかかる番だった。それは聞き捨てならない。

「わっ！　ちょっと、ふたりしていったい、なんですかぁ」

　両脇から私たちに責め立てられて、入江くんはタジタジの様子だ。

「いいから話しなさい」

　もう一度沙月にすごまれた入江くんは、腰をかがめた状態のまま隣から椅子を引っ張ってきて座った。

「俺も詳しいことは知らないですよ？　ただ、うちの社員の違反を見逃したとかで」

　え!?　それって……私のこと、だよね……？

　問いかけるまでもない。

　再び沙月と顔を見合わせると、彼女もピンときたようだった。

　やっぱりそうだ。私のことが原因で、立花さんが人事から外される。このままいけば次期人事部長だったはずなのに。

　同じ嘘をつくなら、プリマベーラの杏奈だと見抜かれたときに、徹底的にしらを切り通せばよかった。そうすれば、立花さんは何も知らなかったことになったのに。立場を脅おびやかされることなんてなかったのに。後悔に苛さいなまれる。

「でも、どうしてそんなことを入江くんが知ってるの？　内部情報なんでしょ？　まだ告示だってされてないし」

　沙月の言う通りだ。そんな書面、貼り出されていない。

「人事部に同期のやつがいるんで」

「そんな大事なこと、私たちにあっさり話しちゃってよかったの？」

「……ですよね」

　沙月に言われた入江くんが、急に不安そうな表情になる。

「てっきり、ふたりとも知ってるのかと思って」

「その同期くんとやらも、ずいぶんと口が軽いのね」

　本当だ。人事部の人間は口が堅くなくてはならないと思う。仲がいいからといって、内部情報を漏らすのはどうなんだろう。

　とはいっても、今回は教えてもらえてありがたい。

「でも、沙月さんと杏奈さんなら、ここから漏れることはないですから。うん、大丈夫ですよ」

　不安げな表情はどこへやら。落ち込んだのはほんの一瞬で、入江くんはあっさり立ち直ってしまった。能天気というか、得な性格というか。

　いや、人のことを言っている場合じゃない。入江くんよりも罪深いのは、この私だ。私の副業とは関係のない立花さんを巻き込んでしまったのだから。

　そこでふと沙月と視線が交差した。彼女は何かを思いついたように目を光らせて、今度は入江くんを見る。

「入江くん」

　チョイチョイと、指先で入江くんを呼び寄せた。

「はい？」

「内部情報を私たちに漏らしたことは、黙っててあげる。その代わり……」

「ちょっ、なんですか!?」

　入江くんが身構える。

　いったい何を言い出すつもりだろう。私も沙月の顔をじっと見た。

「今の情報に限らず、立花さん関係のことは些さ細さいな内容でもいいから、その同期くんから逐一仕入れて私たちに報告すること」

「は!?　そんなの無理ですよー」

　大きくのけ反る入江くん。

「無理？」

　沙月の目がさらに鋭く光った。こういうときの沙月は敵に回したくない。

「それじゃ、今の話を入江くんから聞いたって社内に触れまわろうかな。そしたら、どうなると思う？」

　入江くんがゴクリと生唾を飲み込んだ。

「人事部の同期くんも入江くんも、この会社にいられなくなるかもよー？」

　それはさすがに大げさすぎると思ったものの、入江くんには効果絶大だったらしい。

「わ、わかりました！　ふたりにはきちんと報告しますから！　だからお願いしますよぉ、黙っていてくださいねぇ？」

　彼はちょっぴり情けない顔で、沙月にすがりついたのだった。







第四章










後輩に脅された夜




「今日もありがとうございました」

　バニーちゃんスタイルのまま、店先へと出る。このところ毎晩のように通ってきてくれている岩瀬さんのお見送りだった。

「いえいえ。僕のほうこそ、通いつめてしまってすみません」

　彼が照れくさそうに頭を掻く。

「すみません、だなんて。岩瀬さんだけですから。私のことを指名してくれるの」

「そうなんですか!?　杏奈さんほどの女性が!?」

　贔屓目にもほどがある。岩瀬さんは私のことを買い被りすぎだ。

「でも、なんだかひとり占めできている気分で、僕も嬉しいです。……って、すみません。何を言ってるんだ、僕は。まったく……」

　彼は顔を真っ赤にして何度も謝った。

「岩瀬さん、実は私……今週いっぱいで、この店を辞めるんです」

「えっ……」

　口を開いたまま、岩瀬さんは固まってしまった。

　立花さんが人事から外されそうになっているというのに、私がいつまでもバイトを続けているわけにはいかない。決意をようやく実行に移したのだ。出勤してすぐに、辞めることを店長に話したばかりだった。

「岩瀬さんには、よくしていただいたのに、ごめんなさい」

「どこか別のお店に移るんですか？」

「いえ、そうじゃないんです。この世界からは、きっぱりと……」

　彼の顔がみるみる曇っていく。

「……そうなんですか……」

「本当にごめんなさい」

「……いえ、僕なんて、ひとりの客に過ぎませんから。杏奈さんに謝ってもらうのはおかしいです。杏奈さんには杏奈さんの事情があるんでしょうし……」

　優しく微笑む岩瀬さん。

「もしも何か困ったことがあったら、いつでも僕にご連絡ください。……とはいっても、僕の出る幕なんてないでしょうけどね。ハハハ」

　無理に笑い飛ばしてくれるから、かえってそれが胸に染みる。

「ありがとうございます、岩瀬さん」

「それじゃ、おやすみなさい」

　礼儀正しく頭を下げ、彼はトボトボと歩き出した。

　少し寂しげに見えるその背中を見送っているときだった。

「……杏奈さん、ですよね？」

　突然かけられた声に振り向くと、そこにいたのは入江くんだった。

「入江くん!?」

　思わず声に出してしまってから、慌てて口元を覆う。

　どうして私に気づいたの!?　やだ、どうしよう！

　バニーちゃんの格好をしているというのに、不意を突かれたせいで、つい反応してしまった。つくづく愚かだ。

「やっぱり杏奈さんでしたか」

　もう手遅れかもしれないけれど、ここはしらばっくれるしかない。近づきかけた入江くんを振りきるように、店のドアに手をかける。ところが、そんなことはさせまいと彼が私に手を伸ばす。

「ちょっと待ってくださいよ！　なんで逃げるんですか！」

　ガッチリと私の腕を掴んだ。

「こんなところで何してるんですか？　あ！　沙月さんと話してたバニーちゃんって、このことだったんですか!?」

　もう逃げられない。観念して頷いた。

「……もしかして、立花さんが庇かばった相手って、杏奈さんのこと？」

　入江くんにしては頭の回転が速い。簡単にその答えにたどり着かれてしまった。

「なるほど、そういうことだったんですね。だからこの前、立花さん情報を仕入れてこいだなんて」

　まだイエスともノーとも答えていないというのに、小刻みに頷きながら、彼が私をまじまじと見つめる。

　けれど、いくら黙っていたところですべては明白。ただ、このまま入江くんを野放しにしておくわけにはいかない。なんせ、ちょっと突けばポロッと大事なことを話してしまう口なのだから。それを止める手を打っておかなければならない。

「ここで待ってて」

　そう言って入江くんをその場に引き止め、店に一旦戻った。




　少し早く上がらせてもらい、着替えを済ませて外へ出ると、入江くんはニヤニヤしながら「お疲れさまでした」と言った。

　労ねぎらいの言葉なんて、今は欲しくない。思いがけないところで彼にバレたことで、動揺だって治まらない。露骨に不快な表情を浮かべてしまった。

　どこで口止めをしようか考えて、ふと浮かんだのは、ここからそう遠くないブルースカイだった。他にどこも思いつかないし、できるだけ早く話をつけたかった。

　ところが、入江くんを伴って良樹さんの店のドアを開けたとき、真っ先に私を襲ったのは後悔だった。カウンターの隅に見つけた背中が、私の足を出入口で止める。

　いやいや。後ろ姿が似ているだけかもしれない。

　焦る気持ちの裏で、微かすかな望みも捨てきれなかった。

「杏奈さん、どうかしたんですか？」

「いらっしゃい、杏奈ちゃん。どうしたの？　入らないの？」

　後ろからは入江くんに尋ねられ、前からは良樹さんに不審がられる。

　そしてゆっくりとカウンターの人物が振り返る。

　紛れもなく、立花さんだった。

　その場で回れ右をして退散したくなるほど、立花さんの顔に不快感が滲む。けれどドアを開けてしまった以上、そうするのもスマートじゃない。自分に気合いを入れるつもりでフッと息を吐いて、足を踏み入れた。

　幸い、立花さんとは反対側のカウンターの隅がふたつ空いていて、そこに向かった。

「今日はずいぶんと可愛い男の子連れね。こちらは？」

　こういうタイプが好みなのか、良樹さんの目がキラキラと輝く。

「会社の後輩なんです。入江くん、ここのマスターの良樹さん」

　ひとまず良樹さんを紹介した。

「入江くんね、良樹よ。よろしくね。彼女はいる？　フリー？」

「あ、えっと……」

　前のめりになって、良樹さんが矢継ぎ早に質問を重ねる。いつも軽いノリの入江くんもさすがに困っているようで、私に目で助けを求めた。

　でも、私もまだ良樹さんに冗談を言って牽制できるほどの常連ではないし、そんな腕を持ち併せてもいない。助けるどころか、一緒になって困ってしまうという情けない空気を呼ぶしかなかった。それにすかさず良樹さんが気づいた。

「ごめんなさいねぇ、ついガツガツいっちゃったわ。ささ、座ってちょうだい」

「……すみません」

　ふたりして謝りながら、ようやく腰を落ち着けた。

「さて、何にいたしましょうか」

　良樹さんが両手を前ですり合わせながら尋ねてくる。

　そうだな……この前のカクテルにしてもらおうかな。

「キール、でしたよね？　この前作っていただいたのは」

「そうよ。それにする？」

「はい。お願いします」

　私の注文を受けると、良樹さんは、今度は入江くんに熱い視線を送り始める。

「入江くんは？」

「お、俺も同じもので」

　まだどこかおどおどしつつ、入江くんも答えた。

「かしこまりました」

　最上級ともいえる笑顔を入江くんに向けてから、良樹さんが私たちの前から離れる。すると入江くんが私のほうへ顔を近づけて、声を潜めた。

「もしかして、あのマスターって……」

　その先の言葉までは言わなかったものの、そこで頷いた私の反応ですべてを悟ったらしい。彼は小さく「参ったな」と呟いた。

「そんなにビビらなくても大丈夫」

「そうですか？　杏奈さんが言うのなら、まぁ信じますけど。……でも、それは別にしても居心地が悪いですよね」

　入江くんの言う通りだった。離れているとはいっても、同じ店内に立花さんがいる。入江くんのほうへ顔を向けるたび、視界にどうしたって入ってきてしまうのだから。

「ちなみに、良樹さんは立花さんのお兄さんなの」

　そっと耳打ちしたもうひとつの暴露に、入江くんが「えぇ!?」と衝撃を受ける。彼は盗み見るようにして、立花さんと良樹さんの様子を窺った。

　驚くのも無理はない。私だってそうだったけど、まさか立花さんのお兄さんがオネエ系だとは想像もしないだろうから。

「ところで入江くんは、どうしてあそこにいたの？」

　会社からは離れているし、入江くんの家は確かこっち方面ではなかったはず。

「大学のときの友達のアパートへ行ってたんですよ」

　なるほど。たまたま通りかかっただけなのだ。そのタイミングで見つかってしまうなんて、私も運が悪い。

「もうひとつ聞いてもいい？」

　声のトーンをさらに落とす。入江くんは「なんでしょうか？」と私に耳を寄せた。

「私に気づいた理由は？」

　最大の疑問だった。ここへ来る前に濃いメイクは落としてきたけれど、入江くんが私を店の前で見たときは、会社とは全然違う顔の私だったはずだから。

　すると入江くんは私の足を指差した。

　まさか、これを……？

「……アザ？」

　私の質問に入江くんが頷く。信じられない思いでいっぱいだった。

　立花さんといい、入江くんといい、なぜアザのことなんて知ってるの？

「確証はなかったですけど、網タイツから透けて見えたので、杏奈さんかなーって」

「ねぇ、どうしてアザのことを？」

　どこか薄気味悪くて、どこか釈然としない。普通にしていたら見えない場所にあるものなのだから。

「杏奈さんは知らないかもしれないですけど、男子社員の中じゃ、杏奈さんの足のアザのことは有名な話ですよ？」

「え？　なんで？」

　つい大きくなってしまった声に、自分で驚く。それでもチラッと見えた立花さんは、私のことなんてまったく気にしていない様子だった。我関せずという顔。

　それも仕方ない。私は他人以下なのだから。そこでまたもや落ち込む。

「膝よりちょい上くらいの位置にあるじゃないですか。だから、スカートの隙間からたまに見える、チラリズムっていうんですかね。セクシーだってみんな言ってますよ。しかも形がハートなんてね」

　知らぬは本人ばかりということだ。自分の知らないところでそんな噂話の対象になっていたことは、ちょっとした衝撃だった。

　だから立花さんも知っていたということなの？

　良樹さんが作ってくれたキールでひとまず気を落ち着けようと試みるけれど、再び視界の隅に入った立花さんの横顔に、落ち着くのを通り越して気分が沈んでいく。

「それにしてもびっくりですよ。立花さんの一件が、まさか杏奈さん絡みだったとは」

　入江くんが、さっき以上に声を潜める。彼のひとことに、今度はハンマーで頭を上からドーンと叩かれたようだった。椅子ごと床に埋まってしまうんじゃないかとすら思った。

「それって、杏奈さんにとっての機密事項ですよね？」

「当然でしょ。誰にも言えない」

　第一級の機密事項だ。

「それじゃ、誰にも言わない代わりに……」

「……代わりに？」

　入江くんの目が意地悪く細められる。なんだか嫌な予感がする。

「……沙月さんとの仲を取り持ってください」

「そんなの、自分でなんとかしてよ」

　予感は的中。そうきたか、というのが正直なところだった。

　入江くんが沙月に好意を持っているのは前から知っていたけれど、彼は沙月の好みのタイプとは全然違うから、私にはどうしようもなさそうで放っておいたのだ。

「そんなこと言っちゃって、いいんですかぁ？」

　私を試すような視線。それは、さっきよりも意地悪度が格段にアップしていた。逆らえば、私のバイトのことをバラすと脅している目だった。いい度胸をしている。

　とはいっても、バラされるのだけは困る。

「……わかった」

　そう言うより他に、私に残された道はなかった。

「やった！　杏奈さんに味方してもらえれば、怖いものなんてないぞ」

　小さくガッツポーズする入江くん。両手を胸の高さまで上げたまま、レストルームへと向かっていった。

　私が味方になったところで、沙月が入江くんになびく保証はないけれど、彼の口を封じ込められたのだからそれでよしとしよう。

　私がひとりになるのを見計らっていたのか、良樹さんがおもむろに近づいてくる。

「杏奈ちゃんが男連れなんかで来たものだから、海人が機嫌を損ねちゃって」

「え？」

「ほら」と良樹さんが立花さんをこっそり指差す。意識的に見ないようにしていたけれど、その指先につられて彼を盗み見た。

　良樹さんの言うように、確かにそう見える。眉をひそめて、ひどく憂ゆう鬱うつそうな表情をしているのが横顔からでもわかるほど、気難しげにまっすぐ前だけを凝視している。機嫌が悪いことを隠すつもりもない様子だった。

「お酒、飲み始めちゃったのよ」

「そうなんですか？」

　言われて手元を見てみれば、いつも飲んでいるというウーロン茶ではなさそうだった。ただ、それは良樹さんが思っているようなことが原因ではない。

「良樹さん、違うんです」

「あら。何が違うの？」

　私が入江くんと一緒だから不機嫌というわけじゃない。

「私に対して怒っているのは確かかもしれませんが……」

　人事から外される原因を作った張本人が、私だからだ。立花さんにとっては、私が誰と一緒だろうが関係ない。

「そうなの？　なんだかいろいろと込み入った事情がありそうね」

　良樹さんが心配そうに顔を歪める。

「すみません」

「あら、杏奈ちゃんが私に謝る必要は全然ないのよ？　ただ……」

　言いにくそうに言葉を濁す。時計を見ながら困った様子だった。

「どうかしたんですか？」

「そろそろ閉店の時間なのよ」

「あ、そうですよね。すみません、長居してしまって」

　気づいてみれば、店内には私たちと立花さんの三人だけだった。支払いの準備をしようと慌ててバッグを漁る。

「やだ、違うのよ」

　良樹さんが私に向けて、おば様みたいにスナップを利かせて手を払った。

「海人を頼みたいの」

「……はい？」

「私ね、実はこれから約束があって、海人を送っていく時間がないのよ」

　つまり、立花さんを私に託したいということらしい。

「でも――」

「お願い！」

　私の言葉を遮って、良樹さんが両手を合わせる。断らせるつもりはないみたいだ。

「入江くんには、『タクシーを呼んだから』とか言って先に帰ってもらえばいいわ」

　都合のいい算段まで伝授される。

　そしてそのあとも断る隙を与えられることなく、良樹さんの敷いたレールの上を歩かされるがごとく、とんとん拍子で立花さんとふたりきりになってしまった。

　預かったこの店の合鍵を握りしめ、私と良樹さんが話している間に寝入ってしまった立花さんの隣に、静かに腰を下ろす。

　困ったな。立花さんが目覚めたときに私がいたら、どんな顔をするだろう。絶対に不機嫌な顔だ。

　あまりにも簡単すぎる予想に、胃がキリキリと痛み出す。

　でも立花さんを放って帰ってしまうわけにはいかないし、そうしたくもない。そばにいたいけれど、いることを許してもらえないだろうという葛かっ藤とうに苛まれる。

　本当にどうしようか。

　カウンターにだけスポット的に点けられたオレンジ色のライトが、立花さんの頬を照らす。安らかな寝顔が私を見て一変することを想像するだけで、怖かった。




　そうして一時間ほどが過ぎた頃だった。

「……ん」

　微かに肩先を動かせ、ゆっくりと立花さんが目を開けた。その瞬間、ピンと張りつめた緊張に包まれる。

　開かれた瞳がバッチリと私を捉える。戸惑いで眼差しが揺らいだのは、ほんの一瞬だった。カウンターに預けていた身体を素早く起こすと、彼はすぐにいつもの厳しい表情を取り戻した。

「すみません」

　思わず、先に謝罪してしまう。

「……何に対しての謝罪だ」

　少しかすれた声で強く言い放たれた。

　そう言われてしまうと、あまりにも謝る内容が多すぎて、すぐに言葉が出ない。強い語調で問われたことで身体が強張った。

「私が今ここにいることに対して、です……」

「そうだな」

　あっさり肯定されて、そのあとが続かない。

　嘘はつかれるし、私を庇ったことが原因で人事からは外されそうだし、立花さんからしたら踏んだり蹴ったりの事態。きっと私の顔も見たくないに違いない。肯定する気持ちは痛いほどにわかる。

「で？　入江はどうしたんだ。ずいぶんと仲よく飲んでたじゃないか」

「……えっ？」

　なんだか今の言い方……。どことなくヤキモチっぽく聞こえたのは気のせい？

　つい立花さんをパッと見て、すぐに視線を前へと戻す。

　ううん、それは違う。そんなことあるはずもない。都合よく取ってしまうのは、私の勝手な恋心のせいだ。

「あ、いや。ったく、俺は何を言ってんだ」

　立花さんは髪をクシャッと掻き上げた。

「すみません。良樹さんから頼まれて……」

　預かった合鍵をカウンターに置く。

「良樹さん、これから約束があるとかで……。入江くんには先に帰ってもらいました」

　立花さんは「兄貴のやつ……」とかろうじて聞き取れる声で呟くと、大きなため息を漏らし、顔を洗うように両手で撫でる。それは、まだ完全に覚かく醒せいしない頭を目覚めさせているようだった。

「それからもうひとつ、すみません」

「今度はなんだ」

「私のせいで、人事から外されると聞きました」

　彼が片眉を吊り上げる。

「誰から聞いた？」

「あ、えっと……風の噂です」

　立花さんが「風の噂？」と訝る。

　でも、入江くんが出所だとは口が裂けても言えない。

「本当にすみません」

　私はカウンターに頭を押しつけた。

「佐伯に謝ってもらったところで、なんの解決にもならない」

　取りつく島もない。彼は私を一瞥だけして、ため息交じりですぐに前を向いた。

「そう……ですよね」

　もっともなことを返されて、泣きたくなる。

「罠わなだったんだ」

「……はい？」

「いや。なんでもない」

　彼はすぐにごまかした。

　ただの聞き違い？　『罠』って言ったように聞こえたんだけど……。

　罠ってなんだろう。私がここにいることが？

　でも、いくら顔を見たくもない私がここにいたからといって、それが良樹さんの罠だと言うには大げさすぎる気がするし。

　それじゃ、立花さんの人事異動？　あれに何か裏があるの？

　考えを巡らせたところで、立花さんが私に話す気がなければ答えは見つからない。モヤモヤしていると、彼が椅子から下りた。

「送ってく」

　私のほうを見ることもせず、ボソッと告げる。

「でも、お酒……」

「俺の運転じゃない。タクシーだ」

　私の質問に答えるのも面倒といった様子だった。

「それなら、ひとりで大丈夫です」

　ひどい仕打ちばかりしておいて、その上タクシーで送ってもらうなんてできない。

「こんな時間に女性をひとりで帰すわけにはいかない。佐伯も一応は女だ」

「えっ……」

　もしかして、少しは許してもらえる余地があるのかな……。

　立花さんの表情に、嘘がバレる以前のような気安いものは見えないけれど、どこかからかうような最後のひとことに救われた気がした。

「行くぞ」

　そんな私を気にも留めず、カウンターに置かれた合鍵を立花さんがサッと取る。

「大通りまで出ればタクシーも捕まるだろ」

　機敏な動作で店の出入口へ歩き出した。さっきまで眠っていたとは、到底思えない。

　そんな立花さんをボケッと見ていた私に、彼から厳しい言葉が飛んでくる。

「早く出ろ」

「は、はい！」

　立花さんに急かされて、ワンテンポ遅れて外へと出た。




　すぐに捕まったタクシーの中では、終始無言。そのせいか重苦しい空気に包まれる。

　ついさっき私が感じた〝許してもらえる余地〟は、やっぱり気のせいだったみたい。ひどい嘘をついたんだから、簡単に許してもらえると思うのが間違えてるか……。

　チラッと盗み見た立花さんは、私がいるほうとは反対の窓の外を眺めていた。一旦持ち上がりかけた気分が、あっという間に下降の一途をたどっていく。

　タクシーを降りる間際に「おやすみなさい」と言ったけれど、立花さんは私を見もせず、「ああ」と短い返事をしただけだった。










意外なふたりの再会




　あの夜から一週間が経っていた。

「ひとつ聞いてもいいですか？」

　そう入江くんに声をかけられたのは、自販機コーナーで冷えたミルクティーを買おうと硬貨を入れたときのことだった。

　驚いて肩がビクンと弾む。まるで私が席を立つのを見計らっていたかのようなタイミングで、声を潜めてのっそりと登場した彼に、心臓が止まりかけた。

「……びっくりしたじゃない」

「すみません」

　人の気配はなかったし、いつも騒がしい入江くんが静かに現れるなんてことは、今まで一度もなかったのだから。

「それで、聞きたいことって？」

「杏奈さんと立花さんって、付き合ってるんですか？」

「え!?」

　驚愕の質問に、つい大きな声が出る。次の瞬間、自販機から硬貨が返却される音が聞こえた。いつまでもボタンを押さない私を待ちきれなかったらしい。

「隠さなくてもいいじゃないですか」

「いや、隠す隠さないじゃなくてね」

　小突いてきた入江くんを押し返す。

「そうじゃなきゃ、人事部なのに杏奈さんの副業を庇ったりするはずないですし」

「入江くんの勘違い」

　立花さんの口癖がすっかりうつってしまった。

「えー？　そうですかぁ？」

　彼は信じられないという顔だった。

「本当に違うの」

　確かに庇ってくれたことに変わりはないけれど、それは立花さん自身の立場を守るため。結局は、それが裏目に出てしまったのだけれど……。

「この前もあの店で俺を先に帰したりするから、てっきりそうなのかと思いましたよ」

「違うってば。付き合ってるわけないじゃない」

「本当ですかぁ？」

「私の完全な片想い――」

　思わず両手で口を押さえた。

　私の口ときたら、どうしてこうなんだろう。ついうっかり白状してしまって、顔が一気に熱くなる。

　入江くんは目を見開いたあと、ニヤリと笑った。

「それじゃ片想い同士ってことで、先に杏奈さんに報告しようかな。本当は沙月さんも揃ってからと思ったんですけどね」

「報告って？」

　聞き返した私に、「やだな。杏奈さん、忘れたんですか？」と彼が目を細める。その瞬間に思い出した。立花さん情報だ。

「何かわかったの？」

　思わずすがりつくと、入江くんは自分の口にシーッと人差し指を当てた。

　私たちの他には誰もいないけれど、念には念を入れて人の気配を窺う。そして私たちだけだと確認すると、自販機コーナーのさらに奥へと私の腕を引っ張った。よほどの機密事項なのか、と少しばかりの緊張が走る。

「立花さん、内密に調べてることがあったらしいんです」

「……立花さんがまわりに内緒で？」

　入江くんは頷いた。

　予想できない方向性の話に、私の頭の中にクエスチョンマークが飛ぶ。

「何を調べていたと思いますか？」

「私にはさっぱり」

　立花さんが調べていたことと、私の服務規律違反が繋がっているようには思えない。

「不正です」

「不正……誰の？」

　入江くんの言葉を反芻してから、質問を投げかける。

　不正ということは、お金絡み？　それじゃ、会社のお金の流れを直接扱う経理部の人？　まさか、私のバイトも不正にあたる？

　ううん、それはちょっと違う気がする。私のは不正というより違反だ。うーん、もうここまでくると、不正も違反も似たもののような気がしてくるけれど……。

「聞いて驚かないでくださいよ？」

「もったいぶらないで」

　入江くんが私を手招きする。もっと近くに寄れということらしい。

　耳を近づけると、彼は「鳥塚専務」と小さく囁いた。

　……鳥塚専務？　そんなお偉いさんが不正？

　言われてみれば、ふたりが一緒のところをよく見かけたけれど、立花さんが専務に近づいていたのは彼の調査のため？　その延長でプリマベーラにも？

「杏奈さん？」

　入江くんそっちのけで記憶の狭はざ間まを行き来している私を、彼が呼んだ。

「あ、ごめん。それで、不正は事実なの？」

　それが真実なら大ごとだ。全国で名の知れているうちの会社の取締役が不正なんてことが、公になったら……。

「そこまでは、俺にもちょっと……。ただ……」

「ただ？」

　入江くんが顎に手を当てて、思案顔を浮かべる。

「立花さんを人事から外すっていうのは、鳥塚専務の差し金なんじゃないかって」

「え？」

　とんでもないことを入江くんが言い出した。

「嗅ぎまわってる立花さんを疎うとましく思って、どこか遠くに飛ばす気なんじゃないですか？」

「どこかって……代理店とか？」

「たぶんそうでしょうね。とにかく本社から追い出す気ですよ」

　そんな……。立花さんが人事から外される理由は、私がバイトをしていることを見逃していたからだったんじゃないの？　専務の不正が関係していたなんて信じられないよ。

　そこでふと、立花さんが口走った『罠だったんだ』という言葉を思い出した。

　もしかして……その罠っていうのは、専務のことを言っていたの？　だとしたら、罠ってどういうこと？

　今、入江くんが話してくれた専務の不正が真実で、立花さんがそれを調べていたのも事実だと仮定したら……。

　私の違反を見逃したことは、立花さんの異動の表面上の理由に過ぎなくなる。つまり専務は、立花さんを遠くへ追いやる理由が欲しかっただけ。

　そうなると、私のバイトがバレたことも何か関係が……？

　私があの店でバイトをしていることは、今でこそ入江くんも知っていることだけど、立花さんにバレるまで沙月以外は誰も知らなかった。その沙月が誰かに漏らすとは考えにくい。他に社内の人間で、店に来たことがあるのは専務しかいない。

『鳥塚専務って、一度見た人の顔は忘れないって噂だよ』

　沙月が言っていたことが蘇る。

　専務は、私があの店でバイトしていることを以前から知っていたの？

　アザで気づいたのか、それとも、たまたま私が店の裏口から出入りするところを目撃でもしたのか。

　そういえば、立花さんから封筒でお金を手渡されたとき、第二ミーティングルームを出たところに専務がいたことがあったっけ。今思えば、中の様子を窺っていたかのような不自然な態度だった気がしなくもない。

　何かのきっかけで私のバイトを知った専務は、それを利用して立花さんを追いやろうと考えたのかも……。

「ねぇ、入江くん。鳥塚専務の不正は、きっと黒だよね」

「え？　さぁ、それはどうなんでしょう。同期のやつは『まだ証拠が掴めていないらしい』って言ってましたよ」

　入江くんは明言を避けた。でも、そこまでして立花さんを遠ざけたがっているのなら、限りなく黒に近い。

「入江くん、お願い」

　顔の前で手を合わせる。こうなったら、入江くんにもう少し動いてもらうしかない。

「なんですか？」

「同期くんから、もっと詳しいことを聞いてほしいの」

「えー？　これ以上は無理ですよー」

　彼が口を尖とがらせる。

「そこをなんとか……。入江くんだって、不正はよくないことだと思うでしょう？」

　入江くんの良心に働きかける。

「……それは、まぁ」

「無実の罪の立花さんを放っておけないよね？」

「立花さんは完全に無実というわけじゃ……だって実際、杏奈さんのバイトを知っているわけですし」

「そうなんだけど……」

　そう言われてしまうと、何も話せなくなってしまう。

「でもまぁ、どちらかというと鳥塚専務の罪のほうが重いですよね」

「さすがは入江くん！　やっぱりできる男は違うわー。沙月も惚れちゃうよー」

『どちらかというと』なんてレベルじゃないので、入江くんを必死に持ち上げる。それに、これは立花さんだけの問題じゃない。

「……わかりましたよ」

　私の最後のひとことが効いたのかもしれない。彼はなんとか引き受けてくれる気になったみたいだ。

「その代わり――」

「わかってる。沙月との仲を取り持つって話でしょ？」

　私の推察にパッと瞳を輝かせ、入江くんは「うんうん」と大きく頭を振り、満足そうに笑った。

「私がなぁに？」

　そこでタイミングよくというか、悪くというか、沙月がひょっこり顔を覗かせた。

「さ、沙月さん！」

「ふたりでコソコソと何やってるの？」

「あのね、今夜三人でご飯でも食べに行こうって相談してたのよ」

「三人って、杏奈と入江くんと私？」

「うん」と頷くと、沙月が入江くんと私の顔を見比べる。

「それじゃ、この前新しくオープンした創作料理のお店に行ってみない？」

　なんと承諾してくれただけでなく、行き先まで提案してくれた。

「いいですねぇ。そうしましょう」

　今夜はプリマベーラに行かなくてはならない。私はドタキャンするか、一緒に行ってから用事を思い出したふりでもして退席しよう。それで入江くんも納得してくれるはず。

　入江くんは、嬉しそうに沙月に微笑みかけるのだった。




　菓子折を携えて、プリマベーラのドアを開ける。今日はバイトではなく、最後の挨拶で店を訪れたのだ。

　沙月たちと創作料理の店に一旦入った私は、用事を思い出すという小芝居を打って出てきた。我ながら下手くそな演技だったけれど、沙月は特に気にも留めていないようだった。

「今夜はお店には出ていかないの？」

　着替えもせず女の子たちにお菓子を配り歩く私に、霧子さんが寂しそうに尋ねた。彼女のそんな顔を見ると、『やっぱり残ります』と、うっかり言ってしまいそうになる。

「はい。挨拶だけで」

　店長に辞めることを言ってから、一週間が経っていた。たった四ヵ月のバイトだったけれど、ここを去るとなるとちょっぴり感傷的にもなる。

「霧子さんには、本当にお世話になりました。ありがとうございます」

　この世界が初めての私に、呆れることなくいろいろと教えてくれた霧子さんには、感謝の気持ちでいっぱいだ。

「きーめた！」

　霧子さんが突如、高らかに宣言をした。メイクの途中で立ち上がって、控室の外にいる店長の元へ小走りしていった。何を決めたのかなと思いつつ、私もそのあとについていく。

「店長。私、今日お休みにします」

「えっ、何言って……」

　呆気に取られる店長に、霧子さんがニッコリ笑った。

「杏奈とふたりだけのお別れ会をしてきますので」

「霧子さん!?」

「杏奈は嫌なの？」

　私に向かって妖艶に微笑むから、意味もなく顔が赤くなる。首をブンブン横に振ってみたものの、店長が困った顔をしているから素直には喜べない。

「じゃ、決まりね。店長、ごめんなさい。今夜はわがままを言わせて」

　ウインクをひとつ投げかけて、店長の頬をツンと弾く。それだけでノックアウトされてしまった店長は、頬を押さえて霧子さんを見送る他に手立てがないのだった。




「さてと、どこに行こうかしら」

　店を出た私たち。顎に指を添えて悩み始めた霧子さんは、しばらく考えると「そうだわ」と私の手を引く。

「一度行ってみようと思ってたお店があるの。こっちよ」

　ここから徒歩で行ける距離なのか、霧子さんに伴われて歩道に沿って足を進める。

「ずっと気になってたお店なんだけど、プリマベーラが終わってからだと、もうやってないの」

「そうなんですか」

　まだ夜は始まったばかり。ここをもう少し行けば、良樹さんの店がある。

　あれから立花さんはどうしているだろう。仕事で接点がないせいもあって、ここ一週間は社内で見かけることもほとんどなく、不安ばかりが大きくなっていく。頼みの綱は入江くんの情報だけだ。

「ここよ」

　ある場所で霧子さんが立ち止まる。目の前にはブルースカイの看板があった。

　霧子さんが来たいと思っていたのが、ここ？

　ドアを開けた彼女に続いて中へ入る。

「いらっしゃいま――」

　カウンター内にいた良樹さんの目が、どういうわけか点になる。霧子さんも、数歩足を進めたところで立ち止まった。

「……良樹？」

　彼女が確かめるようにゆっくりと問いかける。

「霧子……？」

　良樹さんはこちらを見たまま、持っていたシェーカーを手元に置き、ここではないどこかへ飛んでしまったような遠い目をした。

　そして、お互い名前を呼び合ったきり、長いこと見つめ合う。

　ふたりは知り合いなの？

「あの……」

　声をかけると、良樹さんはそこで初めて私に気がついたようだ。

「あらっ、杏奈ちゃん。……って、え？」

　今度は霧子さんと私を見比べる。

「……杏奈、お店変えようか」

「えっ？」

　くるりと振り返り、霧子さんが店のドアに手をかけた。

「ちょっと待ってください。どうしたんですか？」

「……気が変わっただけよ」

　急に機嫌でも悪くなったように低い声で呟く。

　気が変わっただけ……？　きっと違う。そんな理由じゃない。良樹さんとの間に、何かあったの？

「こっちに座ったら？」

　ドアを開いて足を一歩外へ出した霧子さんに、良樹さんのどこか優しげな声がかけられる。それを聞いた彼女がピタリと足を止めた。

「入んなさいよ」

　もう一度良樹さんに呼び止められると、短く呼吸をしてゆっくり振り返った。

　どうするんだろう。霧子さんの出方が予測不可能で、意味もなくドキドキする。

「……そうね」

　さっきよりはいくらか柔らかい言い方で、霧子さんが小さく答えると同時に、ちょっとした緊張を解かれた私も息を吐いた。

　どことなくぎこちない様子の良樹さんが、「どうぞ」とカウンターを手で指し示す。

「……ありがと」

　聞き取れないほどの小さい声。霧子さんも彼に負けないくらい、ぎこちなかった。

　その隣に私も腰を下ろす。ふたりとも変だ。

「何にいたしましょうか」

　引き止めたはいいものの、ふたりの間に何か事情でもあるのか、良樹さんは霧子さんではなく私のほうだけを向いて尋ねた。

「えっと……」

　霧子さんをチラリと見る。

「ギムレット」

　彼女が短く答えた。

「いつもいただいてる、キールをください」

　私もお願いすると、椅子の背もたれに寄りかかった。

　良樹さんは、いつものように『かしこまりましたぁ』とニッコリ言うわけでもなく、静かにカクテルを作り始めた。霧子さんがその様子をじっと見つめる。

　このふたりに、いったい何があったんだろう。聞きたいけれど聞けるような雰囲気ではない。

　ふたりを交互に見ながら、黙っているばかりの私。なんだかとっても重苦しい。こんなことなら、霧子さんが他の店にしようと提案したときに素直に従えばよかった。それくらい、いたたまれない空気だった。

　作り終えたカクテルを良樹さんがカウンターへふたつ置く。

「久しぶりね」

　そこで霧子さんがやっと言葉を発した。まだどこか強張っている横顔。

「……そうね」

　ようやくふたりが目を合わせる。しばらく黙ったまま見つめ合ったあと、霧子さんが私のほうへ顔を向けた。

「元彼よ」

　……え？　今、なんて？

　目を丸くして固まった私に、彼女はもう一度「元彼なの」と淡々と告げた。

「えぇ!?」

　驚かないほうがおかしい。だって、良樹さんは……。

　口を半開きにしたまま良樹さんを見ると、彼はゆっくりと頷いた。

　ふたりが恋人同士だったなんて。

「振られたのよ、私。女性には魅力を感じないってね」

　霧子さんはポツリと呟くと、そのまま良樹さんを上目遣いで軽く睨んだ。彼は肩をすくませて、所在なさげだった。

「……まだ怒ってる？」

　良樹さんが両手を胸の前で組んで、おそるおそる霧子さんに尋ねる。捨てられた子犬のような、少し頼りない表情だった。

「怒りなんて、そんなに持続するものじゃないわ」

　ふーっと大きなため息を漏らしてから、霧子さんは首を小さく横に振って答えた。その言葉に、良樹さんがホッと胸を撫で下ろす。

「本当に悪いことをしたと思ってるわ」

　眉尻を下げて、霧子さんを優しく見つめる。

「……もういいのよ。昔のことだしね」

　霧子さんは吹っきったように微笑んだ。そこで場の空気が一気に軽くなったようだった。別れの場面が修羅場だったのかな、と余計な妄想をしてしまう。そんなふたりのやり取りを聞いていて、ふと思い出したことがあった。

「霧子さん、ひとつだけ聞いてもいいですか？」

「なぁに？」

　彼女が私へ向かって小首を傾げる。

「霧子さんがホステスになったのって、良樹さんとのことがあったからですか？」

「え!?　霧子ってば、ホステスやってるの!?」

　私の質問に、良樹さんが敏感に反応する。

「もしかして、杏奈ちゃんと同じ店？　あらやだ、バニーちゃんなの？」

　自分の質問に自分で答えを見つけて、目を瞬かせた。

「そうよ。私がバニーちゃんじゃおかしい？」

　ギムレットをグイッと飲み干すと、霧子さんは良樹さんに「もう一杯」とお代わりをねだった。やっといつもの調子の彼女に戻ったみたいだ。

「ううん、そんなことはないわ。霧子なら気高いウサギちゃんなんでしょうね」

「やぁね。やめてよ」

　そう言って笑い合う。それから楽しげに店の話をし始めた霧子さんを、横からじっと見つめた。

「……あ、私がホステスになったきっかけのことよね」

　私の視線に気づいた霧子さんは、質問を思い出してくれたようだった。良樹さんとの会話を邪魔してしまったようで、ちょっと申し訳ない気持ちになる。

　頷いた私に、「杏奈の推測通りよ」と彼女は笑った。やっぱりそうだったのだ。

「私が良樹と知り合ったのは、高校三年生のときでね。四つ年上の大学生だった良樹は、それはもう大人の男で」

「当時は私もカミングアウトしてなかったから」

　良樹さんが注釈を加えてくれた。

「若い頃って、恋愛しか頭にないでしょう？　好き好きモード全開で良樹に迫って、やっと彼女の座をゲットしたの」

「それはもう、すっごい勢いだったわ」

　いつものごとく良樹さんが手首にスナップを利かせる。

「霧子と付き合えば、普通の男に戻れるかもしれないと思ったのよね。でも、結局ダメで」

　当時のことを懐かしむように、遠くへ視線を飛ばす。

「女に興味が持てないって振られたというわけ。そう言われちゃえば、もうどうすることもできないでしょう？」

　霧子さんは私に同意を求めた。

　確かに。頑張ってどうにかなる問題じゃない。根本的な嗜し好こうが違うのだから。

「良樹の心が女なら、私はそれに負けないくらいの女になってやるわ！って啖たん呵かを切って今に至る、という感じかしら」

　まさか、霧子さんがあの世界に入った原因を作ったのが良樹さんだったなんて……。

「で、杏奈ちゃんはどう思う？」

　良樹さんが突然私に話を振る。

「……どう思うって、何をですか？」

「やぁね。霧子と私と、どっちが女として勝ってる？」

「えっ……」

　私に向かって良樹さんが急に右肩を突き出し、ウインクを投げてよこした。彼なりの女性らしさのアピールみたいだ。

　難しい質問を投げかけられて、正直困ってしまった。こんな状況でどちらも選べない。ふたりにはそれぞれお世話になっているわけであって、私が〝女度〟を認定するなんて荷が重すぎる。そもそも私は、女性らしさについて評価を下せるほどの女でもない。困り果てて、ふたりの顔を交互に見る。

「冗談よ、冗談」

　良樹さんが笑い飛ばした。

「……え？」

　思わずポカンと口を開ける。

「そんなこと、杏奈ちゃんに聞くまでもないわ。私に決まってるもの」

「ちょっと、良樹ったら何言ってるのよ。見た目が男の良樹にそんなこと言われたくないわ」

　高らかに勝利宣言をした良樹さんに、霧子さんは呆れ顔だ。足を組み替えて私に「ねー？」と小首を傾げる。

「霧子こそ何言ってるの。メイクをしたら、霧子なんか足元にも及ばない美しさなんだから。それに、心は純真無む垢くの乙女よ？」

　良樹さんだって負けていない。霧子さんに顔を近づけ、自分の胸に手を当てる。

「この顔のどこを見て、そんな自信が湧いてくるわけ？」

　良樹さんの額から顎まで何度も視線を往復させて、霧子さんが目を細める。そして彼の頬をキュッとつねった。

「痛いじゃないのよ。顔だけはよしてちょうだい」

　霧子さんの手を払い、良樹さんは大げさに頬を覆う。そんなやり取りに私が思わず吹き出すと、ふたりはストップモーションでもかけたかのように言い合いをピタリと止めた。

「……まぁ、とにかくそういうことよ。中身だけはすっかりオネエになってて驚いたわ。こんな近くに店を出してるなんて思いもしなかったしね」

　霧子さんはもう一度足を組み替えて言うと、再びギムレットを飲み干した。

「私も驚いたわ。まさかプリマベーラに霧子がいたなんて。目と鼻の先ですもんね」

　良樹さんも胸の前で両手を握って、何度も小刻みに頷いた。

　最初の重苦しい空気は、いつの間にか綺麗さっぱり退散してしまっていた。十数年ぶりの再会でわだかまりも溶けたようだ。

　そこで、あることを思い出した。

「霧子さん、うちのお店に来てた、私と同じ会社の人なんですが」

「ちょっと感じの悪い男のこと？」

『そうです』とは、すぐには頷けない形容詞だ。苦笑いを浮かべると、霧子さんは「あら、なぁに？」と不思議そうな表情をした。

「あの人、良樹さんの弟さんなんです」

「えっ!?」

　驚いたあと、ついさっき口から出した『感じの悪い』という言葉に対して、「ごめん、悪気はないのよ」と霧子さんが謝る。

「別にいいわよ。霧子の毒舌は昔からですからね」

　良樹さんの最後のひとことに、彼女の眉がピクリと動く。

「でも言われてみれば、どことなく似てたかもしれないわね」

　立花さんの顔を思い浮かべているのか、霧子さんが視線を宙に彷徨わせた。

「何がどこで繋がってるかなんて、わからないものよねぇ」

　霧子さんの三杯目のお代わりを作りながら、良樹さんはしみじみ呟いたのだった。










スパイの弱点




　翌日の夜、『おいしいものを作るからおいで』と沙月に誘われ、私は仕事帰りに彼女のアパートへと来ていた。

「あつっ！」

　できたてのミートドリアを頬張った瞬間、思わず小さな悲鳴を上げた。口に入れたままのスプーンの処理に困って、目を白黒させる。

「大丈夫？」

　冷えたウーロン茶のグラスを沙月から差し出されて、熱いままのドリアを無理やり飲み込む。そしてその上からウーロン茶を流し込んだ。

「……死ぬかと思った」

「大げさな」

　沙月はクスクス笑うけれど、決して大げさじゃない。ウーロン茶で冷やしたとはいえ、舌も喉もヒリヒリだ。

「昨日、沙月たちを残して私が帰っちゃったことへの罰？」

「そんなことするわけないじゃない。ドリアは熱いのが一番でしょ？」

「それはそうだけど……」

　お腹が空いていたせいもあって、出されてすぐ冷ますこともせず食べた私がバカだった。

「それで、昨日はどうだった？」

　昨夜の入江くんとの〝デート〟の状況を聞いてみる。少ししてから食べようと、ひとまずスプーンを置いた。

「うん。おいしかったよ」

　沙月からは的外れな回答が返ってきた。

「そうじゃなくて」

「え？　それじゃあ、何？」

　熱いドリアをものともせず口に運びつつ、彼女が首を傾げる。

「えーっと……」

　といっても、入江くんとの仲を直球で尋ねるわけにもいかない。

「何？　変なの」

　口ごもる私を沙月が訝る。

「ご飯を食べたあとは？」

　違う方向から攻めてみることにした。

「帰ったけど？」

「……そっか」

　せっかくチャンスを作ってあげたのに、入江くんときたら、みすみす逃してしまったらしい。

「あ、そういえば聞いたよ、立花さんのこと。鳥塚専務が裏で絡んでるかもしれないんだって？」

　なるほど。そういう色気のない話をしたからだ。入江くんもそんなときくらいは、会話を選べばいいのに。まぁ、そういう私も立花さん相手にウイットに富んだ会話はできないけど。

「うん……」

「ちょっとひと癖ありそうな人だとは思ってたんだよね。バニーちゃんのお店に杏奈がいたことも、承知の上だったんじゃない？」

「沙月もそう思う？」

　同じ考えにたどり着いた沙月の腕を、むんずと掴む。彼女はそれに頷いた。

「立花さんのことが目め障ざわりになったから、何か失態を起こすように仕掛けたんじゃないの？」

「やっぱりそうだよね？」

　私の考えは、立花さんへの恋心からくる大きなブレじゃない。

「でも、不正の証拠がないんじゃ、どうもできないか」

「そこなんだよね……」

　立花さんが勘づいていることを知っているのなら、専務はなおさら証拠隠滅を図るだろう。その証拠を立花さんが見つけられない以上、私たちには何もできない。どうしたら暴けるのかなんて考えもつかなかった。




　私がバイトを辞めた日から、一ヵ月が過ぎたときのこと。エレベーター待ちをしていた私の前で開いたドアの向こうに立花さんの姿を見つけて、思わず足がすくむ。

　乗っていた数人が降りてしまうと、中は彼ひとりだけになってしまった。

「乗らないのなら行くぞ」

　立花さんがパネルに手を伸ばす。ぶっきらぼうに告げられ、「の、乗ります！」と弾かれたように飛び乗った。

　ドアが閉まると、彼がパネルから離れ後方へと移動したので、私がパネルの前へと立つ。すぐに訪れたのは予想通りの重苦しい空気。私のことを見ていないのは充分わかっているけれど、後ろから感じる視線がものすごく痛い。好きな人を前にして何もできないのは入江くんばかりじゃない。私もそうなのだ。

　そうだ。報告しなくちゃならないことがあったんだ。大事なことを思い出した。

「立花さん」

　身体ごと振り返ると、立花さんは目だけ私のほうへと向けた。その動きにはまだ、どことなく私への嫌悪感が漂っている。

「お店、辞めたんです」

　私のひとことに彼の瞳は揺らいだものの、返答は「そうか」という短いものだった。

　別にどうでもいいことだと聞こえる言葉が、無理に呼び起こした私の発言意欲を削そぐ。けれど、ここでそのまま黙ってしまうわけにはいかない。

「ご迷惑をおかけして、本当にすみませんでした」

　何度謝っても謝りきれない。土下座でも足りないほどだ。

　頭を下げると同時に、エレベーターのドアが開く。私の降りる階だ。

「それでは、失礼します」

　軽く会釈して降りたところで、「佐伯」と立花さんの声が追いかけてきた。

　慌てて呼び止めたような言い方に、息を呑んで振り返る。ところがそこで「すみませーん、乗りまーす」という声と共に女子社員がエレベーターに駆け込んで、〝閉〟ボタンを連打。立花さんが口を開きかけたまま、無情にもドアは閉められてしまった。

　今、何を言おうとしたんだろう。

　気になったところで、追いかけるほどの勇気は持ち併せていなかった。




　人ひと気けのない休憩室は、この頃の恒例になりつつあった。珍しくお弁当を作ってきてくれた沙月が、三段にも積み上げた大きな重箱の蓋を次から次へと開けていくごとに、入江くんの口からは感嘆の声が漏れていく。

「すごいですねぇ、沙月さん。いったい何時起きですか？」

「四時」

「え!?」

　なんでもないことのように沙月が答える。さすがにそれには私もびっくりして、入江くんとふたりで驚いてしまった。

「どうしたの？　突然なんで？」

「本当ですよ。どこか身体の具合でも悪いんじゃないですか？」

　朝が弱いという話は聞いたことがないにしても、四時なんて、この時期でもまだ空は暗い。

「身体は絶好調。ちょっと眠いけどね」

　それはそうでしょ。当然の生理現象だ。

　紙の取り皿まで配られて、思わず目を見張る。しかも入江くんには、甲か斐い甲が斐いしく重箱からおかずを取ってあげるという世話の焼きっぷりだ。もしかして、これは……。

「ねぇ、付き合ってるの？」

　唐突な私の質問に、入江くんは口に入れた玉子焼きを吹き出しそうになった。

「なんでそうなるのよ」

　沙月からは鋭い突っ込みが飛ぶ。

「え？　違うの？」

　そうだとしか思えなかったんだけど。

「どうして私が入江くんと付き合わなくちゃならないの？　ねぇ、入江くん？」

　沙月がキョトンとする。同意を求められた入江くんは、なんと答えたらいいのか困惑気味だった。

　彼女には、まったくと言っていいほど入江くんの気持ちが通じていないらしい。それを証明することになってしまった。恋愛って本当に厄介だ。

「超豪華弁当を作ってきたのは、入江くんに諜報員としての報告をしてもらうため」

「え？」

　再び私と入江くんの声が重なる。

「このところ全然、音沙汰なしだったじゃない」

　確かに沙月の言う通りだった。自販機コーナーで続報を聞いてから、三週間は経っている。

「杏奈は杏奈で、会えば『はぁ……』ってため息ばかりだし。わけを聞いても『なんでもない』って。まぁ、どうせ立花さんのことなんでしょうけど」

「……それじゃ、私のため？」

　思いもしない沙月のセリフに、今度は私の目が点になる。

　自分の力じゃ立花さんを救えないことに、焦りと不安ばかり。最近は何をしていても考えることはひとつだけだった。

「当たり前じゃない。いつもお気楽で呑気な杏奈に、ため息は似合わないから」

　嬉しい言葉なのか、悲しい言葉なのか、わからなくなってくる。

　入江くんの取り皿がいっぱいになると、沙月は今度は私にまで取り分けてくれた。

「それで、どうなの？　本当は何か新情報があるんじゃない？」

　沙月に顔を覗き込まれて、入江くんが言葉を詰まらせる。

　やっぱり何か隠してるの？

　目を泳がせて、しきりに瞬きを繰り返している。怪しさ満載だ。

「しらばっくれるつもりなら、これはおあずけね」

「わー！　ちょっと待ってくださいよ！」

　皿を取り上げられた入江くんが、大慌てで引き止める。

「じゃ、話す？」

　それじゃ脅迫と同じだ。とはいえ、私も話してもらいたいことに変わりはない。

　入江くんは、まるで〝待て〟をされた飼い犬みたいに皿を凝視したまま、ブンブンと首を縦に振った。

「よし」

『よし』って……。本当に犬みたいだ。

　彼は皿が戻ってくると、「いただきます」と手を合わせて箸を持った。そこに沙月が再び手を伸ばす。

「ちょっと待った。食べるのは話が終わってから」

「ええ？」

　眉尻を下げて、今にも泣き出しそうな入江くん。ちょっとかわいそうに思ってしまうけれど、私も話は先に聞きたい。

「ごめん、入江くん。話してもらえる？」

　謙虚な姿勢でお願いしてみた。

「……わかりました」

　沙月と私の勢いに恐れをなしたのか、入江くんは名残惜しそうに箸を下ろして、私たちを見つめた。

「とはいっても、特別な新情報ってわけでもないですよ」

「前置きはいいから」

　沙月に急かされて姿勢を正す。

「賄わい賂ろを受け取っていたらしいです」

「鳥塚専務が？」

　尋ねた私に彼が頷く。

「下請けのバス会社に優先的に仕事を回す代わりに、金銭を要求したらしいんです」

「賄賂を要求したってことは、収賄罪とかいうのに問われるの？」

　沙月が質問をする。

　収賄罪だなんて、なんだか難しい話になってきた。私は思わずしかめっ面になってしまう。

「そうなんでしょうね」

「でも、それって公務員とかに限定されるものなんじゃない？　民間の企業の勤め人に、その罪を問えるの？」

　重ねて質問する沙月。収賄罪が公務員だけに限定されるものだということすら知らなかった私。

　世間知らずだと呆れられそうだから、余計なことは言わないで黙っておこう。

「人事部にいる同期が言うには、民間企業でも取締役なんかは対象になるらしいんですよね」

「そうなんだ。でも賄賂のことがそこまでわかっていて、どうして証拠が掴めないでいるの？」

　沙月は感心したように頷いたあと、続けた。

「相手とはメールでのやり取りだったみたいですが、鳥塚専務はそれを全部削除したらしくて」

「会社のパソコンでやり取りしてたの？」

「みたいですよ。システム部に指示して鳥塚専務のパソコンを調べさせたそうですが、メールが不自然に削除されていた上、強固なセキュリティがかけられていたらしいです。それ以上、なす術すべがなかったみたいですね」

　会社のパソコンを使うのは脇が甘そうだけど、メールはしっかり削除してセキュリティもかけるだなんて……。

　本当にどうにもならないの？　いっそのこと自白させてしまうとか。

　でもそれは無理な話だよね。簡単に自白するくらいなら、立花さんを遠くに飛ばそうとまでしない。徹底的に隠し通すつもりで、立花さんの配置換えを算段しているのだろうから。

　それにきっと、これまでに立花さんからこの件で質問をされているはず。その時点でしらを切っているのだから、今さら認めるわけがない。

「で、入江くんはどうして今の話を黙ってたの？」

「え？　いや、それは……」

「保身のためでしょ」

　沙月が鋭く睨む。

「や、やだなぁ、沙月さん。そんなつもりは……。ただ、証拠がない以上、ふたりに話したところでどうしようもないだろうなって思って……。すみません、はい……」

　だんだんと彼の声が小さくなっていく。

「もういいよ、沙月。入江くん、とにかく話してくれてありがと」

「食べてもいいよ」

　沙月からオッケーが出た途端、入江くんは間髪容れずに筑前煮を頬張る。

「おいしいですねぇ」

　口をモゴモゴとさせながら満面の笑みを浮かべた。

「当然じゃないの。私が作ったんだよ」

　沙月が胸を張ったところで、それすら目に入っていないらしい。彼女の手料理を食べる喜びでいっぱいのようだ。

　そして入江くんは、まるでロボットが同じ動作をし続けるように、次から次へと口の中へおかずを運んでいくのだった。










スーパーハッカーにお願い！




　重箱の三分の二は入江くんのお腹の中へ。残りの三分の一を私と沙月で食べ終えて休憩室を出てみると、何やらいつもとはフロアの様子が違っていた。普段は静かなのに、どこか騒がしい。

「何かあったのかな」

　沙月と顔を見合わせつつ、通りかかった人に声をかけてみる。

「どうしたんですか？」

「時期外れの人事異動が貼り出されてて」

　人事異動？　今度は入江くんも交えて顔を見合わせる。

「人事部関連みたい」

　まさかのひとことに、迷わず駆け出した。

「ちょっと、杏奈！」

　きっと立花さんの異動に違いない。人波をかき分け、掲示板の前へと立つ。するとそこには……。

【人事部　立花海人　八月一日よりサイパン支店への異動を命ず】とあったのだ。

　サイパン支店!?　それも、約二週間後!?

　あとから追いついてきた沙月が、私の肩を掴む。

「杏奈、なんだって？」

　私の肩越しに掲示板を覗き込んだ途端、「えっ!?」と驚いた。

「何よこれ……ひどすぎる……。しかも立花さんの後任って、鳥塚専務の息のかかった人だよ」

　沙月のその言葉で、怒りがふつふつと湧いてくる。目障りな人間は遠くへ。取締役だからって、こんなやり方は汚すぎる。立花さんは今、どうしているだろう。そう思い始めたら、いても立ってもいられなくなった。

「沙月、私ちょっと行ってくる」

「え？　行くって、どこへ？」

　沙月の質問に答えないまま、人の輪から飛び出した。

　立花さんは悪いことなんて何ひとつしていない。その立花さんがこのまま海外へ飛ばされちゃうなんて。そんなことは絶対に嫌だ。

　人事部へと向かう途中、探していた背中を見つけて足を速める。

「立花さん！」

　私の呼びかけに、立花さんがゆっくりと振り返る。

　眉ひとつ動かさない。目の色を変えるわけでもない。いつも通りの彼の表情からは、何も読み取れなかった。こうして立花さんを探してやってきてしまったけれど、いざ面と向かうと何を言ったらいいのかわからない。

「用がないのなら行くぞ」

　言うなり、彼が私から冷たく目を逸らす。

「あ、あの！」

　背を向けかけた立花さんを呼び止めた。ただでさえ言葉が用意できていないというのに、彼にじっと見据えられて、さらにセリフが思い浮かばなくなる。

「辞令、見ました……」

「それがどうした」

　抑揚のない平坦な声だった。

　どうした、って……。

「鳥塚専務が、あまりにも横暴で」

　つい口から出た名前に、立花さんの眉がピクリと動く。鋭かった眼差しが、さらに磨きをかけたように私を射抜いた。

「ちょっとこっちへ来い」

「えっ……」

　低い声と共に腕を引っ張られる。

　すぐ近くにあったミーティングルームへ私を押し込むと、立花さんは通路に面したガラス張りの壁すべてにブラインドを下ろした。

「そんな話をどこで聞いたんだ」

　至近距離でジロリと見下ろされて、呼吸すらままならない。

「答えろ」

　強い言い方に、肩先がビクンと揺れる。でも答えるわけにはいかない。

「言えません」

　なんとか言葉を発した。呼吸困難になる寸前、酸素を胸いっぱいに吸い込む。そのおかげか、脳に充満した酸素が私に指令を下す。

「……立花さん、前に『罠だった』って言いましたよね？」

　思いきって尋ねると、立花さんが目を見開く。

「それが、今回のことだったんですよね？」

　ずっと聞きたいことだった。でも彼は頷くわけでも、イエスと言うわけでもなく、ただ黙って目を逸らした。

「……立花さん？」

「すべて知ってるって顔だな」

　壁にもたれて腕を組む。そうしてしばらく考え込むように、床に目線を下ろしたままでいた立花さんは、不意に私を見た。その瞳にはついさっきまでの力強さも鋭さもなくて、それがかえって私を不安にさせる。

「ツメが甘かった俺のミスだ」

　息を大きく吐き出したあと、自分に言い聞かせるように呟いた。

「え……？」

　質問を投げかけたのは私。でも立花さんの口から直に回答を聞けるとは、正直なところ思っていなくて、マヌケ顔で聞き流してしまった。

「俺の負けってこと」

　悲しく笑う。そんな彼の顔は見たことがなかった。

「でも！」

「決定的な証拠がなければ、取締役会に不正を上げることはできない。つまり、このまま異動を受け入れる以外に道はないということだ」

「そんなの……嫌です」

　なんとかして立花さんを救いたい。私も原因のひとつなのだ。専務の思惑通りになんてさせたくない。

　でも、どうしたら……？　証拠となるべきメールはすべて削除されている。

　……削除？　そうだ。

　そこである人の顔が浮かんだ。

　どうして今まで思い浮かばなかったんだろう。あの人ならきっと……。

「私、なんとかしてみせます」

「え？」

　一〇〇パーセントの自信はない。でも、言霊という言葉もあるくらいだから、口に出した言葉には力が宿ると信じている。

「おいっ、佐伯！　何する気だ！」

　追いかけてきた立花さんの切迫した声に立ち止まることなく、ミーティングルームを飛び出した。




　ロッカールームに誰もいないことを確認すると、しまってあった名刺を探し出す。スマホを取り出し、書かれているナンバーへ電話をかけた。

『……もしもし？』

　数コール鳴ったあと、相手が出る。見知らぬ番号からだったせいか、不審そうな声色だった。

「あの、杏奈です」

『はいっ!?』

「岩瀬さんですよね？」

　私が店にいたときに、唯一私を指名してくれたお客さんだ。

『あ、あ、杏奈さん!?　あの杏奈さんですか!?』

　素っ頓狂な声が耳に響いた。

「そうです。プリマベーラにいた杏奈です」

『い、い、いったい、ど、どうしたんですか？』

　変わらない話し方が、こんな状況下なのになんだかホッとさせる。

「ちょっと聞きたいことがあるんです」

『杏奈さんが、ぼ、ぼ、僕に？』

「はい。消してしまったＥメールを復元することって、できないでしょうか？」

　名刺を改めて眺める。システムエンジニアの裏に隠された〝スーパーハッカー〟という肩書が、今の私には光り輝いて見えた。相当の腕前だと信じたい。

『も、もちろんできますが』

「本当ですか!?」

　思わずその場でピョンと飛び跳ねる。

『杏奈さんの大切なメールを、削除してしまったんですか？』

「いえ、私じゃないんですけど……。復元していただけないでしょうか？」

『杏奈さんのではなく……？』

　ゆっくりと投げかけられた質問。戸惑っている様子が電話越しに伝わってきた。

「実は、会社のパソコンなんです」

『杏奈さんの会社の……？　えっと……それを、ぼ、僕が……？』

「はい」

　会社のパソコンなら社内の人間にやってもらえばいいのに、と思って当然だ。岩瀬さんは事態を理解できないようだった。

『……それはその……お仕事として、ですか？　それとも個人的に、ですか？』

「個人的に、です」

　押し黙る岩瀬さん。沈黙が私を緊張させる。

　でも、ここで断られるわけにはいかない。岩瀬さんしかお願いできる人がいないのだから。

「お願いします、岩瀬さん。なんでも言うことを聞きますから」

『……な、なんでも、ですか？』

　声のトーンが一気に高くなった。

　このまま押せば、きっと頷いてくれる。もうちょっとだ。

「はい。なんでもです」

『わ、わ、わかりました！』

　耳の奥深くまで岩瀬さんの声が通り、思わずスマホを一旦遠ざける。

「ありがとうございます！」

　たぶん私も、彼に負けないくらい大きな声になっていたと思う。しかも、見えないというのに最敬礼のお辞儀つきだ。

　日程を軽く打ち合わせて、岩瀬さんとの電話を切った。

　ひと筋の光が見えたのを実感しつつロッカールームを出ると、沙月が小走りに近づいてきた。

「杏奈ってば、こんなところにいたの？」

　急に姿を消したから、心配させたみたいだ。

「立花さんが探してたよ」

　思いがけないセリフに、「え？」と聞き返す。

「無茶はするなって伝えるように言われたんだけど……杏奈、何するつもりなの？」

　沙月が私の腕を掴んで不安そうに見つめる。

「何って……立花さんを助けたいの」

「どうやって助けるのよ」

　その口調は、絶対にできないことだと言っているようだった。

　確かに無茶だと言われたら、首を横には触れない。でも、無理かどうかはやってみないとわからない。

「削除されたメールを復元するの」

「そんなこと、どうやって？　うちのシステム部でも手に負えなかったんでしょ？」

　社内のシステム部員の能力が低いとは思わない。大企業で働くシステムエンジニアなのだから。

　それでも、スーパーハッカーの岩瀬さんならきっと……。

「ある人に頼んだの」

「ある人？」

　沙月の顔が途端に曇る。

「お店に来てた、システムエンジニアのお客さん」

「……その人がやってくれるって？」

　曇った顔はそのまま不審そうな表情へと変わった。

「うん」

「仕事じゃないのに？」

「……うん」

　彼女の目がみるみるうちに鋭くなっていく。すべてを見抜きそうな眼差しに、つい視線を逸らしてしまう。

「何か見返りを求められたりしてるんじゃない？」

「えっ……や、やだな、そんなことないよ」

　しどろもどろになる私の目の奥を、沙月が探るようにさらに覗き込んだ。

　求められたというより、私からの提案だ。それに、そんなにたいしたことでもない。

　そっと視線を戻すと、「嘘つき」と彼女が気色ばんだ。

「う、嘘なんかじゃないよ」

「杏奈は嘘つくときに、鼻の穴が膨らむの」

「なっ、何よ、それ！」

　膨らませてなるものか、と必死に呼吸を堪える。沙月の大きな目につい負けそうになったものの、なんとか踏ん張った。

　そうしてしばらく見つめ合ったあと、彼女は「……わかった。もういい」と引き下がってくれた。

　勝利が確定した瞬間、私は細く長く息を吐き出した。安あん堵どのため息だ。沙月は心配性だから、余計なことは話したくない。

「杏奈とは絶交する」

「えっ!?」

　しかし安心したのも束の間、彼女が小学生のようなことを言い出した。

「大事なことを話してもらえないようじゃ、友達でいたって仕方ない。私のことを信用してないってことでしょ？」

「ち、違うってば。余計な心配をしてほしくないだけなの！」

　沙月には心配をかけ通し。頼ってばかりの私からは卒業したい。

「ほら、やっぱり」

　彼女の目が光った。

「そのエンジニアとかいう人に、何か求められてるんじゃない」

「だから、それは……」

　ごにょごにょと口ごもる私を、さっきよりも目を大きく見開いた沙月がじっと見つめてくる。

「杏奈の心配をするのは、今に始まったことじゃないし」

　彼女がツンと顎を突き出し、ニッコリ笑った。

　そこを突かれると、本当に何も言えなくなる。バイトのことだってそうだ。始めるときはもちろん、立花さんにバレたときも。沙月は態度にこそ出さなかったけれど、裏では心配してくれていたのがわかるから、途端に申し訳なくなる。

　だからこそ今日も、早起きして豪華なお弁当を作って、入江くんから話を聞き出そうとしてくれたのだ。

　やっぱり沙月には、きちんと話しておこう。

「ごめん、沙月。あのね――」










ミッション遂行は速やかに




　いよいよやってきた、メール復元の決行日。

「岩瀬さん！　こっちです！」

　待ち合わせたのは、駅の改札口だった。改札を抜けてキョロキョロと私の姿を探す岩瀬さんに、必死に手を振る。けれどその視線は私を素通りして、再び辺りを見渡す。私にまったく気づかない。

　そこで重大なことを思い出した。岩瀬さんの知っている私と今の私は、容姿が全然違うのだ。

　自分から彼へ駆け寄り、顔を覗き込む。

「岩瀬さん、杏奈です」

　そう名乗ってみても、岩瀬さんの目は点。激しく瞬きを繰り返した。

「……杏奈さん、ですか？」

「そうです、杏奈です。ごめんなさい、お店のときはもっと厚化粧だったから……」

「そ、そうでしたか！　ぼ、僕のほうこそ申し訳ありません。杏奈さんに気づかないとは……」

　しきりに頭を下げる。

　薄化粧を見てガッカリしたか、その逆か。そこまでは読み取れないけれど、たぶん岩瀬さんの反応は正しい。アザがきっかけになったとはいえ、立花さんと入江くんが気づいたほうが稀まれなのだ。

「今日は無理なお願いをして、本当にすみません」

「い、いえいえ！　昼間に杏奈さんと、あ、あ、会えるなんて、う、嬉しい限りです、はい……」

　岩瀬さんは顔を真っ赤にしてモジモジした。

　日曜日の今日ならば、鳥塚専務はもちろんのこと、社内には誰もいないはず。専務室にこっそり入って、復元作業をしてしまおうという魂胆だった。

　専務も、一度調べが入ったパソコンなら二度目はないだろうと油断しているに違いない。侵入はそれほど難しくないどころか、スーパーハッカーの岩瀬さんなら、たやすいこと。

「では、行きましょうか」

　岩瀬さんを伴って、会社に向けて出陣した。




　忘れ物をしたという口実で、守衛に中へ入れてもらえるようお願いすると、私の社員証だけで意外にもあっさり了承してくれた。大きな会社だけに、さすがに社員の顔をすべては覚えていないようだった。

　休日はエレベーターが停止している。最上階の二十階まで非常階段をのぼりきったときには、私たちは息も絶え絶えだった。

　非常灯だけが点く通路を、専務室を目指して歩く。ふたりの荒い呼吸音だけが響いていた。

「ここです」

　ようやく専務室の前へとたどり着く。何かと情報通な入江くんに頼んで入手していた暗証番号を入力すると、カチャリという音と共に鍵が開けられた。

「……あ、あの……そのパソコンというのは、も、も、ものすごく偉い方のものなんでしょうか……？」

　岩瀬さんの瞳が不安に揺らぐ。落ち着きなさそうに、あちこちへと視線が彷徨った。

「詳しいことも話さずに連れてきてしまって、すみません」

「い、いえっ……でも……」

　彼が肩を丸める。とんでもないことに首を突っ込んでしまった、と後悔しているのかもしれない。

「実は、ある人を助けたくて……。その人を助けるためには、専務の不正を暴かなきゃならなくて。……それにはメールを復元するしかないんです」

「不正、ですか……」

「はい」

　判断に迷っているのか、岩瀬さんはいかにも弱ったというふうに腕を組み、せわしなく顔をあちらこちらへと向けた。

　どうしよう。『やっぱりやりたくない』と言われたらおしまいだ。立花さんを救えなくなる。私はここで断念するわけにはいかない。

　大きく深呼吸をして、深く頭を下げる。

「お願いします！　岩瀬さんしか頼れる人がいないんです！　あとで岩瀬さんにご面倒をかけるような真似はしません！」

　どうかお願い……。

　上半身を九十度に折り曲げた。

「杏奈さん。あ、あ、頭を上げて、く、ください」

　躊躇ためらいがちに肩に乗せられた手。岩瀬さんは私の顔を覗き込むようにすると、優しい笑みを浮かべた。

「不正なんですよね？」

　口元を引きしめて彼が尋ねる。

「はい……」

「そういうのは、僕も、す、好きじゃありません」

「それじゃ……」

　思わずパッと顔を輝かせる。

「はい、やってみます。杏奈さんの頼みですし」

　力強く頷くと、岩瀬さんは頬を緩めた。

「ありがとうございます！」

　嬉しさのあまり、つい彼の手を握ってしまった。

「あ、あ、あ、あ、杏奈さんっ。お、お礼は、ちゃんと、メ、メールを、ふ、復元できてからで……」

　岩瀬さんの顔が一気に耳まで真っ赤になる。

「そうですよね。すみません。それでは、お願いします」

　頬を引きしめ、岩瀬さんと頷き合う。

　ドアを開けると、目指すそれはデスクの上に静かに鎮座していた。室内が静かすぎることが、私たちの緊張を高めていく。エアコンが止まっているせいもあって、岩瀬さんの額にはすでに汗が滲んでいた。

「これ、どうぞ」

「す、すみません」

　ハンカチを差し出すと、彼は素直に受け取って額に当てた。

　それから椅子に浅く腰かけ、早速パソコンの電源を入れた。出てきたパスワード入力画面で、岩瀬さんの手が止まる。でも、それはほんの一瞬のことだった。私の心配をよそに、彼は別の画面に切り替えると、キーボードを素早い動きでタッチしていく。いつもとは別人のようだった。

　そしてパスワード画面に戻ると、何やらローマ字と数字を入力し、一発でログインに成功した。パスワードをいとも簡単に探り当ててしまったようだ。

「すごい……」

「や、やめてくださいよ」

　思わず出た言葉に、岩瀬さんが照れる。

　スーパーハッカーの岩瀬さんにかかれば、パスワードの解除くらいどうということはないのだ。この分だと、メールの復元もお手のものに違いない。今日は彼がなんでもできるスーパーマンのように格好よく見えた。

　そうこうしている間にも、画面には暗号にしか見えないローマ字や記号の羅列がいっぱいになり、岩瀬さんの指先は華麗にキーボード上を舞い続ける。何が起こっているのか私にはわからないまま、時間が過ぎていった。

　どれくらい経った頃か、岩瀬さんがパソコン画面を指差した。

「あの、これらが、削除されていたメールなのですが……」

　その言葉が心の内側に小さな波を立てた。思わず顔を近づけて凝視する。

　そこには確かに、入江くんが言っていたバス会社とのやり取りが何通にもわたってなされていた。そしてその中の数通には、金銭授受のやり取りまで詳細に書かれていたのだ。

「欲しいものは、これじゃなかったでしょうか？」

　不安そうに尋ねられる。

「これです！　これが欲しかったんです！」

　これで立花さんを救える！

「岩瀬さん！　ありがとうございます！」

　彼の手を握り、思わずブンブン振りまわす。

　嬉しくてどうにかなってしまいそうだった。

「あ、あの、杏奈さん！」

「……あ、ごめんなさい。つい興奮して、手なんて……」

　我に返ってパッと手を放す。岩瀬さんは真っ赤な顔をして俯きながら、私が渡していたＵＳＢメモリを取り出した。

「で、では、これを保存しましょう」

　バックアップを取り、無事復元に成功したのだった。




　翌日の月曜日。真っ先に向かったのは、言うまでもなく立花さんのところだった。

　午前八時前。この時間、人事部は立花さん以外に誰も出勤してきていない。立花さんはきっと、新聞を広げて読み耽ふけっているはずという予想を抱きつつ、ノックのあとにドアを開くと、彼はデスクにいなかった。

　嘘、いないの？

　ＵＳＢメモリをギュッと握りしめる。朝一で渡したかったのに。

　小さくため息をついたときだった。

「人事部になんの用事だ」

　後ろから、聞き慣れた無ぶ愛あい想そうな声がかけられて、ドキリとする。立花さんが大きな段ボール箱を抱えて入ってきたのだ。

「その段ボール箱……」

「身辺整理。ここもあと一週間だ」

　こともなげに言う。

「心配するな。佐伯の副業のことは公にしないよう、鳥塚専務に頼んでおいたから」

　立花さんは一本調子で言ったあと、私の顔を見た。

　私の心配じゃなくて、自分の心配をするときなのに！

「なんだ。それじゃ不満か」

　思わずしかめっ面をした私に、立花さんの容赦のない言葉が飛ぶ。彼はデスクに段ボール箱を置くと、引き出しに入っている私物を片っ端から入れ始めた。

「そうじゃないんです」

「じゃあ、なんだ？」

　手を止めて、私を真顔で見る。

「これ」

　立花さんの顔の前にＵＳＢメモリを突き出す。

「……それはなんだ」

　彼は目を細めて、私の手元を見つめた。

「鳥塚専務が削除したメールです」

　立花さんの顔つきが一瞬で変わる。

「どういうことだ？」

　確かめるような、ゆっくりとした問いかけだった。

「復元したんです」

「……佐伯が？」

「いえ。ある人に頼みました」

　立花さんは私の手からそれを奪い取ると、自分のパソコンに挿した。ファイルが開かれるまでのほんの数秒でも待ちきれないのか、マウスをせわしなく動かす。そうしてやっと開いたファイルに真剣な眼差しを注いだ。

　きっと、これで大丈夫だ。あとは立花さんにお任せしよう。

　邪魔しないよう静かに人事部を出た。

　始業までまだ時間があるから、隣のコーヒーショップにでも行こう。そんなことを考えながらエレベーター待ちをしていると、「佐伯！」と私を呼ぶ立花さんの声が聞こえた。

　振り返ると、彼が走ってくるところだった。

　え？　私、何か間違えた？　違うＵＳＢメモリを渡したりしてないよね？

　一瞬の間にそんなことを考える。

　突っ立ったままの私に追いつくと、立花さんは不機嫌そうに眉をひそめた。

「無茶なことはするなと言ったはずだ」

「はい？」

　彼が腰に手を当てて大きなため息をつく。『お前はまったくなんにもわかってない』とでも言っているような顔だった。

「専務室に忍び込んだのか？」

　私をじっと見据える。

「……はい」

「ったく。アホか」

　立花さんがため息交じりに呟いた。すっかりお馴染みの呆れ顔だ。

　そんな顔もすっかり見慣れてしまったのは、私が立花さんにそれだけ迷惑をかけてきたことの証あかしかもしれない。

「……ですよね」

　軽く笑って答えた。

　そんなことがバレたりしたら私がどうなるか、立花さんの一件で簡単に想像はつく。

　でも、アホだなんて。そこまで言わなくてもいいのに。

「危険な真似を平気で行うのは、アホのすることだ」

「それを言ったら、立花さんだってそうです」

　ポロリと言い返す。

　立花さんだって、危険を承知の上で鳥塚専務の不正を暴こうとしたのだから。

　反射的につい反論してしまうと、彼の目が一度見開かれたあとシュッと細くなった。

「……だな。確かに俺もアホだ」

　参ったな、という具合に頭を掻く。

「あ、いえ、すみません……」

　素直に認められてしまうと、かえって私の立場がないというか、妙に居心地が悪い。立花さんには無愛想かつ横柄でいてもらわないと、こっちのペースが崩れてしまう。

「でも勘違いしないでくださいね。立花さんのためにやったことじゃありませんから」

　表情を引きしめて、強い口調で告げる。

　私自身のためなのだ。立花さんが遠くへ行ってしまえば、もう二度と会えなくなるから。

　だけど、私の気持ちを伝えたところで、負担に思われるだけ。

「私がバイトをしていたことも絡んでいたから……だから、なんとかしたかっただけです」

「……そうか」

　立花さんは表情をフッと和らげると、自嘲気味に笑った。

「ともかく、助かったよ」

　去り際、肩越しに「サンキュ」と小さく呟き、彼は来た道を引き返していった。

　珍しく声色の優しい言葉が、耳に残る。わずかに浮かべた口元の笑みは、目に焼きつく。史上最低の女と言われた私が、立花さんに恋愛の対象として見てもらえることは一〇〇パーセントないというのに。

　私の中にまだまだ絶大な存在感を誇っている立花さんの声と笑顔は、どうしても私の心をかき乱すのだった。







第五章










甘い予感に襲われて




　立花さんにＵＳＢメモリを渡してから、もうすぐ二週間が経とうとしていた。

　久しぶりに来てみた社員食堂。まわりのみんなが口々に噂しているのは、鳥塚専務の進退についてのことだった。

　復元されたメールのデータは、あのあと取締役会に提出された。すべてが明るみになり、専務は当然のことながら取締役から外され、地方代理店の営業部へ異動。会長の恩情なのか、解雇と刑事告訴は免れたらしい。

「よかったね、杏奈」

　沙月がこれ以上ないという満面の笑みを浮かべる。

　立花さんのサイパン行きはなくなった。ところが、当然のごとくあの異動は白紙になるとばかり思っていたのに、人事部には戻されなかったのだ。そのことで思わずため息が漏れる。

「あれ？　どうしてため息なの？　遠くに行くことがなくなったんだもの、バンバンザイじゃない」

「そうなんだけどね……」

　立花さんには人事部長がふさわしいと思っていた。次期部長の座は確実視されていたはずなのに、どうして業務監査部なんて……。

「本社に残るんだし、それに部長だよ？　その内部観察眼を買われて、業務監査部の部長になるんだよ？　落ち込むところじゃないでしょ」

「だって、私の勝手な印象かもしれないけど、業務監査部って警視庁だか警察庁だかの公安みたいで怖いんだもん」

　どちらかというと、従業員みんなを疑いの眼差しで見るようなイメージだ。そこの部長……。

　ランチを前にして、ため息が漏れては消えていく。

「まったく。これだから杏奈は、会社のことに興味がなさすぎるって私にボヤかれるのよ」

　私は人からことごとく呆れ顔をされる性質みたいだ。今度は沙月がため息をついた。

「うちの会社で監査部っていったら、社長の右腕と呼べる存在なんだよ」

「……そうなの？」

　うな垂れていた頭を上げる。

　そんなことは初めて聞いた。右腕なら社長室の人間だとか、側近たちだとばかり思っていた。

　沙月を激しい瞬きで見つめる。

「そこの長に抜擢されたんだから、将来は安泰じゃない」

　社長の右腕……将来は安泰……？

　……そうなんだ。

　みるみるうちに頬が緩んでいく。

　サイパン行きは免れ、社長にも認めてもらえたんだ。よかった。

「ちょっと。今度は何ニヤニヤしてるのよ」

「や、やだな。ニヤニヤなんてしてない」

　頬をペチペチと叩いて引きしめる。それでも無駄な抵抗だったらしく、どうしても上がる口角を下げる術は見つからなかった。

「お、いたいた。今日は社食なんですね」

　ボーイのごとくトレーを片手に乗せて、入江くんが現れた。

「何かにありつけるかと思って休憩室に行ったら、いなくてガッカリでしたよ」

　社員食堂の丸テーブル。入江くんは、沙月と私の間に腰を下ろした。

「ちょうどよかった。入江くん、今夜は祝勝会でもしない？」

「いいっすねぇ」

　沙月の提案に、入江くんが身を乗り出して賛同する。〝隠れ〟立花さんを救う会の祝勝会ということらしい。

「杏奈も大丈夫だよね？」

「あ、私は……」

　実は、今日は岩瀬さんとの約束の日だったのだ。

「何？　もしかして立花さんとデートとか？　ったく、杏奈ってば抜け目がないんだから」

「違うってば」

　どうして私が立花さんとデートなんてできるというのか。そんなことを言われると、軽く傷つくというもの。

「それじゃ何？」

　ストレートに聞かれると、返答に困る。

　そばには入江くんもいる。うっかり岩瀬さんとのことを話せない。

「……まさか」

　私の反応を沙月が敏感に感じ取る。

「例の約束？」

　本当に勘が鋭い。頷いた私を見て、彼女はまた小さくため息をついた。

「大丈夫だよ。心配するようなことはないから」

　相手は岩瀬さんだ。別にどうということはない。

「例の約束って、なんですか？」

　入江くんが沙月と私を交互に見比べる。

「入江くんには関係ないの」

　沙月にグイッと押し戻されて、彼が不満顔を浮かべる。

「ちぇっ。いっつもいっつもツレないんだからなぁ、沙月さんは」

「ツレるもツレないもないでしょ」

　沙月に突き放されてシュンとしてしまったようだ。

「ごめんね、入江くん。今回のことは本当にありがとう」

　代わりに私が宥めるように、入江くんの肩をトンと軽く叩く。

　今回の一番の功労者は岩瀬さんだけれど、入江くんの情報がなかったら立花さんを助けられなかった。口の軽い同期くんが人事部にいたおかげでもある。

「まぁ、別にいいんですけどね」

「だから、今夜は沙月とふたりで私の分も思いっきりお祝いしてきてよ」

　私のひとことで、入江くんの顔がパッと明るくなる。本当に簡単だ。

「そうですね！　それはもうガンガン祝ってきますよ」

「ちょっと、杏奈。私と入江くんのふたりで祝ったって意味ないじゃない」

　沙月と入江くんのふたりでという話の流れに、乗れない人がひとり。彼女はちょっと不満そうに私たちの話を止めた。

「そんなことないよ」

　一応否定してみる。

　沙月とふたりきりにさせてあげることは、入江くんにとって何よりのご褒ほう美びだ。

「そうですよ、沙月さん。ふたりで責任を持ってお祝いしてきましょう」

「何よそれ。じゃあ、入江くんのおごりだからね？」

　糸のように目を細くした沙月が、口を尖らせながら言う。

「もちろんですよ。任せてください」

　ドーンと胸を叩いて入江くんがアピールすると、沙月は何か企んだように目を光らせる。

「それじゃ、ずっと行きたかった高そうなお店にしようっと」

「え……？」

　入江くんは一瞬だけ固まったものの、「わ、わかりました。そこにしましょう」と鼻息荒く合意したのだった。




　会社帰りの足で私が向かったのは、市街地の外れにあるスタイリッシュな高級ホテルだった。ベルボーイが開けてくれたガラス製のドアを抜け、広いロビーへと入る。

　岩瀬さんを探してゆっくり足を進めると、視界の隅でソファから立ち上がった人影を捉えた。彼も私を見つけて、しきりに頭を上げ下げする。

「お待たせしてすみませんでした」

「いえいえ！　とんでもないです」

　そばに歩み寄り一礼すると、岩瀬さんはさらに恐縮して腰を低くする。

「あの、杏奈さん……本当によろしいんですか？」

　激しい瞬きをしながら彼が尋ねる。

「お約束ですから」

「ですが……」

　願い出た本人が迷っているらしい。汗もかいていないのに、ハンカチで額を拭う。

「いいんです。岩瀬さんのおかげで、すべてうまくいったんですから。さ、行きましょ」

「は、はい……」

　まだ戸惑っている岩瀬さんの腕を掴んで、身体の向きを変える。

　エレベーターはどこだろう。グルッと視線を巡らせていると、彼が私の肩をチョンと小突いた。

「あの、あそこです……」

　岩瀬さんが遠慮がちに指差した。

「前もってリサーチしておきました」

　恥ずかしそうに頭を掻く。

　そこまで楽しみにしてもらえたのなら、よかった。

「あ、あの、杏奈さん。よ、よ、よろしくお願いします」

　彼は腰を深々と折った。

「岩瀬さん、やめてください」

　近くにいた人たちから、さりげないながらも視線を向けられて、慌てて頭を上げてもらう。私にしてみれば、そんな態度は岩瀬さんらしくて、ちょっと心が和むのだけれど。

「私のほうこそ、よろしくお願いします」

　まわりから見たら、ちょっと滑こっ稽けいなふたりかもしれない。お互いに頭を下げ合って、いざエレベーターへと向かった。その前まで到着すると、岩瀬さんが震える指先でボタンをタッチする。

　ところが、すぐに到着したエレベーターに乗り込もうと、彼に続いて足を踏み出したときだった。

　突如、背後から掴まれた手首。驚いて振り返ると、そこには……。

「立花さん!?」

　想定外の人物が立っていた。一瞬、他人の空似かと思ってしまったけれど、紛れもなくそれは立花さんで、二度に分けて心臓が飛び上がる。

「どうしたんで――」

「どういうつもりだ」

　私の言葉を遮って、立花さんの鋭い声が飛ぶ。

　どういうって……？

　岩瀬さんのほうをチラ見すると、彼はそれほど大きくないはずの目をいっぱいに見開いて驚いていた。

　視線を戻した先には、立花さんの険しい表情。何がどうなっているのかわからなくて、その顔を見つめるばかりの私。

「あのデータの見返りとして身体を差し出すとは、佐伯はどこまで無茶なことをするつもりだ」

　眉間に深く刻まれた皺。吊り上がった眉。目には、今まで感じたことのない怒りが漂っていた。

　バイトが見つかったときも、嘘がバレたときも、ここまで怒ってはいなかったはずなのに……。

「……でも、どうしてこんなところに？」

　なぜ、ここに私が岩瀬さんと来ることを、立花さんが知っているの？

　突然の彼の登場は、まだ私の鼓動を速めていた。

「富とみ島しまから聞いた」

「沙月から？」

　沙月が立花さんに話したの？

「とにかく、行くぞ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　引っ張られた手を引き戻す。

「待て、だと？　ったく、佐伯はどこまで無茶苦茶なんだ」

　呆れかえった立花さんの口からは、大きなため息が漏れた。

　無茶苦茶……。確かに当てはまることは多々ある。でも……。

「岩瀬さんといいましたよね」

　岩瀬さんに向けられた、立花さんの強すぎる眼差し。恐ろしさからか、岩瀬さんは一歩後退した。

「データを復元してくれたことには感謝します。本当にありがとうございました」

　立花さんが頭を深く下げる。

「だが、それと佐伯のことは別問題だ」

　言葉尻が急にきつくなった。鋭利で容赦のない視線を、岩瀬さんに浴びせる。

「は、はぁ」

「悪いが、佐伯は連れて帰らせてもらう」

　岩瀬さんをもうひと睨みすると、「行くぞ」と私の手首を強く引く。弾みで私の足元がよろめくと、立花さんは肩を引き寄せた。胸が早鐘のように踊る。

「あの、立花さん」

「なんだ」

　上瞼を引きつらせるような目つきで見下ろされて、一瞬言葉を失ったものの、なんとか持ちこたえる。

「ものすごく大きな勘違いをしていませんか？」

「勘違い？」

　とてつもなく、大きな大きな勘違いだ。

「はい。見返りに身体なんて……」

　私の言葉に、岩瀬さんが激しく首を縦に振った。

「え……？」

　ポカンとしたあと、立花さんの表情がほんの少しだけ和らぐ。そしてすぐ眉間には、再び皺が深く刻まれた。

「……富島にハメられたのか」

　立花さんは悔しそうにポツリと呟いた。

『ハメられた』って言ったの？　沙月に？

「それじゃ、どうしてこんなところにいるんだ？」

「えっと、それは……」

　急に説明を求められて、あたふたしてしまう。落ち着けば簡単に答えられるのに、立花さんが相手だとどうしたって焦ってしまうのだ。

「こ、このホテルの最上階にあるラウンジです！」

　私の代わりに岩瀬さんが早口で答えてくれた。

「……ラウンジ？」

「そ、そうです。そこで一緒に飲みたかっただけなんです……」

　どんどん小さくなっていく岩瀬さんの声。

　なんでも、そこのラウンジから見える夜景の評判がいいらしく、岩瀬さんはそれを私と一緒に見たいということだった。

　確認のためか、立花さんの視線が岩瀬さんから私へと移る。

「……本当です。いくらなんでも身体なんて……」

「あ、杏奈さんと、その……ただ、デ、デ、デートをしたかっただけなんです」

　ボソボソと答えながら、岩瀬さんはどんどん身体を丸めていく。

「デートだと？」

　ついさっき和らいだはずの立花さんの表情が、再び強張った。岩瀬さんもその強い言い方にビクッと肩を揺らす。

「……佐伯」

「は、はい……」

　低い声で突然呼びかけられて、緊張が走る。立花さんは私を上から威圧的に見下ろした。

「お前というやつは、ことごとく俺を不機嫌にさせる女だな」

　彼がため息交じりに呟く。勘弁してくれとばかりに首を横に振ってから、顔を手で撫でた。

「……はい？」

　立花さんを不機嫌に……？　……今も？　え？　どうして？

　確かに副業絡みではいろいろと迷惑をかけたけれど、今、不機嫌にさせる要素はないと……。

「岩瀬さん。申し訳ないが、その望みは叶えられない」

　立花さんは岩瀬さんをまっすぐ見ると、きっぱりとそう告げた。

「……はい？」

　さすがの岩瀬さんも、それには驚いたようだった。そういう私も立花さんの言葉が全然理解できなくて、彼の横顔を疑問符だらけで見上げた。

「行くぞ」

「え？　え？」

　ポカンと口を開けたままの岩瀬さんに構うことなく、立花さんが私の腕を強く引く。

　ズンズン進む足。気づいてみれば、私たちは駐車場の出入口付近まで来てしまっていた。

「あの、ちょっと待ってください」

　後ろ髪を引かれる思いのまま、半ば引きずられるような格好の私。

　このまま岩瀬さんを置き去りにするわけにはいかない。一緒に夜景を見ながらお酒を飲むくらいのお礼、立花さんを救えたのだからなんてことはない。立花さんはきっと、私が無理やり付き合わされると勘違いして、それが自分のせいだと引っかかっているだけだ。私にとっては悲しいことに、単なる会社の先輩として。

「立花さん。私、このまま帰るわけにはいかないです」

　踏ん張って足を止めると、振り返った立花さんが眉根を寄せた。

「メール復元のことなら、立花さんは気にしなくて大丈夫です。私が勝手にしたことですから。それに、岩瀬さんとの約束も無理やりじゃないですから、心配しないでください」

　私の言葉に、さらに顔をしかめる。

　信じてくれないの？

「本当ですよ？　だから――」

「佐伯がよくても、俺はよくない」

　語気に鋭さが増す。

　……え……？　それって……。

　トクトクトクと、静かに加速していく鼓動。立花さんの眼差しに、心なしか感じる熱っぽさ。

　今のセリフって……もしかして……？

　自分に都合のいいように、その先を想像してしまう。嫌でも期待ばかりが膨らんで、胸の高鳴りが苦しいほどだった。

「す、す、す、すみません！」

　置かれていた状況をすっかり忘れて見つめ合っていた私たちは、岩瀬さんの登場で意識をあるべき場所へと一気に戻された。

　ホテルの街灯が立ち並ぶ向こうから、岩瀬さんが小走りに近づいてくる。どうやら私たちを追いかけてきたようだった。

「あ、あのですね……ぼ、僕のことなら、お気遣いなさらないでください」

「……はい？」

　少し走ったことで噴き出た汗を拭いながら、しきりにペコペコと頭を下げる。

「こ、今回のお約束は……その……なしにしましょう」

「いえ、そういうわけには」

　唐突な申し出に驚いてしまい、慌てて拒否する。

　それじゃ岩瀬さんはタダ働き同然だ。無理を言って一緒に会社にまで忍び込ませてしまったのに。私と夜景を見ることがその対価というのは、あまりにも安すぎる気はするけれど。

「いいんです、杏奈さん」

「でも」

「杏奈さんが危険な思いをして助けたのが、こ、こちらの方なんですよね……？」

　おそるおそるという感じで、立花さんを手で指し示す岩瀬さん。私は黙って頷いた。

「杏奈さんは、きっと、えっと、その……見返りなんて求めてないですよね？」

「見返りなんて、とんでもない」

　大げさすぎるほどに両手を振って否定する。私は純粋に立花さんの手助けをしたかっただけ。その代わりに何かを求めようなんて、これっぽっちも思っていない。

　すると岩瀬さんは私の考えていることまで見透かすように、穏やかに笑った。

「ぼ、僕も同じです。それなのに、つい、ゆ、夢を見てしまって……。土壇場になって思い出せてよかったです」

　照れくさそうに頭を掻く。

「ですから、今夜の約束のことは忘れて、く、ください」

「岩瀬さん……」

　屈託のない笑顔を浮かべる岩瀬さんに、かける言葉が見つけられなかった。

「あらら!?　海人に杏奈ちゃんじゃないのぉ？」

　そこでいきなり場違いなほどに明るい声がしたと思ったら、それは良樹さんだった。

　今夜は予想外の人物の登場が重なる夜だ。腰をくねらせながら近づいてきた良樹さんが、満面の笑みを浮かべる。

「こんなところで何してるの？　あ！　もしかして、これからお泊まり？」

「ち、違います！」

　どうしてそうなるのか。

「そうなのぉ？」

　疑いの眼差しを向けてくる。立花さんは、良樹さんに聞こえないくらいの小さなため息を漏らした。

「兄貴こそ、店はどうしたんだよ」

「今日は臨時休業。今夜はこのホテルで集いがあったのよ」

　……集い？

「まぁ、集いというよりは、カップリングって言ったほうがわかりやすいかしら？」

「カップリング……？」

　それって、婚活パーティーみたいなもの？　良樹さんが参加するということは、つまり、その手の人たちが一堂に会したパーティーということ？

　軽く想像してみたものの、あまりに濃い画えが浮かんできて、慌てて頭を横に振る。

「あら……？　こちらもお知り合い？」

　そこで岩瀬さんの存在に気づいた良樹さんは、私たち三人を見比べる。

「あっ、いえっ、僕は、し、し、知り合いというほどでは……」

　良樹さんの見た目としゃべりのギャップに驚いているのか、岩瀬さんは何歩かあとずさりしながら答えた。

「そう？」

　良樹さんはまるで品定めでもするかのように、岩瀬さんの頭から足の先まで、ゆっくりと視線を移動させる。

「ん、まぁいいわ。ところで、これからうちの店で飲み直さない？」

　藪やぶから棒の提案が良樹さんの口から飛び出した。

「そのカップリングってのはどうするんだよ」

　まったく行く気がないのか、立花さんが突き放して答える。

「だって、素敵な男の子、いなかったんですもの。だから出てきちゃったの。あ、そうだ。杏奈ちゃん、また入江くんのこと……あら、何事？」

　突然近くで、キーッ！という、車が急加速したような音が聞こえた。

　駐車場はスピードを出して走るところじゃないのに。いったい何事だろう。

　言葉を止めて視線を泳がせた良樹さんにつられて、私も音のしたほうへ顔を向ける。それと同時に、視界が眩まぶしいほどのライトに遮られた。

　何!?

　咄嗟に手を光にかざした瞬間……。

「危ない！」

　立花さんの叫ぶ声と共に、身体が一瞬宙に浮く。

　耳に突き刺さるほどの車のエンジン音。そして私はそのまま地面へと転がった。

　しかし驚いたこと以外には、身体のどこにも異常を感じない。轢かれそうになったところを立花さんが守ってくれたのだと気づくまでに、そう時間はかからなかった。

　私を抱きかかえるように倒れ込んだ立花さん。私は彼を下敷きにしていたのだ。

「立花さん！」

「ふ、ふたりとも大丈夫!?」

　駆け寄った良樹さんが私たちに手を伸ばす。近くにいたはずの彼は咄嗟に逃げられたのか、平気なようだった。

　岩瀬さんは？

　辺りをぐるっと見渡してみると、岩瀬さんも良樹さん同様、無事だった。

「……私は大丈夫です」

　手を借りて起き上がり、立花さんのそばに跪く。

「立花さん！　無事ですか!?」

　苦痛に歪めた表情の中、立花さんが目を開ける。

　……よかった。

「……平気だ」

「安心したわぁ」

　良樹さんもホッと胸を撫で下ろした。ゆっくりと身体を起こし、立花さんが頭を横に振る。

「あっ、血……」

　ワイシャツ姿の立花さんの腕から、血が滲んでいた。急いでバッグからハンカチを取り出し、傷口に当てる。

「これくらい、なんてことはない」

　そうは言うけれど……。私が触れただけで、立花さんは顔をしかめる。

「それにしても、今のはいったいなんなの!?」

　車が走り去った方向を睨みつけながら、良樹さんが吐き捨てた。

　ハンドル操作のミスには思えなかった……。

「明らかに故意よね。警察呼びましょ、警察。これは人身事故よ！　いいえ、傷害事件よ！」

　興奮冷めやらぬように息を巻いている。

　傷害事件……？

　物騒な単語が、今起きたことの矛盾点を浮かび上がらせる。駐車場の出入口という場所は、猛スピードで走行するところじゃない。それにいきなり点けられたライトだって不自然だ。まるで狙いを定めて突っ込んできたよう。

　……狙いを定めて？

　自分で想像したことなのに、その想像が遅れて恐怖を連れてきた。震え始める手足。

「杏奈ちゃん、大丈夫？」

　優しく問いかけてくれた良樹さんになんとか頷くと、不意に視線とは逆の方向へ肩を引き寄せられた。

　立花さんの胸に抱き寄せられたのだと悟った途端、鼓動がうるさいほどに早鐘を打ち始める。

「……立花さん？」

「心配するな。大丈夫だ」

　彼は怪我をしているはずなのに、その腕できつく私を抱きしめる。

　胸の高鳴りは激しくなるばかりなのに、不安はどんどん影を潜めていく。立花さんの温もりが、今は何よりも私を安心させた。

「ちょっと、海人ったら。私の存在を忘れてなぁい？」

　良樹さんにたしなめられてもなお、立花さんの腕の力が弱まることはなくて、それに甘えてしまう私。恥ずかしさよりも、彼の腕の中にいることを取りたかった。

「あの……」

「あら。あなた、まだいたの？」

　良樹さんが振り返った先には岩瀬さんがいた。モジモジしながら、少しずつ私たちの輪の中へと入ってくる。

「さ、さっきの車ですが……」

　立花さん同様に良樹さんのことも怖いのか、ビクビクしながら話し出す。

「車がどうかしたの？」

　良樹さんに聞かれて、「咄嗟に写真を撮りました」とスマホを差し出した。

「写真!?　本当に!?」

　良樹さんが我先にと食いつく。

「ど、どうぞ……」

　岩瀬さんからスマホを受け取ると、顔を近づけて画面を凝視した。立ち上がった立花さんも、渡されたそれを覗き込む。

「レンタカーか」

「あら。どうしてそうだとわかるの？」

　ポツリと呟いた立花さんに、良樹さんが質問を投げかける。

「ナンバーだ。レンタカーは〝わ〟だろう」

「あ、そうだったわね」

「さすがに運転しているやつの顔までは写ってないか……」

「も、申し訳ありませんっ」

　立花さんの悪気のないひとことに、岩瀬さんが平身低頭謝る。

「岩瀬さんが謝るところじゃないだろう。咄嗟に撮った機転に感謝するよ」

「は、はい！」

　折り曲げていた腰をピンと伸ばし、嬉しそうに返事をした。

「ともかく明日、近辺のレンタカー屋に片っ端から当たってみるよ」

　警察に通報は？

「すぐに警察に行かなきゃダメよ。証拠だって、目撃者だって、こうして揃ってるんですから」

　良樹さんも私と同じことを思ったらしい。立花さんはしばらく考え込むような表情をしたあと、良樹さんをまっすぐに見て、首を横に振った。

「警察に突き出すのはあとだ。その前に俺が……」

『俺が』って……？

　立花さんが拳をギュッと握りしめる。持っていた岩瀬さんのスマホが割れてしまうんじゃないかと、そばで見ている私はハラハラしてしまった。

「海人。あなた、もしかして見当がついてるの？」

　良樹さんの質問をスルーして、立花さんは私へと顔を向けると、「怪我はないか？」と心配そうに尋ねた。

「……はい。大丈夫です」

　それよりも、立花さんの怪我のほうが心配だ。

「海人、今夜は、杏奈ちゃんをひとりにしたらダメよ？」

「わかってる」

　ふたりのやり取りに、小さな衝撃が心を襲う。

　ひとりにしちゃダメって……。それって……。

　ついさっきまで恐怖に震えていたはずの心臓は、淡い期待に高鳴っていく。まだ断定はできないものの、狙われたばかりだというのに不謹慎だ。

　ちょっとした葛藤の中、立花さんは私を車の助手席に乗せたのだった。










加速する妄想




　連れてこられたのは、二度目になる立花さんの部屋だった。

『今夜はひとりにしちゃダメ』ってことは、ひと晩ここに……？　泊まるってこと？

　立花さんと良樹さんのさっきの会話を思い返して、ひとりで頬が熱くなる。立花さんはソファに座ると、ドラッグストアへ寄って買ってきた、包帯類の入った袋を脇に置いた。

「あっ、私がやります」

　立花さんの前に跪き、袋から中身を取り出す。

「悪いな」

「いえ。私のほうこそ、庇っていただいてすみませんでした。……ありがとうございます」

　あそこで立花さんが抱き止めてくれなかったら、この怪我をしていたのは私だ。ううん、もっと重症を負ったに違いない。

　消毒液をつけた脱脂綿をまだ血の滲む傷口に当てると、立花さんは小さな呻うめき声を上げた。

「す、すみません。痛いですか？」

　咄嗟に脱脂綿を遠ざける。

「いや、ちょっと染みただけだ」

　それは左腕の肘から手首まで広範囲にわたる傷で、拭うそばから血がどんどん滲んでくる。

「病院に行ったほうが……」

「単なる擦すり傷だ。心配はいらない」

　でも、ここからばい菌が入って、もっと厄介なことになったら大変だし。それに今は気づいていないだけで、もしかしたら他にも怪我をしているかもしれない。

「傷の他に痛いところはないですか？　どこか打ってるとか」

「ない」

「頭は？　打っていませんか？」

　ここが一番大事だ。眠ったまま目を覚まさないなんてことになったら大変。

「大丈夫だ」

「それじゃ、足は？　あ、腰は？」

　突然、クスクスと立花さんが笑い出す。

「心配しすぎだ」

「だって……」

　私を庇ったがためにこんな目に遭ったのだから、心配せずにはいられない。

「平気だ」

　ポンポンと頭に手が乗せられる。ハッとして見た立花さんの顔がいつになく優しくて、胸の奥がキュッと締めつけられた。

「佐伯の言う通りだったな」

「……何が……ですか？」

「岩瀬さんのことだ」

　なんの話だろうかと首を傾げる。

「悪い人じゃないと佐伯は言っただろう」

「あ、はい……」

「人を見る目には自信があったんだけどな」

　傷を見ながら、立花さんは口惜しそうに言った。

　そういえば彼は、しつこく岩瀬さんは危険だと言い続けていたっけ。

　ことあるごとに岩瀬さんを否定してきた立花さんを思い出した。

「佐伯が絡むと、感覚が鈍るらしい」

　立花さんは鼻から息を漏らしながら軽く笑う。

「……はい？」

「いや、なんでもない。それより、さすがに巻きすぎだ」

「えっ……」

　言われて、改めて立花さんの腕に目を落とす。確かにその通りだ。目の前には、包帯でグルグル巻きにされた彼の腕があった。

「すみません。やり直します」

「いや、もうこれでいい」

「でも」

「いいと言ってるだろう」

　軽い押し問答の末、結局は不格好なまま放置することになってしまった。我ながら不器用すぎる。

「あの、立花さん……」

「なんだ」

「さっきのことなんですが……。鳥塚専務だったんでしょうか」

　ここへ来るまでの間、ずっと引っかかっていたことを口にした。どうしてもただの運転ミスとは思えなかったのだ。

　立花さんの顔つきが一瞬で厳しいものへと変わる。

「察しがいいな」

　やっぱり、そうなんだ。

「黙っておこうと思っていたが、佐伯がそこまで勘づいているのなら、隠すほうがかえって不安を煽あおるだろう」

　自分の考えていたことが正解だとわかって、さっきの恐怖が蘇る。

　あれは単なる事故じゃない。立花さんと私を狙ったものだったのだ。そう悟ったことで、身体に震えが走る。

「大丈夫か？」

　立花さんの腕がふわりと私を包み込んだ。

「……言わないほうがよかったみたいだな」

「いえ……」

　教えてくれなかったら、あれこれと余計に考え込んでいただろうから。

「巻き込んで悪かった」

　切なくなるような声だった。

　立花さんの腕の中で首を横に振った。巻き込まれてなんていない。私からそこに飛び込んだのだ。

　彼の腕の力がほんの少し強まった。

　……あったかい。

　温もりも、立花さんから伝わる鼓動も心地よくて、恐怖心が少しずつ消えていく。できることなら、ずっとこの腕の中にいたい。

　立花さんがこうしてくれているのは、私への罪悪感からなのかもしれない。そこに私が期待するような恋愛感情はないのかもしれない。だからこそ今の瞬間がとても愛しくて、胸の奥が震える。

　どのくらいそうしていたのか、立花さんがそっと私を引き離す。咄嗟に立花さんのシャツを掴んだ私に、彼は柔らかく微笑んだ。

「コーヒーでも淹れてくるよ」

　ポンポンともう一度軽く私の頭に手を乗せ、立花さんはキッチンへと向かった。

　ひとり残され、魂が抜けたようにボーッとする。ひと晩でいろいろなことが起こりすぎて、頭の整理がつかなかった。

　しばらくして立花さんが戻り、彼が淹れてくれたコーヒーに口をつけた。

「砂糖とミルクは足りてるか？」

「あ……はい」

　なんだか恥ずかしい、と思ったのは一瞬。立花さんも同じように、砂糖とミルクたっぷりのコーヒーを飲んでいることを思い出した。

　そういえば……。

「立花さんは何をするつもりなんですか？」

　警察への通報は、あとまわしだって言っていたけれど。

「何って、決着をつけるに決まってるだろう」

　立花さんの語気が強くなる。『そんなこともわからないのか？』と言っているような目だった。

　ことがことだけに、物騒な言葉に聞こえてしまう。

「そんなの、危険すぎます！」

　もしもさっきの件が本当に鳥塚専務だったら、あんな危険なことをするくらいなのだから、こっちから乗り込んでいったら何をされるかわからない。

「俺はともかく、佐伯までこんな目に遭わせたんだ。逆恨みもいいところ。会社に起訴されなかっただけでもありがたく思えばいいものを」

「でも――」

「心配するな。無茶なことはしない。俺のことが信じられないか？」

　真正面から揺るがない視線が注がれる。

　そう聞かれてしまうと……。

「……信じられます。……でも、信じられません」

「チンプンカンプンだな」

　複雑な思いを素直に口にすると、立花さんはクスッと笑った。

　立花さんのことは信じている。いつだって冷静沈着で品行方正、紳士的な立花さんが、暴力的なことをするとは思えない。でも、曲がったことが嫌いな立花さんだからこそ、あんなことをした専務を前にして冷静でいられるか……。

「とにかく心配するな。それより、シャワーでも浴びてこい。すぐに準備するから」

「えっ、シャ、シャワー!?」

　思わず大きな声を出してしまった。

　心臓がひっくり返るかと思った。〝シャワーの先〟を勝手ながら瞬時に妄想して、ひとりで頬を熱くさせる。すると、立ち上がりかけた立花さんは鼻を鳴らして笑った。

「勘違いするな。佐伯が今想像したようなことをするつもりはない」

　頭の中を丸裸にされたようで、恥ずかしさが頂点に達する。私の妄想を立花さんに否定されてホッとした反面、ガッカリしたのも事実。

　私ってば、何を期待しているんだろう。

　立花さんの目を見られずにいると、彼は「すべてが片づいたら」と、囁くように続けた。

　……片づいたら？

「そのときは……」

　何かを含ませたような立花さんの言い方。

　ゆっくりと顔を上げると、彼の熱視線に迎え撃たれた。再び、ひとりよがりの妄想が膨らむ。

「シャ、シャワーお借りします！」

　耐えきれなくなって慌ててバッグを抱えると、立花さんの横をすり抜けた。










恋は予測不可能




　立花さんの部屋でひと晩明かした二日後の月曜日。出勤早々、興奮状態の沙月が、ロッカールームから出たばかりの私の腕をむんずと掴んだ。

「ねぇ、杏奈！　今朝のニュース見た!?」

　そのままロッカールームへと私を連れ戻す。

「鳥塚専務が逮捕って！　しかも傷害で！」

「うん……」

「……あら？　何、その反応」

　沙月は興奮から一気に覚めたようだった。瞬きを繰り返して私を見る。

「あ、ううん。驚いたよね」

「……もしかして知ってたの？」

「うん……」

　立花さんの推察通り、あの車を運転していたのは鳥塚元専務だった。事件の翌日、立花さんがしらみ潰しにレンタカー店を巡って、その事実を突き止めたのだ。

　そうであってほしくないと思う気持ちも少なからずあったから、立花さんから聞かされたときにはショックのほうが大きかった。

　大企業の取締役にまでのぼりつめたのに。不正で人生を棒に振ってしまったことで、自暴自棄になったのかもしれない。

「……被害者は、立花さんなの」

　まわりに人がいる手前、沙月にこっそり耳打ちをする。

「えーっ!?」

　沙月は大きな声を出したあと、慌てて口元を両手で塞いで「ごめん」と謝った。

「もしかして、例の件の逆恨み？」

　さすがにピンときたらしい。私が頷くと、「ひどい！」と鼻息荒く怒り出した。そうなると言い出しにくくなってしまうけれど、沙月に黙っているわけにはいかない。

「実は、立花さんは私を庇って怪我をして……」

「ええーっ!?」

　さっきよりも大きな声で沙月が驚く。

「入院とかいうことにはならなかったんだけど」

　それだけは本当に救いだ。

「それで、杏奈は？　大丈夫なの？」

　私の身体のあちこちを手で撫でまわして、怪我がないか確かめる。

「だ、大丈夫よ」

「そっか。ならよかった」

　沙月は胸に手を当てて、大きく息を吐いた。本当に心配してくれたらしい。

　でもその逮捕のおかげで、昨夜は遅くまで警察で事情を聞かれた。そこには立花さんはもちろん、良樹さんも岩瀬さんも呼ばれて、家に帰れたのは午前〇時をとうに過ぎた頃だった。そして逮捕の模様が、小さい扱いながらも今朝のニュースとなって全国に流れたのだ。

「ところで、沙月」

　表情を引きしめて尋ねると、沙月は「ん？」と小首を傾げた。

「立花さんに変なことを吹き込まなかった？」

　探りを入れるような目つきで見つめると、彼女の瞳が動揺で揺れる。

「な、なんのこと？」

「見返りに身体を差し出すとかなんとか」

　いつもとは立場が逆だ。普段は私のほうが沙月に心の内を暴かれてばかりだから、ちょっとした優越感に浸ってしまう。

「でも、そのおかげで立花さんと、うまくまとまったんじゃない？」

　そこを突かれてしまうと、何も切り返せなくなる。今度は私が探られる番だった。

　言葉に詰まって頬を紅潮させると、彼女は勝ち誇ったような笑みを浮かべた。あっという間に形勢逆転だ。さすがは沙月。そう簡単に私の思い通りにはならない。

　でも、正確に言うと、まだはっきりと恋人同士では……。

「まとまってはいないよ……」

　自信のなさからボソボソと答える。

「何よそれー。ほんっと、焦じれったいんだから」

　沙月は私を肩で小突いて、呆れかえった。

　結局、最後はいつもと同じパターンだ。彼女にどやされるのは、私の宿命なのかもしれない。

　沙月と一緒にロッカールームを出ると、ちょうど通りかかった立花さんが、足を止めた。

「私、先に行くね」

　気を利かせたのか、そう囁いて沙月は私を残して立ち去った。

「……おはようございます」

「疲れてないか？」

　優しい眼差しだった。

「はい。立花さんこそ、腕は……どうですか？」

　袖口から覗かせた包帯は、私が巻いた不格好なものではなくなっていた。診断書が必要だと警察に言われて、慌てて病院へ行ったのだ。

「たいしたことはない。ちょっと大げさなだけだ」

　私を心配させないために言っているんだろうけど、三針も縫う怪我だった。立花さんのことだから、警察に言われなければ病院にすら行かなかったかもしれない。そう思うと、また無理しているんじゃないかと不安になる。

「金曜日の夜の予定は？」

「え……？」

　急に尋ねられてキョトンとする。

「空いてるかと聞いてるんだ」

「あ、はい。空いてますけど……？」

　私の予定を聞いてどうするんだろう。

「けど、なんだ」

「あ、いえ、なんだろうなと思って」

「この前の続きだ」

　続き……？　って、え!?

「すべてが片づいたらと言ったはずだ」

　そのひとことに、カーッと熱くなる頬。思わず息が止まるような心持ちになる。

「あ、あの、えっと……」

　なんと返したらいいのかわからない。立花さんは私のそんな反応を楽しむかのように目を細めて笑うと、私の肩をポンとひと叩きして立ち去ったのだった。




　それから金曜日までの数日間、立花さんのセリフで私の頭の中はいっぱい。キャパオーバーもいいところで、そのことを考えるだけで早鐘を打ち始める心臓が、金曜日までもつのか不安になるほどだった。

　そしてその当日。タイムカードを通したと同時にスマホに入ったショートメールは、立花さんからのものだった。

【下に車をつけてある】

　あっさりした一文にも、いちいちドキッとする私。

　今日はわざわざ車で通勤してきたのかな。

　急いでバッグを持ってエントランスを出る。すると、立花さんの車は人目につかないためにか、そこから数十メートル離れた植え込みの陰に停められていた。

　近づくと、センサーでもついているのかと思わせるグッドタイミングで助手席の窓が開く。中から彼が顔を覗かせた。

「お疲れ」

「お、お疲れさまでした」

　立花さんが、運転席から器用に助手席のドアを開ける。私がするりと身体を滑り込ませると、車は静かに発進した。

　どこに連れていかれるんだろう。

　微かな不安と大きな期待が入り交じる中、立花さんの横顔を盗み見ると、私の視線に勘づいた彼とバッチリ目が合ってしまった。そそくさと逸らす私。ぎこちないにもほどがある。

　きっとこうして緊張しているのは、私だけ。立花さんから笑顔の気配がするからまだいいものの、ちょっと情けない。

「何も、取って食おうってわけじゃないんだから」

　彼は私をチラッと横目で見てから笑った。

「はい？」

　急に話しかけられて、素っ頓狂な声が出る。

「ガチガチに固まりすぎ」

「そ、そんなことは……」

　ごまかしたところでバレバレだ。立花さんがクスクスと笑う。

「あの……どこへ行くんですか？」

「俺の部屋」

　あっ……そうなんだ……。

　何事もないように立花さんがあっさりと言うものだから、そこを突っ込めなかった。

『部屋』というキーワードが、私の妙な妄想を加速させる。立花さんと車内にふたりきりという事実と相まって、電気が走ったように、全身がびりっと震える。

　もう限界だと思ったところで、立花さんのマンションへ着いた。

　彼にエスコートされて、部屋の前へと立つ。ここから一歩中へ入った途端、ふたりきりの夜が始まるのかと思うと、さらに緊張が押し寄せた。

　立花さんが鍵を開ける。ゆっくりと開かれたドア。

　大きく深呼吸をしたところで突然、けたたましい破裂音が響き渡った。

　――パンパンパーン！

　思わず耳を塞ぐと、どういうことなのか、沙月が中から顔を出した。

「おかえりー！」

　手には弾けたクラッカー。さっきの破裂音はそれだったらしい。

　というか、どうして？

　立花さんを見ると、私同様に動くことができないほど驚いていた。

「遅かったじゃないのぉ」

　沙月の後ろから、今度は良樹さんが顔を見せる。そしてその後ろからは、入江くんが登場した。

　なんで立花さんの部屋に三人が？

　何がどうしてこうなったのか、理解しようにも限界がある。さっきまでの緊張はおかげで軽く吹き飛ばされたものの、代わりに疑問でいっぱいになる頭の中。立花さんとふたり、茫然と立ちつくす。

「どういうことだ、兄貴」

　立花さんは良樹さんに向かってすごんだ。

「まぁいいから、とにかく中に入ってちょうだいよ」

　立花さんも私も、良樹さんに肩を抱かれて、強引に中へ連れていかれた。そしてリビングへ入って、もう一度驚かされた。

「ど、ども……」

　岩瀬さんが頭を掻きながらそこにいたのだ。そして、テーブルには豪勢な料理がズラリ。

「張りきっちゃったわ。ふふふ」

　良樹さんが笑う。

「私も一緒に作ったんだよ？」

　沙月までピースサインだ。

「え？　でも、仕事は？」

「沙月さんは、俺と一緒に半休でーす」

　入江くんが嬉しそうに沙月の肩を抱き寄せたところで、ペシッと彼女に払われた。

　でも、いったいどうして？　岩瀬さんまでここにいるって……。

「兄貴、どういうことだと聞いてるんだ」

　こめかみをピクリとさせながら、立花さんが詰問する。ということは、立花さんも知らされていなかったようだ。

「やだぁ。どういうことって、無事に犯人が捕まったお祝い以外に何があるっていうのよ」

　良樹さんが手首のスナップを利かせて、立花さんの肩を叩く。

　岩瀬さんもここへ呼んだのは、そういうわけなのか。関係者のひとりだから。

「どうやってこの部屋に入ったんだ」

「私は海人の姉よ？」

「兄の間違いだろ」

　ボソッと訂正する立花さんに、良樹さんが「ひどいわ」と泣き真似をしてみせる。

「管理人さんにお願いして、開けてもらったのよ」

　前にお酒を飲んで眠ってしまった立花さんを送り届けたときも、同じように管理人さんに開けてもらったんだっけ。

　立花さんは大きくため息を漏らした。

「で？　入江と富島がいるのは？」

　立花さんに睨まれて、ふたりが縮み上がる。

「お、俺たちはその……杏奈さんの仲よしというか……ねぇ、沙月さん」

　入江くんは沙月に振るけれど、彼女は入江くんの陰に身を隠すばかり。

「もう、海人ったら！　そんな細かいことはどうだっていいじゃない。とにかくお祝いしましょうよ。せっかくたーくさん作ったんですから」

　良樹さんに促されて、テーブルへと着いた。私の前には岩瀬さん。その隣に沙月。入江くんは私の隣へと座った。立花さんは沙月と入江くんの斜め前、いわゆる誕生日席へ。つまり私とは離れた席になる。良樹さんは立花さんの真向かいへと座った。

　私と目が合った沙月が、顔の前で手を合わせて「ごめん」と謝る。

　そういえば立花さんと会うのはいつか、沙月にしつこく聞かれたっけ。でも、ここへ帰ってくるのが立花さんだけだったら、いったいどうしたんだろう。

「俺が提案したんです。みんなでお祝いしようって。物騒な事件のあとだからパーッと盛大にしたくて、良樹さんに相談しにブルースカイへ沙月さんを連れていったんですよ」

　入江くんが午前中で仕事を切り上げてそそくさと帰ったのは、この準備のためだったのだ。良樹さんのことは苦手っぽかったはずなのに。

　グラスに注がれたビール。立花さんにはウーロン茶が配られた。

「はーい。それじゃ、みなさんご一緒に。かんぱーい」

　良樹さんの合図で、ひとまずグラスを合わせた。

「あ、あの、杏奈さん……僕までお邪魔しちゃって、すみませんでした……」

　申し訳なさそうに、岩瀬さんが頭を下げる。

「いえいえ！」

　私が責める場面でもない。

「岩瀬さんが機転を利かせて、あのときに写真を撮ってくれていたから、無事に解決できたんです」

「そ、そうですか？」

　彼はパッと顔を輝かせる。

　岩瀬さんだって、夜遅くまで警察で事情を聞かれて大変だったろう。彼こそ、私のせいで純粋に事件に巻き込まれてしまった人だ。それなのにあの夜はバタバタしてしまって、岩瀬さんにはきちんとお礼も言っていなかった。

「本当にありがとうございました」

　改めて深く頭を下げる。

「い、いえっ。杏奈さんに、そんなことを言ってもらえるなんて……僕、う、嬉しいです」

　いつものように、彼はハンカチで額を拭った。

「杏奈さん、とにかく無事にすべて終わってよかったですよね」

　入江くんも沙月から詳しいことを聞いたみたいだ。

「立花さんもそばにいるし」

　私に顔を寄せて、小さく付け加える。

　そばにいるというか……今の席でいうと遠いんだけどね。

　無駄に大きなテーブル、と言ったら立花さんに怒られてしまうかもしれないけれど、そのせいでやたら離れて感じる。本当は隣に座りたかった。

　そんなことを思いながら立花さんへ視線を移したところで、彼はテーブルから離れた場所に置かれた、ひとりがけ用の椅子へと移動してしまった。それじゃあ料理に手が届かないのに。これでさらに立花さんとは遠くなる。

「でも、ちょっと意外だったんですよね」

　入江くんが続ける。

「鳥塚元専務って、傷害だけで逮捕されたんですよね？　それをきっかけに、例の疑惑も一緒に起訴されるのかと思ってました」

「うん……」

　私もそれはちょっと疑問だった。立花さんが決着をつけたというのが、どういうものだったのか、話してもらっていなかったのだ。

「何はともあれ、本当に頑張りましたね、杏奈さん」

　入江くんが私の頭をよしよしとばかりに撫でる。そんなことを入江くんにされたのは初めてで、なんだか妙な気分だった。

「ところで、杏奈」

　沙月が私と入江くんの話に割り込む。

「立花さんとはどうなったの？　ふたりきりでここへ来たってことは、今度こそうまくいったってことなんだよね？」

　立花さんに聞こえないように声のトーンを落とす。咄嗟に見た立花さんは、まったく聞こえていない様子だった。

「うーん……」

　正直、私にもそれは不確定なことで、素直に『うん』と頷けない。好きだと言われたわけでもなければ、付き合おうと言われたわけでもない。確たるものは何もないのだから。私はただ、立花さんの言動に翻弄されるばかり。

「ほら。そこの三人、たっぷり食べなさいよー」

　良樹さんによって取り皿に大盛りにされた料理が、私たちの前に次々と置かれる。

「はい、入江くんはビールのお代わりよね」

「あ、すみません」

　気の利く良樹さんが、空になった入江くんのグラスにビールを注ぐ。

「沙月ちゃん、ビールの進み具合が悪いわねぇ。何か他の飲み物でも作る？　ほら、岩瀬さんも、もっといっぱい食べてちょうだい」

　甲斐甲斐しく世話を焼く良樹さんから、ふと立花さんへ視線を移す。

　あれ？　どうしたんだろう。

　なぜか眉根をキュッと寄せた不満顔。テーブルから持っていったウーロン茶だけを黙々と飲んでいた。

「ちょっと、海人！　あなたったら、どうしてひとりだけそんなところにポツンとしているのよ。こっちへいらっしゃい！」

　良樹さんが大きく手招きをするけれど、立花さんは「いや、俺はここでいい」と首を横に振った。そこで私とパッと目が合う。

　立花さんは何か言いたいと訴えているようにも見えたけれど、私にはそれがなんなのかわからず、小首を傾げてみせる。すると彼は、私に不穏な空気を乗せた眼差しを送ってよこした。

　……どうしたんだろう。

　そう思いつつ、皿いっぱいの料理に箸をつけていく。どれもおいしくてつい箸が進み、良樹さんが喜んでお代わりを盛ってくれたのだった。




　そして、立花さんとひとことも交わさないまま、一時間ほどが過ぎたときだった。レストルームから出た廊下で、腕組みをして壁にもたれて立つ立花さんと出くわした。私を見て、変わらず不機嫌顔を浮かべる。

「あの、何か怒ってますか？」

「なんで」

　強い語気に、つい怯む。

「いえ、なんでもないです……」

　そそくさと前を通ろうとしたところで、手首を掴まれる。立花さんに引き止められたのだ。

「……立花さん？」

　不意に抱きしめられて、息が止まりそうになる。

「とんだ邪魔が入ったな」

　立花さんは鼻先で軽く笑った。

「あのっ……」

　ドアを一枚隔てた向こうには、みんながいるというのに。

　見られたら大変だという思いから、立花さんの胸を軽く押す。けれどそうすればするほど、彼の腕の力は強まるばかり。

「立花さん、ちょっと待ってください」

「何を待てと？」

　パッと離れた立花さんは、目を見開いて私の顔を見下ろした。この期ごに及んでなんだという表情だった。

「腕が……」

　まだ完治していない。その腕で、こんな……。

「こんなの怪我のうちに入るか」

　私の言葉も軽く跳ねつけ、言うなりさらに私をきつく抱きしめた。突発的事態に驚く反面、嬉しさに胸が高鳴る。けれど……。

「みんながいますから……離してください……」

　誰かがこっちに来ないとも限らない。ただでさえフル加速の鼓動に、〝ハラハラ〟まで加わるだなんて、私自身でも心臓の面倒を見きれない。

　それなのに立花さんときたら、「ここは俺の部屋だ」なんて、邪魔者はあっちだと言わんばかりの口調だ。

「それに……」

「それに？」

「……立花さんの気持ちを……聞いてないです……」

　ボソボソと答える。どちらかといえば、そっちのほうが引っかかっていた。

「今、佐伯をこうしていてもわからない？」

　立花さんの甘い囁き声にゾクゾクする。

　彼は私を再びギュッと抱きしめた。それが答えなんだとしてもちゃんと聞きたくて、コクンと頷く。

「今までの俺の言動を見てきてもわからない？」

　試すような聞き方だった。本当はわかっているくせに、というニュアンスが伝わってくる。

　立花さんの言動と言われて、今までのことを瞬時に振り返る。

　そう問いかけられてみれば、謝恩会で眠り込んでしまった立花さんを、良樹さんと部屋に送っていった夜のこととか、思い当たる節がないわけじゃない。でも、はっきりとした言葉で聞きたい。躊躇いつつ、もう一度頷いた。

「俺は手に取るようにわかったけどね」

「はい？」

「佐伯の気持ちが」

　嘘！　バレてたの!?

　咄嗟に立花さんを見上げると、彼はニヤリと笑みを浮かべた。

　その途端、カーッと頬が熱くなる。

　そういう目で見られていたのかと思うと恥ずかしい！

「自分でも驚いてるよ」

　なんのことだろうと、立花さんを再び見上げた。

「最初は本当に、すべて自分のためだったんだ。それが、能天気で軽率で無茶苦茶な佐伯と、こんなことになるんだからな」

　立花さんの視線は部屋の壁を通り越して、もっと遠くを眺めているようだった。そのときのことを思い返してでもいるのか、口元に笑みが浮かぶ。

　でも、あまりにも辛口評価だ。すべて当たっているだけに、言い返せないところがつらい。

「嫌われる要素ばかりですね……」

　ガッカリだ。普通に聞けば、好きになってもらえるところはないように思える。立花さんから言われただけに、必要以上に落ち込んでしまう。

「そうか？　放っておけないってことだ。……にしても、ここまで俺を不機嫌にさせる女は初めてだ」

「えっ……」

　さっきまでの甘い雰囲気はどこへやら。立花さんはいつもの厳しい顔へと表情を切り替えていた。

　その言葉を聞いたのは、初めてじゃない気がする。確か、岩瀬さんと待ち合わせたホテルに立花さんが現れたときにも、同じようなことを言われたっけ。

　立花さんの初めてという点では喜ばしいけれど……。不機嫌にさせるナンバーワンなんて称号を喜んでいいものか。

「自分に嫉しっ妬とという感情があるのを知ったのも初めてだ」

「……嫉妬、ですか？」

「ついさっきも、入江とのやり取りにムカッとして」

　頭を撫でられたこと？

「あの事件の夜は、岩瀬さんに」

　夜景デートのこと？

　立花さんが、嫉妬……？　ヤキモチを焼いてくれてたの!?

　今までで一番の立花さんの意外な一面に、ついつい頬が緩む。

「何を笑っている」

　立花さんがパッと腕を離した。

「あ、いえ……」

　両手で頬を覆ってごまかそうとしたけれど、目元にまで笑みが伝染して収拾がつかない。

　もうダメだ。辛口コメントのあとだけに嬉しさは倍増。

　ニヤニヤし通しの私の両手を、立花さんがおもむろに握る。そのまま壁に両手首を縫い止められ、彼のまっすぐな眼差しが注がれた。

　どんどん高ぶる気持ち。心臓の音が自分でもはっきり聞き取れるほど湧き立った。

　ゆっくりと近づく立花さんの顔……。

「あ、あのっ、みんながいま――」

　最後まで言えずに唇が塞がれた。

　軽く触れるだけで離れたけれど、恥ずかしさに目を逸らす。

「そんな顔するな」

　そこで合わせた視線。立花さんの熱をはらんだ瞳に、さらに鼓動が加速していく。

「立花さん……私、これ以上は無理です……」

　このままいったら、あまりのスピードに心臓がショートしてしまいそう。すぐそばにみんながいるのに、立花さんとこっそりキスなんて……私には刺激が強すぎる。

「決めた」

　立花さんがポツリと呟いた。

　決めた……？　いったい何を……？

　両手が解放された。

「悪いが、みんなには帰ってもらおう」

　私の手を引き、リビングへと戻りかける。

「えっ、あの……」

　しかし、ついさっきまで騒がしかったリビングが、なぜか静まり返っている。

　おかしいな……。

　そう思いつつ、立花さんに続いて入ると、もぬけの殻。良樹さんも沙月も、入江くんも岩瀬さんも、誰もいなかったのだ。

「どこ行ったんだ？」

　不審がる立花さんがテーブル上のメモ書きを見つけた。隣から覗き込むと……。

【お邪魔虫は帰りまーす。海人も不機嫌だしね。甘い夜をお過ごし。良樹】

　それは、立花さんに劣らず綺麗な字で書かれた、良樹さんからのメッセージだった。

　いつの間に帰ったんだろう。そんなことにも気づかずに、立花さんと抱き合っていたなんて……。

　立花さんを相手にして余裕がないから仕方ないとしても、没頭しすぎだ。さっきのキスを思い出して、恥ずかしさが込み上げる。

「ったく、兄貴のやつ……」

　クシャッとメモを潰しながら、立花さんは笑みを浮かべた。

　不意にその笑みが私へと向けられる。どう反応したらいいのか出方に困って、再びぎこちなく目を逸らしてしまった。

「だから、その反応は逆効果だ」

　ソファに座った立花さんが私の手を引く。強く引き寄せられて、彼の膝の上に座る格好になってしまった。後ろから抱き込まれる妙な密着体勢で、呼吸がままならない。

　もう一度収まった立花さんの腕の中で、その先を想像して、思考回路までショート寸前。

「た、立花さん、ちょっと待って……ください」

「今さらなんだ」

　呆れたように言われる。

「ひとつだけ聞いてもいいですか？」

　腕の力が弱められて、立花さんは私の顔を横から覗き込んだ。

「なんだ？」

「鳥塚元専務との決着って？」

「今、その話が必要か？」

　呆れたように立花さんは尋ねた。

　この急展開にひと呼吸置くためにも、私には少し時間が必要だから、激しく頷く。立花さんは仕方ないとばかりに軽く息を吐くと、私を隣に座らせた。

「岩瀬さんが残した証拠写真とレンタカーの契約書を突きつけて、自白させただけのことだ」

　危険な真似をしたのに、こともなげに言う。無事だったからよかったものの。

「会長の気持ちを踏みにじったことが許せなかったんだ」

　そうだよね。会長の恩情で、バス会社からの賄賂の件は、取締役を降りることで許してもらえたのだから。

「その件も警察に訴えるのかと思いました」

「俺もそれは考えた。でも、その件は穏便に済ませたいという会長の意思を尊重したんだ」

「そうでしたか……」

　取締役としての長年の功績を配慮したのかな。

「それに何より……」

　……何より？

「逆恨みで佐伯まで狙ったことが、どうしても許せなかった。どうも俺は、佐伯が絡むと冷静でいられなくなる」

　頭の後ろを掻きながら、立花さんは首を横に振った。

「立花さん……」

　思わず、潤うるんだ瞳で立花さんを見つめてしまう。

　そこまで想ってもらえてたなんて……。それなのに、私は嘘のオンパレード。立花さんには迷惑ばかりかけて。胸の奥が苦しくなる。

「もうすべて終わったことだから、そんな顔するな」

　優しい眼差しが注がれた。

「借金の嘘のことも、すみませんでした。何度も本当のことを話そうとはしてたんです。でも……」

　なかなかそのタイミングに恵まれなかった。

「嘘がバレて、立花さんに『史上最低の女だ』って言われたときは、もうこの世の終わりだと」

「ずいぶんと大げさだな」

　立花さんはフッと笑みをこぼすけど、私にとっては本当に一大事だったのだ。

「でもまぁ、あの嘘があったから、俺も自分の気持ちに気づいたっていう面もあるかもしれないな」

　立花さんが、顎に手を添えて考えるような仕草をする。

「そうなんですか？」

「嘘をつかれたくらいで、あそこまで腹が立つんだからな」

　ということは、よっぽど怒っていたんだ……。

　最低だと言われたときのことを思い出すと、いまだに背筋に寒いものが走り抜ける。そこでブルッと肩を震わせた。

「それ以前に、金を用立てて佐伯のバイトを辞めさせようとしていた時点で、好きになってたんだろうけど」

　自嘲気味に話す立花さんに、私は自分の耳を疑う事態に陥っていた。

　立花さんの口から『好き』という言葉が出てくるとは思ってもいなくて、眩暈のような陶酔感に襲われる。

　不意打ちはやめてほしい。もう……本当に心臓に悪い。

　落ち着こうと深呼吸をしてみたけれど、そんなことで制御できるものでもない。優しく微笑む立花さんになんの言葉も返せなかった。

「ということで、本題だ」

　彼は言いながら、私の腰を引き寄せる。一瞬で視界が反転。ソファに押し倒された。

「もうわかったか？　俺の気持ちってやつが」

　両手を拘束して、私を見下ろす。頷くだけで精いっぱいだった。立花さんは艶つやっぽく微笑んだあと、額に唇を落とした。

　これから始まる甘い時間に胸が高鳴ると同時に、立花さんとのここ数ヵ月間が思い出されていく。

　立花さんが初めてプリマベーラに来た夜。鋭い視線で私を見据える目に、震えが走った。交わす言葉ひとつ取っても、どれも恐ろしいばかりの存在で、恋愛の対象として見る日が来るなんてことは想像もできなかった。

　でも、いつどこで恋に落ちるかは、誰にも予測不可能。ある日突然、思わぬところで、思わぬ人が特別な存在に変わってしまう。そしてその瞬間、心は制御不能。否定すればするほど、恋のベクトルが向いてしまう。

　あの美しい字のメモ書きに、相手もわからずにときめいて、険しい表情の中、時折浮かべる微笑みに惹きつけられた。厳しい印象しかなかった立花さんの優しさに触れるたびに、想いがどんどん膨らんでいった。

　今、こうしている間にも、現在進行形で増していく恋心。〝好き〟が溢れて止まらない。

　だからこそ……触れ合う指先からお互いに感じる気持ちを、素直に言葉にしたい。

「……立花さん、大好きです」

　唇から漏れた言葉に、立花さんが微笑んだ。頭の芯が痺しびれるような感覚だった。

　これ以上ない極上の笑みに、胸の高鳴りが激しさを増す。

　恋の神様なんてものを夢見る年頃じゃないけれど、もしもそんな神様がいるのだとしたら、それがほんのちょっとしたいたずら心からだとしても、私に立花さんという恋の落とし穴を仕掛けてくれたことに感謝したい。

　立花さんに恋した瞬間のどれもが、この上なく愛しい……。

　そのひとつひとつを胸に刻み、立花さんを見つめる。

「ちょっと！　押さないでちょうだいっ！」

　不意に聞こえた囁き声。ドサッという物音に、立花さんがパッと身体を起こす。私もつられてソファに起き上がった。

　……みんな!?　帰ったんじゃなかったの!?

　目を疑う光景が広がっていた。そこにいたのは、ついさっき書き置きを残して消えたはずの良樹さんたちだったのだ。

　ドアの隙間からこっそり私たちを覗いていたらしい。恥ずかしさが全身を包み込む。

「ほらぁ、見つかっちゃったじゃないのぉ」

　良樹さんの声を合図に、入江くんも沙月も岩瀬さんも頭を掻きながら姿を現した。

「……お前ら……」

　立花さんの顔がみるみる怒りモードに変わっていく……。わなわなと震える拳。

「いい加減にしろ！」

　ピクリと眉を動かし、その鋭い眼差しをみんなに向けた。

「きゃああ！　海人が怒った！　みんな、退散よぉーっ！」

　玄関へ四人揃って一目散に逃げていく。立花さんと私は顔を見合わせ、肩をすくませた。
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突発性プロポーズ




　あれから季節は変わり、立花さんと恋人同士になってから一年が経とうとしていた。

　そして、それはある日の午後。沙月とお昼を一緒に食べて、いっぱいになったお腹をさすりつつデスクに戻ってきたときのことだった。

　直属の上司である情報統括室の龍りゅう崎ざき課長に「佐伯さん、少しよろしいですか？」と、一番近くのミーティングルームへと呼び出された。

　上司から呼び出される内容といえば、仕事のミスか、賞与や昇給なんかの考課の面接が関の山。その面接の時期はまだ少し先だ。だとすると、残るは仕事のミスということになる。

　いったい何をやってしまったんだろう。ミスなんて、たいていは自分で気づかないもの。他の人から指摘されて、初めて『あ！』となるのだ。……特に私においては。

　直近の仕事をあれこれ思い出しながら、不安を抱えつつ課長の前へと座った。

「申し訳ございませんでした！」

　課長が口を開く前に、謝罪の言葉を発して頭を下げる。謝るなら早いほうがいい。それは、立花さんとの一件で充分学習したことだった。

　亡くなった親の借金を肩代わりしているという大それた嘘をついて、散々苦い思いをしたことは一生忘れられない。忘れてはならないのだ。

　嘘がバレたときの立花さんの冷たい目といったら、本当に尋常ではなかった。血が一切通っていないような感情のない目は、見る者をもれなく震え上がらせると言っても過言ではない。思い出しただけで、身体に震えが走ってしまう。

　といっても、立花さんとめでたくお付き合いするようになってからは、運よくそういう表情には遭遇していないけれど。彼の冷徹無慈悲なあの目だけは、一生お目にかかりたくないシロモノだ。

「どうして謝るんですか？」

　下げたままの頭の上から、課長の穏やかな声が降り注いだ。

　龍崎課長といったら、社内でも〝仏〟と噂される人物。いつもニコニコと人のいい笑顔を浮かべて、接する相手を癒いやすタイプだ。

　その龍崎課長の心地いい声で、ゆっくりと尋ねられてしまった。

「あの……私、何かミスを犯したんじゃないんでしょうか？」

「ミス、ですか？」

　おそるおそる尋ねる私に、課長がポカンとした表情をする。

「はい。呼び出されることといったら、他に思い浮かばなくて……」

　不安な面持ちで課長を見つめた。

　実は立花さんと私は、社内でも公認の仲。それも、社内では秘密にするように忠告されるかと思いきや、彼から進んで公表してしまったのだ。

　社長の右腕と目される立花さんの彼女である私がミスばかり連発していたら、彼の面目は丸潰れ。そういう事情もあって、仕事は的確、丁寧、迅速に。そうしっかり心がけていただけに、これが本当にミスだったらショックは相当なものだ。

「これはすみませんでした。佐伯さんにいらぬ心配をさせてしまいましたね」

　課長が破顔する。

「それじゃ……」

「ミスではないですよ。佐伯さんの仕事ぶりは上々です」

　課長はその笑顔のまま大きく頷いた。

　……よかった。安心して息を吐く。

「ここへ呼び出したのはですね、佐伯さんにいつもの仕事とは別のことを頼みたいからなんです」

「……いつもとは別のこと、ですか？」

　課長の言葉をゆっくりと噛みしめながら聞き返す。いったいなんだろうかと小首を傾げる私に、課長は変わらぬ微笑みを浮かべながら「ええ」と頷いた。

「それはなんですか？」

　私の質問に課長が若干身を乗り出す。それにつられて私も顔を近づけた。

「モデルなんです」

「……はい？」

　今、モデルって言った？　モデルって、雑誌なんかに登場する、あのモデル？

　……いやいや、この私がモデルを依頼されるなんて、どう考えてもあり得ない。これは確実に聞き間違いだ。

「佐伯さんは、うちの会社のポスターを見たことはありませんか？」

「もちろん、あります」

　旅行会社のポスターといったら、駅や街の至るところに掲げられる、いわば会社の顔。そのときどきのテーマや会社の方針に合わせたタレントだったり、景色だったり、そういったものが写ったポスターだ。

　社屋のエントランスにだって桁違いに大きなポスターが貼られているのだから、それを見たことのない従業員はおそらくいないだろう。

「そのモデルを、佐伯さんにやっていただきたいのです」

「……は？」

　フリーズすること数秒。

　課長はそれでも、ただただ微笑みながら私の出方を待っているように見えた。

「課長ってば、冗談が過ぎます。この私がポスターに載るなんて、どう考えてもおかしいですよ」

　手を振ったり笑顔を向けたり、身振り手振りで課長に拒否を伝える。

　人物が載る場合は、そこそこ顔の売れた芸能人を使うことが大半。素人しろうとの私では、力不足もいいところだ。客寄せになんてなりようがない。

「経費削減のためなんです」

「……経費、削減……」

　それはわからなくもない。鳥塚元専務の一件があってからというもの、会社の株は急落。旅行会社にとって必要な楽しいイメージは、社員への障害事件があったことで、一気にデンジャラスなものに取って代わってしまったのだ。

　それもほんのひとときのことに過ぎないとは思うけれど、その凋ちょう落らくぶりはいまだに社内にも暗い影を落としていた。

　そこへきて、膨大なお金のかかる芸能人を使っていては、会社はますます火の車。モデル料を削って経費を削減したいという会社の意向は、痛いほどわかる。

「経費を削るためにポスターを作らないことにしよう、という意見も挙がったようですが、そこは社長が譲らなかったそうです。毎年、新しいものを作ってきましたから、それを途切れさせたくはなかったようですね」

　とにかく新しいポスターを作成することはわかった。けれど、どうしてそこで私なのか。モデルということならば、美人揃いの受付から選べばいいものを。

「実はですね、これは本当に申し訳ないんですが……」

　さっきまで滑らかに動いていた課長の口が、急に重くなる。言いにくそうに頭をポリポリと掻いた。どんな悪いことを言われるんだろうか、と身構えずにはいられない。

「佐伯さんは、あみだくじで負けてしまったのです」

「あみだくじ!?」

　思わず声が大きくなる。

　そんな大事なポスターのモデルをあみだくじで決めるだなんて、どうかしているとしか思えない。

　上層部たちはいったいどういうつもりなの？　しかも、私、あみだくじなんて引いてないよ？　課長か部長が勝手に引いたあみだくじの尻拭いを、私がさせられるってこと？

「いえ、負けたというのは言葉が悪かったですね。選ばれたのですよ」

　最初に『負けた』と言ってしまったくせに、今さら『選ばれた』だなんて、都合よく言葉を置き換えすぎだ。しかも、悪びれもせずニコニコ。これはもう、仏の顔を借りた悪魔だ。

　私の心の闇が素直に顔に出てしまったらしい。課長は居ずまいを正して、少しだけ表情を引きしめた。

「いくつかあるポスターのテーマの中に、〝恋人とふたりで行く旅〟というものがありまして、そのポスターのモデルを佐伯さんにやっていただけないかと」

　恋人とふたりで行く旅？　だとしたら、相手役もいるの？

「男性役は、営業部の森もり本もとさんがやるそうです」

　私が質問するまでもなく、課長が続ける。

　営業部の森本さんといえば、社内でも女性に人気のあるイケメンだ。フェミニストで有名だし、彼ならモデルとして充分成り立ちそう。

「うちの部署に女性社員は、佐伯さんの他にも二名おりますが、おふたりはその……あれですね、なんと言いますか……」

　課長の言わんとしていることは察しがつく。たぶん年齢のことを言っているのだ。ふたりとも四十代。三十代前半の森本さんとでは、釣り合いが取れないのだろう。

　でも、そうだとしても私は美人じゃない。結局、釣り合いが取れないことに変わりはないのだ。再び大きなため息をついた。

「もちろん、タダでとは言いません」

　その言葉に、卑いやしくも耳をピンと立てる。

「現金というわけにはいきませんが、高級温泉宿のペア宿泊券がプレゼントされるそうです」

「高級温泉宿!?　ペア宿泊券!?」

　つい腰を浮かせて、物欲しそうな顔をしてしまった。

　私の好反応に課長の顔が綻ぶ。やってしまったと思っても、もう遅い。課長の術中にまんまとはまったのだった。




　呆気なく課長の策に落ちた私の元に、ポスター撮影のスケジュールが社内メールで届いたのは、それから二日後のことだった。

　それによると、撮影は次の土曜日らしい。特別な用意は何も必要ないらしく、身体ひとつで行けばいいということだった。

　さすがは経費削減を謳うたうだけある。撮影場所ですら、お金のかからない社内のミーティングルームだ。どこかリゾート地にでも行って撮影するのか、というちょっとした期待は、無残にも打ち砕かれた。




「土曜日は空けておくように」

　そう立花さんから言われたのは、木曜日の夜。食事デートが終わって、彼の車でアパートまで送ってもらっているときのことだった。

「ど、土曜日!?」

「何をそんなに慌てる」

　ハンドルを握りながら、立花さんが横目でチラリと視線を投げかけた。

「あ、ううん、別に慌ててなんて……」

　実は立花さんには、ポスターのモデルをやることを内緒にしていた。完成して街中や社内に貼り出されてしまえば、隠し通せるはずもないことはわかっているけれど、とにもかくにも高級温泉宿。近々迎える彼の誕生日に、サプライズで喜ばせたい。その大切な日を立花さんとふたり、温泉で過ごしたいのだ。

　それなら自腹で行けばいい、と突き放さないでほしい。せっかく手の届くところに〝おいしいエサ〟がぶら下げられているのだから、それを手に入れないなんてもったいないことはできない。

「それじゃ、大丈夫だな」

　念を押すように立花さんが強く言う。

「えっと……」

　どうしよう。なんと言って切り抜けよう。立花さんとのデートなら毎日だってしたいのはやまやま。……でも、ここは心を鬼にしなくてはならない。

「その日はちょっと仕事が……」

　これは嘘ではない。いつもとは違うけれど、仕事の一環なのだ。そう自分に言い聞かせる。

「仕事？」

「はい、そうなんです。課長から急に頼まれた業務が終わりそうになくて……」

　嫌なタイミングで信号待ちだ。立花さんがじっと見つめてくる眼差しを右頬に感じたものだから、不自然に左側の景色を見るふりで顔を逸らす。

「……そうか。それならば仕方ないな」

　彼は意外にもあっさり引き下がった。

　気づかれないように、細く長く息を吐く。なんとか切り抜けたぞ。

「でも、大丈夫ですか？」

「俺を振っておいて、大丈夫かはないだろう」

　……確かにその通りだ。

「ごめんなさい」

　だけど内容が気になるのだから、仕方ない。

「何か大切な用事でもあるのかなーって」

「いや、ただ杏奈と過ごしたかっただけだ」

　優しく微笑まれる。

　そういうのは反則だ。立花さんときたら、いつもこうだから参ってしまう。

　普段の行動はクールで冷静沈着。そんな立花さんから甘い言葉が発せられたら、胸キュンを通り越して、命すら持っていかれてしまいそうになる。

　それに加えてこの笑顔。満面の笑みとは違う、どこかはにかんだ表情。真顔の多い立花さんがたまに見せるからこそ、価値がグンと跳ね上がる。

　このふたつのギャップは、恋人同士になってから一年が過ぎた今でも、私を捕らえて離さないのだ。

　私も一緒に過ごしたかった、とすぐに後悔が押し寄せる。

「気にするな。また次回にすればいい」

「……はい。ごめんなさい」

　私の髪をひと撫でし、立花さんは目だけで微笑むと、青に変わった信号に従って車を発進させたのだった。




　そしてやってきた撮影当日。

　普段の雑然としたオフィスとは違って静かな顔を見せる社内は、撮影に使われるミーティングルームだけ慌ただしく人が行き来していた。壁の一方には、グリーンのシートが天井から吊り下げられ、さっきから照明担当の人が光の当たり具合を何度も確かめている。

　現地へ行って撮影する代わりに、モデルと景色とをあとで合成させるらしい。それならどんなパターンだって、ここで撮影可能だ。

　用意された衣装は、肩を出したベビーピンクのワンピース。スケジュールを見てみると、まず先に撮影するのは、南国のビーチをバックにするものみたいだ。

「佐伯さん、おはよう」

　準備風景を遠巻きに眺めている私に声をかけてきたのは、私の恋人役である営業部の森本さんだった。百八十センチの高身長。目鼻立ちのはっきりとした顔は、モデル並みに整っている。サラサラの髪は爽やかさを一番感じさせるチャームポイントだ。

　森本さんもまた、ビーチに似合うカジュアルな衣装に着替えを完了させていた。

「おはようございます」

「佐伯さんって、そういう色が似合うね」

「えっ？」

　森本さんは私を上から下まで眺めると、口元を綻ばせた。

「日本女性にピンクは基本的に似合うらしいけど、佐伯さんほど似合う女性を見たことがないよ」

「や、やめてくださいよ、森本さん！」

　顔を合わせて早々、すぐに女性を褒められるとは、さすがはフェミニスト。

「いや、本当だよ。佐伯さんがこんなに可愛らしい女性だなんて知らなかった。恋人役じゃなく、本当に恋人同士になっちゃおうか」

　彼が顔を近づけていたずらに微笑むものだから、私は上半身を反らせた。

　森本さんって、こんなに軽い人だった？

　私が立花さんの恋人だということは、たぶん知っているはず。それでもこうして真っ向から口説けるとは。女性に優しいとは聞いていたけれど、すぐに誘ってしまうなんて、ちょっと軽すぎない？　いくらフェミニストだとはいえ、もう少し節操があってもよさそうなのに。

　戸惑っている私をよそに、撮影の準備は整ったようだった。

「それでは、森本さん、佐伯さん、よろしくお願いします」

　ビーチにいるつもりで振る舞ってほしいという、素人の私たちにとって無茶とも思える注文が、私の動作を不自然にする。

　小学校の運動会での行進を思い出してしまった。右手と右足が一緒に出てしまう、あのちぐはぐな動きだ。今の私がまさにそれ。

　当てられる照明とカメラのシャッター音。緊張するなというほうが無理だ。宿泊券につられて安請け合いしたことを、今になって強く悔やんでしまった。

「佐伯さん、手」

　言うなり、森本さんに繋がれる。

「もう少しリラックスして。俺が一緒なんだから大丈夫」

　その手をグッと引いて、私の耳元で森本さんが囁く。

「……は、はい」

　その間も途切れることなくシャッターが押される。

　そして、視線をカメラへと向けたときのことだった。そこにいるはずのない顔が見えたような気がしてドキッとする。

　……まさかね。私の気のせい。後悔の念が見せる幻影に違いない。

　そう思うものの、やっぱり気になって、もう一度目を凝らす。

　するとそこにいたのは、どこからどう見ても立花さんだった。

　……どうしてここに!?

　立花さんは腕組みして、仏頂面を私へと向けていた。

　森本さんに手を引かれて撮影されながら、心臓が早鐘を打ち始める。

　どうして私はいつもこうなんだろう。現場を押さえられることで、なんでも露呈してしまう。これはもう宿命だとしか思えない。

　立花さんのほうを極力見ないようにすることしか、今の私にできることはなかった。

「はい。それではカットを変えますので、一旦休憩にしまーす」

　声がかかると、私の鼓動はさらに速度を上げていく。撮影ポジションから離れると、立花さんが妙な間合いで近づいてくる気配を感じた。

「佐伯さん、どうぞ」

　ギュッと目を閉じたところで、スッと差し出された缶コーヒー。それは森本さんからの差し入れだった。

「……ありがとう、ございます」

　受け取ろうと手を伸ばすと、私の視界を別の腕が横切る。

「せっかくだが、杏奈は大の甘党でね」

　どこか挑戦的な口調の立花さんだった。森本さんが渡してくれようとしたブラックの缶コーヒーを突き返す。

　確かに、コーヒーには砂糖もミルクもたっぷり派だけれど、こういう場合は受け取ったほうが……。

　森本さんも驚いて口をポカンと開けてしまった。

「立花さん、あの――」

「いいから」

　そう言うと、彼は私の手を取って歩き始める。それに逆らうわけにもいかなくて、呆気に取られる森本さんへ『すみません』とばかりに肩越しに軽く頭を下げてから、立花さんに手を引かれてミーティングルームの向かいの応接室へと入った。

　しんと静まり返った応接室で、いたたまれない気持ちになる。立花さんはゆっくり私に向き直った。

「これはどういうことだ」

　咎めるような厳しい目つきで私を射抜く。怒っていることは確実だった。

「えっと、これは、その……」

　この鋭い眼差しの攻撃力といったらない。頭の中に渦巻く言葉たちが、散り散りになって口から出てこない。視線を使うシューティングゲームがあったら、立花さんに勝てる者はいないに違いない。

「うちのポスターを、社内の人間をモデルにして作成することは知っていたが、それがまさか杏奈だとはな」

　……なんだ。そこまでわかっていたことなのだ。

　でも、それも当然か。立花さんは社内の業務に目を光らせている監査部の責任者だ。知らないわけがない。

「これには深い事情が……」

　立花さんを上目遣いで見つめる。

「杏奈のことだ。高級温泉宿のペア宿泊券欲しさに、ふたつ返事でオッケーしたんだろう」

　そこまでお見通しだとは……。

　立花さんは腕を組んで顎を上げ、目を細めて私を見る。鋭い指摘に言葉を失くすばかりの私。

「でもそれは、立花さんと一緒に行きたくて……。誕生日も近いから、そこでお祝いできたらいいなって」

　これは本当だ。それだけのために、やりたくもないモデルを引き受けたのだ。

「……俺の誕生日？」

　立花さんの顔がそこでやっと和らぐ。私の緊張も、少しほぐれたように感じた。

「はい」

　まっすぐに立花さんを見る。

「……だ、だからといって、何もモデルを引き受けることはないだろう。他にいくらだって手段はある。他の男とイチャイチャくっついて楽しいか？」

　立花さんにしては珍しく早口だった。

　イチャイチャって。別にそんなつもりは……。

　……ちょっと待って。もしかして立花さん……。

「ヤキモチですか？　そうなんですか？」

　ついウキウキして聞くと、彼は眉根を寄せて目を逸らした。

　なんだ。私が隠し事をしたことを怒っていたわけではなかったんだ。

　一気に気持ちが華やぐ。しかも、ヤキモチなんて嬉しすぎる副産物だ。

「でも、あれは仕方なかったんです。恋人同士の設定だって言われて。だから機嫌を直してください」

「……俺は別に機嫌など悪くない」

　憮然と言い放たれる。

「そうですか？」

「そうだ」

　思わず笑みがこぼれてしまった。

「笑いたければ笑え」

　立花さんは不ふ貞て腐くされたように目を伏せた。

　こんなに嬉しいことはない。ニヤニヤも止まらない。

「ひとつ言っておくが、営業の森本は用済みだ」

　私と視線を合わせないまま、事務的に告げる。

「……え？」

　用済みって……？

　わからなくて小首を傾げた。

「このあとの撮影で杏奈の相手をするのは、この俺だ。撮影を取り仕切っているやつにも話は通している」

「はい!?」

　彼は驚く私へ視線を戻し、目元に照れを浮かべた。

　立花さんの行動は、いつも私の想像の先をいってしまう。このまま森本さんとの撮影を険しい表情で監視されることを覚悟していたのに、まさか立花さん本人が、私の相手役としてモデルになるなんて。

「本気ですか？」

「当然だ。これ以上、杏奈に触れさせるわけにはいかない」

　自信たっぷりに言ったあと、立花さんは鼻の下をこすった。

「立花さん……」

　この独占欲が堪らない。さっきまで緊張で高鳴っていた胸が、今度は甘い言葉に酔いしれる。もう、このままどうなってもいいとさえ思ってしまった。

　立花さんが私を抱き寄せる。自然の成り行きで近づく顔。

　唇が重なる予感に焦れながら目を閉じたところで、応接室のドアがノックされた。

「次の撮影、開始しまーす」

　その言葉にキスは寸止め。

　立花さんはフッと笑みを漏らして私の頬を撫でると、「行くぞ」と手を引いた。




　次のカットは、ヨーロッパの街並みをバックにしたものらしい。

　私はワンピースから、白い薄手のアンサンブルニットとライトブルーのフレアスカートへ衣装チェンジ。立花さんは、ボーダーのカットソーに五分袖の黒いテーラードジャケット、アイスグレーのスキニーパンツへと着替えていた。

「それじゃ、始めまーす」

　スタッフのかけ声で、私たちは撮影ポイントへと立った。

　最初こそ顔が強張っていた立花さんだけど、秒刻みでリラックスした様子に変わっていき、撮影中盤を迎える頃には、本物のモデルなんじゃないかと思わせるような立ち居振る舞いになっていた。私はといえば、先ほどに続いて一応二回目の撮影だというのに、相手が立花さんに代わったことでさっきよりもぎこちなくなってしまう。立花さんがそれに気づいて、軽く微笑む。

「俺のことだけ見てろ。目を逸らすな」

　私だけに聞こえるように囁いた。その声が甘い媚び薬やくのように私を酔わせる。まるで催眠術だった。言われた通り、吸盤でもつけられてしまったかのように立花さんから目が離せなくなる。

　眩しいほどのライトに照らされた、立花さんのどこか熱くて真剣な表情に、まわりのスタッフの存在がかき消されていく。彼から送られる熱視線に、終始ドキドキ。多くの人に見られている状況なのに堂々としている立花さんを見て、本当に素敵な人だと思わずにはいられない。

　そして、夢かうつつか、境目がわからなくなってしまいそうなフワフワとしたいい気分で、撮影を終わらせることができたのだった。




　ふたりとも着替えて外へ出ると、西の空が深いオレンジ色に染まりかけていた。

「撮影のこと、黙っていてごめんなさい」

　立花さんの車の助手席に乗り込むと、まず初めに謝った。嘘ばかりじゃなく隠し事も、立花さんには通用しないことが身に染みた日だった。

「まったくだ。すぐにバレてしまうような隠し事はよせ」

　命令形なのに優しい口調だった。

「……はい」

　もう二度と、嘘も隠し事もするまい。そう心に固く誓う。

　エンジンがかけられると、車は静かに走り出した。

「でも、嬉しかったです」

「何がだ」

「立花さんのヤキモチが見られて」

　普段はこっちが凍りつくほど冷静なのに、ときどき見え隠れする嫉妬心は、これ以上ないギャップだった。

「それ以上言ったら……」

　立花さんの声色に影が差す。

「言ったら？」

　つい調子に乗って、からかうように聞いてしまう。

　信号でもないのに、車が急停車。彼はシフトレバーをパーキングに入れ、ハザードランプを点けた。

　答えを待っている私の顔の前に、立花さんが胸ポケットから取り出した小さな箱を差し出す。

　ワインレッド色をしたベルベット生地の箱。それが何であるかは、鈍感な私にもわかった。

「……これって」

　エンジン全開、アクセルべた踏みの私のテンション。驚きのあまり、言葉が出ない。

「それ以上からかうなら、これはなかったことにする」

　彼はそう言いながら、胸元のポケットへしまおうとする。

「ちょっと待ってください！」

　そのケースに触れるのはまだ躊躇われて、立花さんの腕をむんずと掴んだ。

　だって、その中身は絶対に指輪だ。

　私の反応に、彼はしたり顔を浮かべた。

「もうからかいません。立花さんが嫉妬に狂ってるなんて、ヤキモチ焼き屋さんだなんて、絶対に言いません」

　興奮のあまり余計な言葉を並べ立てた私に、立花さんの右眉がピクリと反応したものだから、即座に口元を手で覆う。私の口は相変わらず軽率だ。

　彼は軽く鼻から息を漏らして笑うと、「まったく、俺はいったいどうなってるんだ」と首を捻った。

「本当は今日、これを渡すつもりではなかったんだ。……いや、違うな。最初の予定では、今日渡すプランを立てていた」

　立花さんはケースを見つめながら話し始めた。

「……え？」

　前から、今日渡そうと思っていたの？

「杏奈の都合が悪いというから、先延ばしにしようと思っていたんだ。それが、あんな場面を見せつけられて、予定が再度狂った」

　彼はどこか悔しそうだった。

「それじゃ、立花さんが土曜日を空けておくようにって言ったのは、これを私に渡そうとして……？」

　自分にも確かめるようにゆっくりと問いかけた。

　立花さんが軽く頷く。

　私はどれほどバカなんだろう。そんな大切な用事だと察することもできずに、ペア宿泊券につられて呑気にモデルをしようとしていたなんて。

「杏奈を早いところ、完全に俺のものにしておく必要性に駆られた」

　ハンドルに両腕を持たせかけて、彼が流し目で私を見た。

『俺のもの』――それはつまり……。

「結婚ってことですか!?」

「声がデカい」

　立花さんがわざとらしく左耳を押さえる。

　だけど、この状況が興奮せずにいられる？

　これは単なる指輪ではなかったのだ。婚約指輪。

　この私が、立花さんと結婚。信じられない展開だった。

「本当、杏奈には調子を崩されるというか、思い通りに進まないというか、扱いにくいというか」

　立花さんの中の私に対する評価は、相変わらず低い。

「……それ、褒めてないですよね」

「いや、可愛いってことだ。可愛くて仕方がない」

　ストレートにそう言われてしまうと、返す言葉に困る。耳まで赤くなっているのが自分でもわかって、恥ずかしさに俯いた。

　彼の手が、私の顔にかかった髪の毛を耳にかける。

「杏奈」

　甘い声色で呼ばれるだけで、胸の奥がジンと痺れてしまう。

「結婚しよう」

　予想もしていなかった立花さんの言葉が、私の涙るい腺せんを刺激する。

「……はい」

「できるだけ早いほうがいい。そうだな……年が明けて、桜が咲く季節に」

　あのポスターが完成して街中に掲載される頃、私たちが夫婦に……。

　じわじわと込み上げてくる幸せな気持ち。気づけば涙が溢れていた。

「おい、なんで泣くんだよ」

　立花さんにしては珍しく焦ったようだ。

「だって、嬉しすぎて……」

　彼の指先がそっと涙を拭ってくれた。

「拗ねたり、笑ったり、泣いたり。本当に見ていて飽きないな、杏奈は」

　呆れるように言われたけれど、そこに愛がいっぱい溢れているのが感じられた。

「全部、立花さんのせいですから」

　鼻をひとすすりして彼を見つめると、今まで以上の甘い眼差しで見つめ返された。

　立花さんのことが好きで堪らない。それは、いくら言葉があっても言い表せないくらいだった。

　彼の瞳が揺れる。瞬きをすることも忘れて、見つめ合う。

　どちらからともなく顔を寄せ合い、想いが高く空の上へと引き上げられたそのとき、ゆっくりと唇が重なった。

　これから先も、立花さんを困らせてしまうことがあるかもしれない。怒って、笑って、泣いて。

　でも、私は私らしく、立花さんの愛に応えていきたい。

　溢れるほどの私の愛を、立花さんに全部捧ささげたい。

　この先もずっと、立花さんとふたりで……。





おわり












あとがき




　はじめまして。紅カオルです。このたびは本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。この作品で第四回ベリーズ文庫大賞の新人賞をいただき、初めての書籍化となりました。連日、受賞する夢を見続け、連絡をいただいたときにも夢かもしれないと、何度も小説サイト『Berry's Cafe』さんのホームページやメールを確認しました。いまだに夢見心地です。




　本作は恋に落ちる瞬間をテーマにしています。その瞬間の杏奈の心の動きを細やかに、いかに共感してもらえるかということを念頭に、何度も書き直しました。

　また、登場人物である立花は、ある人物がモデルとなっています。それは私が勤める会社の某部長なのですが、うっとりするほど美しい字を書き、社内でも一、二を競う頭の良さ。もちろん、仕事もバリバリこなす。そして何よりも鋭い眼光。普段からなかなか笑わない。この部長を少しでも笑わせたときの妙な高揚感は、病みつきになるほどなのです。冷静で無愛想なヒーローを際立たせるヒロインは、無鉄砲で怖いもの知らずに。そして、完全に私の好みで、〝美文字フェチ〟にしたのでした。

　書籍版では、立花の冷徹な面と優しさのギャップをパワーアップさせ、よりドキドキしていただけるように頑張りました。そして、書き下ろし番外編では、思いきって立花にプロポーズさせるという暴挙（？）に。相変わらず無茶ばかりする杏奈と、本編にはあまりなかった、杏奈を溺愛する立花をお楽しみいただけると嬉しいです。




　本作を無事書籍化できたのは、たくさんの方々のお力添えがあってこそです。改稿作業から数々の相談に乗ってくださった編集の森上様。私のつたない文章を校正してくださった説話社の三好様、矢郷様。素敵なカバーを描いてくださったｐｏｃｏ様。皆様のおかげで、私の力以上の書籍を完成させることができました。ありがとうございます。

　そして、読んでくださった皆様。いつも感謝の気持ちでいっぱいです。読者様の存在が執筆を続ける活力となっています。心からお礼申し上げます。

　このような機会を通して、次作でお目にかかれることを祈りつつ……。本当にありがとうございました。


紅くれないカオル









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










立花課長は今日も不機嫌
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